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ぎゅっと抱きしめて～会議室から始まる恋～










突然の同居命令




　ここは都内にある大手有名ビール会社『青あお空ぞらビールホールディングズ』。

　庶務課に勤める私、田た丸まる夏なつ美み・二十四歳は、定時に仕事を終えてこれから帰宅するところ。まだ仕事中の上司や同僚たちに「お疲れさまでした」と挨拶し、余計な仕事を押しつけられないうちにさっさと退室した。

　今日は観たいテレビドラマがあるから早く帰りたい。夕食も片づけもシャワーも済ませて、十九時には準備万端でテレビの前に座らないと。

　長い廊下を歩いていると、給湯室から出てきた他部署のＯＬふたり組が、私のすぐ後ろを歩きながらなにかを話していた。

　興味はないけど、その話が勝手に耳に入ってきてしまう。

「ついに久く遠おんさんが、次の社内プレゼン大会に初参戦するんだって！」

「へぇ、あの天才がねー。プレゼン大会なんて出なくても、あの人は自分の部署でビール開発できるのに。まあ、あんまり興味ないけど」

「興味ないの？　なんで？　超イケメンだよ？」

「イケメンでも、研究開発部の人はちょっとね。あの部署はヤバイよ。変人しかいないから」

　プレゼン大会というのは、新ビールの商品化をめぐって社員がチームを組んで競い合う、正式名称『青空ビール新商品提案会議』のこと。

　それは分かるけど、天才で超イケメンの久遠さん？　そんな人、ウチの会社にいたかな……。

　思い当たる人物が浮かばなくて、首を傾げる。

　肩越しにチラリと後ろを見ると、噂うわさ話ばなしをしていたのは私より四年ほど上の先輩。

　私はまだ入社二年目だから、知らない人がいてもおかしくないよね。

　それから研究開発部。あそこはいつも扉がぴったりと閉ざされ、【関係者以外立入禁止】と張り紙もされていて、私は入ったことも覗のぞいたこともない。

　変人しかいないヤバイ部署って本当だろうか？　久遠さん……。いったい、どんな人なのだろう。

　私にそんな新しい知識を授けた先輩ＯＬふたり組は、廊下の角を左に曲がって去っていく。私はそのまままっすぐ進んで階段を下りた。

　玄関から一歩外に出ると頭の中は再び今夜のドラマに支配され、噂話は脳裏の片隅にすぐに片づけてしまった。




　時刻は二十時。ビール会社の薄暗い廊下には、パタパタと走る私の足音が響いていた。

　一度退社した私がどうして戻ってきたのかというと、会議室の片づけを任されていたのにやり忘れていたことを思い出したためだった。

　観たかったドラマは半分を残して、泣く泣く中断。録画しているから後で観ればいいのだけど、準備は完璧だと思っていたから悔しい気分になっていた。

　人気のない廊下を小走りで駆けて、小会議室Ａの前についた。ドアの下の隙間から蛍光灯の明かりが漏れている。

　やっぱり戻ってきて正解だった。

　私に代わって片づけをしてくれる人などいなかった。それにしたって、誰かが電気くらい消してくれてもいいのに……。

　夏真っ盛りの今、少し走っただけで汗が流れていた。首筋を伝う汗を拭い、会議室のドアノブに手をかけて、私は固まった。無人だと思った会議室から話し声が聞こえてきたのだ。

　若い男性がふたり……いや、三人か。

　笑い声が混ざり楽しそうな様子だけど、話の内容は驚くべきものだった。

「いいね～。夏美ちゃん最高じゃ～ん！　俺ッチ、発情しちゃうよ～」

「舌触りが、なんともなまめかしいよね」

「おい、お前ら、俺より先に味わうな。夏美は俺が仕込んだ女だぞ」

　夏美？　発情？　味わう？

　私の頭に描き出されたのは、いかがわしい映像。私と同じ名前で見ず知らずの〝夏美ちゃん〟が、会議室の長机に寝かされてオオカミ三人に襲われていた。服を脱がされ、あんなことやそんなことを強要されて……。

　そんなイメージ映像に驚き固まった後は、フツフツと怒りが込み上げる。

　会社の会議室でいったいなにをやっているのよ！　男三人がかりで女の子を虐いじめるなんて卑ひ怯きょうじゃない！

　同じ名前の夏美ちゃんを助けるべく、勇気を奮い起こす。

　いざ突入！

　正義感に押されるままに勢いよくドアを開けようとした途端、ドアのほうから勝手に開いた。

「キャア」

　悲鳴を上げて中に転がり込んでしまった私は、ゴロンとでんぐり返しを決めてから上体を起こした。

「い、たた……」

　打ちつけた膝をさすった直後にハッとする。

　勇ましく敵陣に乗り込むつもりが醜態を晒さらしてしまった。これはもしや……ミイラとりがミイラになるという状況じゃないの!?　未来の夫に捧ささげるために今まで処女を守ってきたのに、私までオオカミたちに食べられてしまうのでは……。

　床に座ったまま、慌てて顔の前に両腕をクロスさせて身構えた。すると……。

「田丸さん、なにやってるの？」

　中からドアを開けた人物に声をかけられる。

　なにをやっているのかと聞かれたら、襲われないように防御して……って、あれ？あれれ？

　腕の隙間から覗くと、三み国くにという名の男性が目の前に立っていた。丸メガネの奥の、人のよさそうな垂れ目が心配そうに私を見ている。

　彼は私と同じ庶務課の、二十九歳の主任さん。つまり直属の上司だ。

　いつも仕事を教えてくれる三国主任は、ポッテリ体型で柔和な人柄。彼は羊にはなれてもオオカミにはなれないと断言できる。

　ガードしていた腕をそろそろと下ろして、広くはない会議室を見回す。

　三国主任のほかに、男性がふたりいた。

　男性が三人いるというのは予想通りだったけど、肝心の〝夏美ちゃん〟がいなかった。

　会議用長机の上には卓上ビールサーバーがデーンと乗っかって、ほかには起動中のノートパソコンと、グラフや文章の書かれた書類が散らばっている。それから飲みかけのビールが入ったグラスが三つと、空のグラスが三つだけ。

「あれ？　夏美ちゃんて、いったい……」

　そう呟つぶやいた瞬間、急に空気が冷えた。いつもは優しい三国主任の垂れ目も、心なしか敵意がこもっているように見える。

　三国主任以外の男性ふたりが椅子からユラリと立ち上がった。

　ひとりは、話したことはないけど知っている。チャラ男で有名な、営業部の堂どう浦うらさん。二十九歳、独身だ。

　茶髪に甘いマスク。社内で禁止されている幅の細いオシャレネクタイをいつもしめていて、営業マンらしからぬ見た目をしている。営業先でのナンパがバレて減給処分を食らったという実績の持ち主で、チャラ男だけどモテるのは女性にすこぶる優しいかららしい。

　そんな堂浦さんが私の前にしゃがみ込み顔を傾け、こんなことを聞いてきた。

「庶務課の田丸夏美ちゃんかぁ。今、君は『夏美ちゃん』と言ったけど、自己紹介したわけじゃないよね？　もしかして……俺らの話を盗み聞きしちゃったのかなぁ」

「え？　えーと、盗み聞きではなく、聞こえちゃったと言いますか……。あの、堂浦さん、顔が近いです」

　どさくさに紛れて、危険区域まで顔を近づけてくる堂浦さん。彼の肩を押し返しながら、斜め上を見上げた。

　私を囲むのは、三国主任と堂浦さん以外にもうひとり。化学者みたいな白衣を羽織った、長身の男性がいた。首から社員証をぶら下げているのでウチの社員に間違いないけど、見覚えがない。

　忘れているだけということもない。だって、こんなに見み目め好よい男性なら一度見たら絶対記憶に残るはずだもの。

　白衣の彼はとてもキレイな顔立ちをしていた。緩いウェーブの付いた短めの黒髪に、切れ長で涼しげな目元が印象的。すべてのパーツが見事に整っていて、チャラ男の堂浦さんとは違うタイプの硬派なイケメンといった雰囲気だ。

　ハッキリ言って私の好みのど真ん中。普段ならポーッと見み惚ほれてしまうところだけど、今は背中に冷や汗が流れるのみ。なぜなら白衣のイケメンは腕組みして、蔑さげすんだ目で私を見下ろしているから。

「おい」

　頭上から低く冷たい声が降ってきた。

「は、はい……」

　萎縮しながら返事をする。

「お前はどこのスパイだ？　川かわ上かみ課長のチームか？　それとも田た宮みやのチームか？　まさか……羽は田だのところじゃないだろうな」

「はい？」

　彼がなにを言っているのか、サッパリ分からなかった。

『スパイ』と言われた気がしたが、いったいなんのスパイ容疑をかけられているのだろう。会議室の前で立ち聞きしてしまったのは事実だけど、その話の内容は、夏美ちゃんにイケナイことをしているオオカミたちの下品なトーク。詰問されるような高尚な話は聞いていない。

　頭の中は疑問符だらけで、彼の問いに答えることができない。

　ポカンとアホ面を晒さらすだけの私に、白衣のイケメンはイラ立った。

「だから、お前は俺らの開発した新ビールの情報を盗みに来たんだろ？　〝夏美〟は来年夏に売り出す新ビールの試作品。次のプレゼン大会に出品する予定だ。今日やっと完成して試飲にこぎつけたばかりなのに、早速盗みに来やがって……。お前の開発チームがどこなのか、白状しろって言ってんだよ！」

　ご立腹のイケメンの前で、ポンと手の平を叩たたいた。

　なるほど。やっと事態を飲み込めた。

　青空ビールは業界三番手。定番ビールで安定した業績を誇る一位二位のビール会社と違い、青空ビールには『コレだ！』という看板ビールが未だない。それでも売上三位の業績を収める理由は、種類の豊富さにある。常に新しいビールを世に送り続け、今までに二百種類以上のビールを製造販売してきた。

　それらのビールを生み出すのは研究開発部の研究員の仕事だけど、ウチの会社は一風変わっていて、おもしろいビールを作りたいという社長の考えから、研究員以外の一般社員も開発に携わる機会を与えられている。それが年に二回ある青空ビール新商品提案会議、通称プレゼン大会だ。

　青空ビールの社員たちは部署の垣根を越えて数人でチームを作り、競い合いながら日々新ビールの開発に取り組んでいる。そして、ここにいる男性三人がチームを組んで生み出した新ビールが、〝夏美〟なのだろう。

　次のプレゼン大会は二ヶ月後で、優勝チームのビールは来年夏の新商品として売り出される。会社から二〇〇万円の賞金が出るので、どのチームも真剣なのだ。

　ということは……確かに私は、聞いてはいけないことを聞いてしまったらしい。

　ただ、入社二年目のヒヨッ子の私には一緒に新ビールを作ろうと誘ってくれる人もいないので、まだどこの開発チームにも所属していない。スパイなどと、とんでもない話だ。

　それに、仮に他チームに所属していたとしても、盗んだ情報が〝夏美〟という名前だけではなんの得にもならないでしょう。

　なんとかスパイ疑惑を晴らせそうだと安心した時、なぜか白衣の彼が〝夏美〟自慢をし始めた。

「盗みは許せないが、夏美に目をつけたことだけは褒めてやろう。夏美は俺が今まで作った試作品五二六種の中で一番イイ女だ。暑い夏にピッタリのクリアな喉越し。キレッキレの爽やかさだ。いいか？　このキレを作るには――」

　夏美の特徴にホップや麦芽の配合率、製造方法までペラペラとしゃべり出した彼。その表情は恍こう惚こつとして、私に説明しているというより自己陶酔中といった感じ。

　私は床に座ったまま口を半開きにして、黙って彼の話を聞いていた。

　そして、新ビール〝夏美〟についてを私が大まかに理解してしまってから、三国主任がやっと待ったをかけた。

「久遠！　部外者に夏美のすべてを暴露して、どうするんだよ！」

　はい、まったくその通りでございます。私はスパイではないけれど、本当にスパイなら、『情報ありがとう』とお礼を言わねばならないところだ。

　そう心の中で呟いてから、あれ？と思った。

　久遠という名前をどこかで聞いた覚えがある。白衣の彼の胸元の社員証に目を止めると、【研究開発部　上席主任研究員】と、所属と肩書きが書かれていた。

　研究開発部の久遠さんって……あ！　あの人だ！

　今日退社する時に聞いた、他部署の先輩ＯＬふたり組の噂話に出てきた人だと気づく。

　へぇ、この人が久遠さん。天才イケメンで、変人だという噂の……。

　普段温和な三国主任に怒られ、チャラ男の堂浦さんにも腹パンチされて、新ビール夏美について暴露してしまった久遠さんは、『しまった』という顔をした。

　研究開発部には変人しかいないという噂に、真実味を感じていた。

　見た目は硬派なイケメンふうで、すごく私好みなのに、もったいない……。

　残念ながら久遠さんの第一印象は、『この人、変』で固定してしまった。

　男三人の中心で、私はやっと立ち上がる。お尻をパタパタ叩きスーツのシワを伸ばして、彼らに言った。

「私はスパイではありません。この会議室を片づけにきて、たまたま聞いてしまっただけです。まだどこの開発チームにも属していないので、ご安心を。三国主任はそれをご存知のはずだと思ったのですが？」

『庶務はビールの製造販売とあまり関わりないけど、田丸さんもそのうち、どこかのチームでビール開発にたずさわることになるよ』

　そんな会話を三国主任としたのは、つい最近だった気がする。

　三国主任は肉付きのいい頬をさすりながら「そうだったね」と言ってくれて、私のスパイ疑惑は晴れた。

「や～ゴメンね。お詫わびに今度デートしよっか？」

　そう言ったのは、チャラ男の堂浦さん。彼は馴なれ馴れしく私の肩を抱いてきた。

　その手をやんわりと外してデートをお断りする。

　彼氏は欲しいし選り好みできるような女じゃないけど、いい加減な人は嫌だ。付き合うなら結婚前提で。マジメで優しくて、将来よき夫になりそうな人じゃないと無理だから。

「お詫びはこのビールでいいですよ。私と同じ名前の夏美ちゃん。一杯いただきますね」

　グラスを手に取り、卓上サーバーのタップを手前に倒した。

　グラスに八割注ぐと、あとの二割はクリーミーな泡で満たす。淡い琥こ珀はく色いろの液体に、夏の爽やかさを感じた。

「いただきます！」

　さっきまで変な緊張を味わったせいで喉が渇いていた。グラスの半分を一気に喉に流し込み、プハッと息を吐き出した。

　白衣の変人・久遠さんの説明通り、夏美はキレのあるビールで喉越しがスッキリしていた。今まで飲んだビールの中でピカイチの喉越しだ。

　でも……なんだろう。スッキリしすぎて後味が淋さみしい気がする。

　グラスに半分残ったビールを見つめて、思わず呟いた。

「物足りない……」

「[image: ]？　なんだと？」

　真後ろに殺気を感じて、鳥肌が立った。どうやらこのビールの中心的開発者、久遠さんの逆げき鱗りんに触れたらしい。

「まぁまぁ」と彼をなだめてくれたのは三国主任。私の感じた物足りなさを、彼は上手に説明してくれた。

「実は僕もそう思っていたんだよ。夏に売りたいビールだから、喉越しは一番大事だ。でも、コクとのバランスを考えないと印象の薄いビールになってしまうよ」

　チャラ男の堂浦さんも同調する。

「サッパリした女の子（ビール）は後腐れなくて（飲みやすくて）いいけどさぁ、別れた後に（飲み終えた時に）思い出せないほどサッパリしちゃうのは淋しいよな～。そうだ！　コクとキレを同時に出すのは難しいけど、香りに特徴を出せばいいんじゃない？」

　私の呟きにご立腹だった久遠さんは、仲間の意見には真剣に耳を傾けていた。立ったままノートパソコンに向かい、キーボードをカタカタ言わせている。

「発酵温度をあと一度下げてみるか……。テットナンガーを添加するのも、ありかもな……。あと二ヶ月、ギリギリ間に合うか……」

　独り言を呟きながら、夏美改良バージョンをパソコン上に作り上げていく。

　ほかのふたりは「こんな香りで」「あんな味で」と、久遠さんに注文をつけている。

　夏美の改良に盛り上がる三人を残して、私は帰ろうとした。

　時刻は二十時半。ドラマの続きが気になるし、早く帰りたい。

「あのー、会議室の片づけお願いしますね」

　そう言い残してドアに向かい、出ていこうとした時……。

　後ろから私の髪の毛をかすめて、長い腕がズダンとドアに突き立てられた。

　驚いて肩越しに振り向くと、久遠さんが眉間にシワを寄せて私を見ていた。

「帰さねぇ」

　彼は確かにそう言った。

　中身は変でもイケメンだ。至近距離でそんな甘いセリフを言われては、赤くならないはずがない。でもそれは一瞬だけで、照れはすぐに腹立たしさに変わる。

　スパイ疑惑が晴れたのに、今度はなんだと言うの？　もしかして、いつ終わるとも分からない彼らの話し合いを待って、会議室を片づけてから帰れとでも言いたいの？

　ムッとしている私の耳に飛び込んだのは、目と鼻と口が全開になるようなビックリ発言だった。

「お前がどこのチームにも所属してないのは分かったが、夏美のすべてを知られてこのまま帰すわけにいかない。金に釣られてどこかのチームにリークする可能性だってある。プレゼン大会までの二ヶ月間、お前の行動を監視する。仕事中は同じ庶務課の三国が張りつくとして、問題は仕事外だ。……そうだな、お前、俺らの中からひとり選べ。選んだヤツと二ヶ月間、同居生活だ」

「……え、ええええーっ!?」

　驚きと不満の詰まった私の叫びが、狭い会議室に響き渡る。

　とんだ要求をしてくる彼は、間違いなく私が今までに出会った中で一番の変人だった。




　なぜ、こんなことに……。

　二十二時半。私は今、久遠さんの住むマンションにいた。右手に提げているのは、大きなボストンバッグ。監視付きで一旦自宅に帰り、数日分の衣類や日用品を詰め込んで持ってきた。

　二ヶ月の同居生活を命じられ、男三人の中から同居相手を選べと言われたのは、つい二時間前の話だ。

　私の直属の上司・三国主任と、営業部のチャラ男・堂浦さん。イケメンだけど中身が変な久遠さん。どうしても選ばなければならないのなら、私は三国主任を選びたかった。三国主任は三人の中で唯一の知り合いだし、優しくてマジメで女の子を無理やり襲ったりしないだろうから。

　ところが、私が指名する前に三国主任に同居を断られてしまった。

『僕は無理なんだ。同期のお前たちにもまだ言ってなかったことだけど、来月、入籍する予定で。既に彼女と一緒に暮らしているから……』

　お世辞にもカッコイイとは言えない三国主任。でも、この人と結婚したら幸せになれそうだと思わせてくれる。そんな彼を選んだ女性を、賢い人だと思った。

　その一方で、安全パイの三国主任に断られると困ってしまう。

　すると、選べずにいた私に堂浦さんが立候補してしまったのだ。

『はいはーい！　俺ッチの家においでよー！　かわいがってあげるからさー！』

　それはマズイ。非常にマズイ。間違いなく今夜中に処女喪失だ。

　首を横にブンブン振り、思わず久遠さんの白衣を掴つかんでしまっていた――。




　マンションのドアを開けると、彼はさっさと中に入っていく。

　私は玄関に立ったまま、なかなか靴を脱ぐことができずにいた。

　消去法で彼を選んでしまったけれど、久遠さんだって男だ。襲われないという保証はどこにもない。三国主任は『久遠なら大丈夫』と言ってくれたけど、その根拠を教えてもらえなかった。

　どうしよう。走って逃げ帰るか……。でも、自宅は荷物を取りに行った時に知られてしまったし、同じ会社だから逃げてもすぐに捕まるよね……。

　玄関先で悶もん々もんと考え続けていると、久遠さんが誰かに話しかけている声が聞こえた。

「ミカコ、ただいま。淋しかったか？」

　ひとり暮らしだと思い込んでいたせいで驚いた。ほかにも同居人がいるらしい。

　妹か友人か恋人か、ミカコが誰かは知らないが、私以外にも女性がいるなら安心だ。

　ホッとして靴を脱いだ。「お邪魔します」と断り、中に上がった。

　廊下の角をひとつ曲がると、開け放したリビングのドアが見える。明るい光の灯るその中に足を踏み入れた途端、ボストンバッグをドサリと落とした。目の前ではイケメンがふたり掛けのソファに寝そべり、〝ミカコ〟とじゃれていた。

「よせって、くすぐったい。ハハッ、ミカコはかわいいなぁ」

　彼が撫なでくり回している相手は……ハムスターだった。コロコロと太った白と茶色の毛をしたハムスターが、彼に頬ずりされて嫌そうに暴れている。

　この人……やっぱり変。でも……。

　迷惑そうなハムスターにチュッチュしている彼を呆ぼう然ぜんと見ながら、警戒心が解けつつあるのを自覚した。小動物をかわいがる姿からは、無理やり女性を手込めにするような危険な雰囲気は微み塵じんも感じられなかった。

　そろそろと近くに寄り、話しかけてみる。

「あの、ハムスター飼っているのですね」

　無難に切り出したつもりだったのに、なぜか睨にらまれた。彼がムクリと起き上がる。

「ハムスターと種族名で呼ぶな。〝ミカコさん〟と呼べ。お前が一番の新参者なんだから、きちんと挨拶しろ」

　私の腕を掴み強く引っぱるから、彼の股の間にスッポリと収まる形になってしまった。密着する体に意識が集中してしまい、顔が赤くなるのを止められない。

　しかし彼はそんなのどうでもいいといった態度で、私の鼻先にミカコさんをズイッと近づけてくる。

「ほら、挨拶しろ」

「え……えっと、ミカコさん、ふつつか者ですがよろしくお願いします……」

「よし」

　挨拶を終えた途端、私の体はポイッと床に投げ捨てられた。

　彼はミカコさんをソファに下ろし、ヒマワリの種を嬉き々きとして食べさせている。

　それを見て、私のお腹がグゥッと鳴った。夕食を早めに食べたせいと騒動に巻き込まれたせいで、なんだかお腹が空いてきた。しかし……。

　お腹を鳴らす女性が側にいたら、『夕食はまだなのか？』とか『なにか食べるか？』とか聞いてくれるものだよね？　普通の男性なら。

　三国主任に『久遠なら大丈夫』と言われた意味が分かった気がする。この人は女性に関心がないみたい。

　ミカコさんに夢中で私に構ってくれない久遠さんを見ながら、ひとり頷うなずく。

　愛情を注ぐ相手は、ハムスターとビール研究だけ。そんな気がしていた。










酢豚の味




　翌日、久遠さんにエスコートされ……いや、真横で見張られながら出勤した。

　一夜を共にした後もスパイ疑惑は健在で、新ビール〝夏美〟についての情報を私が漏らさぬよう、彼は隣で目を光らせていた。

　わざとゆっくり歩けば彼も歩みを緩め、小走りになれば彼は早足で隣を歩く。そうしてご丁寧に私の所属部署、庶務課まで送ってくれた。

　先に出勤していた三国主任に私を引き渡すと、やっと隣から離れてくれる。

「おい三国、しっかり見張れよ」

　そんな偉そうな言葉を残して、彼は庶務課から出ていった。

　長身の後ろ姿が完全に見えなくなるのを待って、私は泣きついた。

「無理です！　なんとかしてください！　いきなり同居なんて、どう考えてもおかしいです！　秘密をしゃべらなければ問題ないですよね？　私、誰にも言いませんよ！三国主任の目から見て、私はそんなに信用のおけない人間ですか？」

　入社して一年と数ヶ月。マジメに働き、これといった失敗やトラブルを起こさなかった。そんな私を側で見てきた三国主任にまでスパイ扱いされては悲しすぎる。

　記入中の伝票から目を離し、私の訴えを頷きながら聞いてくれた彼は、困った顔をして言った。

「田丸さんには申し訳ないと思っているよ。だけど、久遠のビール研究への愛情が強すぎて……」

　それは昨日、実感した。新ビール・夏美について語る久遠さんは恍惚とした顔をして、ひとり悦に入っていた。

　いくらビール会社の社員といえども、そんな人間はマレ。というより初めて見た。

　三国主任は続けて言う。

「研究に関することになると、久遠には常識なんて通じないからさ……」

　でしょうね。問答無用で同居を決めるなんて、それを非常識と呼ばずになんと呼べばいいのか分からない。

　だからこそ、常識ある三国主任から非常識な久遠さんに、ズバッと言ってほしいのだ。『同居はやめるべきだ』と。

　三国主任がポッテリしたお腹を揺すって立ち上がった。久遠さんに注意しに行くのかと期待した私に、彼はペコリと頭を下げる。

「つまり、ビール研究のことで久遠を止めるのは無理なんだ。新ビールはほぼあいつひとりで作ったようなものだし、僕にはなにも言えないよ。それに、研究室にこもってばかりで、プレゼン大会には興味がなかった久遠をチームに引き入れるのは大変だったんだ。あいつの機嫌を損ねてチームを辞められても困る。申し訳ないけど、二ヶ月がんばって同居してね。僕は君を信じているから、社内で見張ったりしない。自由にしていいから」

　うおいっ！と心の中でツッコミを入れ、大きなため息を漏らした。ガックリと肩を落として、自分のデスクに向かう。

　バッグを机の下に置いて椅子に座ると、隣のデスクの小こ波なみ由ゆ香かが鼻息荒く話しかけてきた。

「ね、ね、さっきの誰？　夏美の彼氏？　いつの間に彼氏できたの？　どこの部署？初めて見たんだけど！　めっちゃイケメン!!」

　由香とは同期入社で、お昼を一緒に食べたり時々飲みに行ったりする関係。お互い平凡という共通点があり、今、一番仲よくしている子だ。

　パソコンを起動させ、やりかけの仕事を始めながら、昨日の出来事をかいつまんで話した。もちろん新ビール・夏美については伏せて。

　由香は自分の仕事を放り投げ、椅子を私に寄せる。

「えっ、同居!?　初めましてのイケメンと？」

　お口をパッカンと開けて、盛大に驚いてくれる由香。私も仕事の手を止めて、彼女の手をギュッと掴んだ。

「そーなの。ビックリするよね？　なんでって、言いたくなるよね？　由香なら絶対、私の気持ちを分かってくれると――」

「なにそれ、ズルイ！　すっごいうらやましいんだけど！」

　やっと理解者が現れたと思ったのに、うらやましがられてテンションがまた落ちた。

「仕事中ですよ！」と庶務課のお局様に叱られて、由香は興奮を引きずりながらも仕事に戻る。

　イケメンとの甘い同居生活を妄想しているのだろうか。横目で彼女を見ると、パソコン画面を見ながらにやけていた。

　悪いけど、甘さはゼロ。彼の私への扱いはひどいもの。ハムスター以下なのだ。




　昼休みになり、お財布片手に由香と社員食堂に向かった。

　朝は三国主任にガッカリしたが、それでも泣きついてよかったと思う。三国主任は私を信用して見張らないと言ってくれたから、久遠さんに会わない限り、社内での行動は自由だと思っていいだろう。

　混み合うエレベーターを避け、階段で一階へ。日替わり定食を買って、壁際のふたり用テーブルについた。

　揚げたてのアジフライに夢中でかぶりつく私と対照的に、由香は箸を持たずにボールペンを握っている。もう片方の手には手帳を持ち、キョロキョロ辺りを見回して誰かを探しているみたい。

「どうしたの？　食べないの？」

　そう聞いたのに、由香は私の質問には答えず、こんなことを聞いてきた。

「あんたのイケメン、久遠さん。社食に来ないの？　会ったら、いろいろ質問しようと思ったのに」

　由香はイケメンが大好物だ。といっても肉食系女子ではない。

　彼女が手に持っている手帳には、社内でイケメンと噂される男たちの情報がビッシリ書き込まれている。身長・体重から、趣味・特技。結婚相手に求める条件に、子供の頃に好きだったアニメまで。由香はイケメンをファイリングするのが趣味なのだ。

「入社してから今まで、一度も久遠さんを見たことがなかったでしょう？　社食を使わないどころか、多分、自分の部署から出てこないタイプの人なんだよ」

　だからこそ、こうしてのんびりとお昼を楽しむことができる。

　そう思っていたのに、視界の隅に白いモノが映った。ハッとして食堂の入口を見ると、白衣の久遠さんが入ってくるところだった。

　なんで!?

　慌てた私は、思わずテーブルの下に潜り込んでしまう。

　でも、隠れようとした行動がかえって目立ってしまったみたい。コツコツと足音を響かせて、黒い革靴が私の前でピタリと止まった。

「おい」

　怒っているような低音ボイスも聞こえ、隠れても無駄なのだと理解した。

　テーブル下から這はい出て彼の前に立つ。三十センチほど身長差のある顔を恐る恐る見上げると、予想通りご立腹の様子だ。

「念のために見回りに来てよかった。三国はどうした？　あいつと離れての別行動は、禁止すると言っただろう？」

「ええと……その……三国主任はお忙しいようなので、お昼だけは別行動でもいいかな？と……」

　しどろもどろに、適当な言い訳をする。助けを求めるべく由香を横目で見たが、役には立たないと知る。

　由香は目を輝かせながら彼と手帳の間で視線を往復させ、イケメンの外見的特徴を幸せそうにメモしている最中だった。

　周囲がザワザワし始めた。ほかの課のＯＬたちが久遠さんに好奇の目を向け、ヒソヒソと話している。

「先輩、あの白衣の人誰ですか？　素敵ですね！」

「あ～久遠くんね。社食に来るなんて珍しい。目の保養にはなるけど、やめときな。研究開発部の連中は変人ばかりだよ」

　久遠さんは社内で有名人のようだけど、レアキャラ的出現率らしい。私や由香みたいに入社年数の浅い社員に限っては、彼の存在を知らない人もいるようだ。

　彼についての話し声のほかに、「庶務課のあの子、なんで怒られてるの？」と、私に対する反応も聞こえてくる。

　社食中の注目を浴びてしまい、恥ずかしさに赤くなる。顔が徐々に下降して、トマトみたいに真っ赤に色づいた時にはすっかり俯うつむいていた。

　すると長い腕が伸びてきて、意外とキレイな指先が私の顎にかかり、俯いていた顔が強制的に元に戻されてしまった。

「俺と話している最中に、目を逸らすな」

　不機嫌そうな声で言われる。

　彼の行動の理由に、甘さなんてない。それを理解しているのは、どうやら私だけみたい。周囲のヒソヒソ声にピンクの色がつき、キャアキャアと騒ぎ出す女子もいた。中年のオジサンたちまで、つまようじをくわえてニヤニヤとこっちを見ている。

　今すぐ逃げ出したい……。

　その一心で、久遠さんに言った。

「あの、場所を移しませんか？　ここだと大勢の目があるので……」

　恥ずかしいから怒るにしても場所を変えてほしいという意味を込めた言葉に、彼はこう返した。

「そうだな。ここは敵が多くてマズイな。お前が口を滑らせて、ビールの情報をリークしたら大変だ」

　彼にバレない程度の、呆あきれのため息をついた。

　由香のイケメンファイリング手帳に書き込んでやりたい。『ビール開発の心配のみで、羞恥心と女性への配慮が欠如している』と。

　久遠さんは私の食べかけのトレーを左手に持ち、右手で私の手首を掴んで社員食堂を出た。

　どこに連れていかれるのかと思ったら、五階にある研究開発部――彼の所属部署だった。【関係者以外立入禁止】と書かれたドアを開け、先に押し込まれる。

　広い室内は細かなブースに仕切られ、蜂の巣みたいな印象だった。一般的な部署には見られない特殊な機械や装置が置いてあり、時々シュゴーボコボコと音を立て、怪しさ一〇〇％だ。

　未開のジャングルに足を踏み入れた気分で、ビクビクしてしまう。

　入り組んだ細い通路を久遠さんが歩きだした。風変わりな部署で迷子にならないよう、彼の背中を追いかける。

　白いパーテーションで区切ってある各デスクをチラリと覗き見ると、白衣の見知らぬ男性が奇妙な行動をしていた。液体の入った試験管をマラカスのように振りながら、変な歌を歌っている。

「酵母、酵母、酵母菌～。酵母菌に～大興奮、フ～！」

　見てはいけないモノを、見てしまった……。

　慌てて視線を逆サイドに振ると、今度は別のデスクが目に入る。そこには、長すぎる黒髪の白衣の女性がユラリと立っていた。

　それだけでもお化けみたいで怖いのに、机上でなにかがボフンと爆発して紫色の煙が立ち上るから、「キャア！」と叫んで久遠さんの背中にしがみついてしまった。

　足を止め、彼が肩越しに振り向いた。迷惑そうな目で私を見下ろしている。

「歩きづらい。離れろ」

「で、で、でも！　なにかが爆発して、毒ガスみたいな煙がモクモクしちゃってますけど、大丈夫なんですか!?」

「いつものことだ。まったく問題ない」

　思わず抱きついてしまうほど驚いたことが、この部署ではいつものことらしい。

　研究開発部って……ミステリー。

　あちこちで怪しい研究が繰り広げられ、変な呟きが聞こえる一帯を無事に通過して、

　広いフロアの突き当たりにたどり着いた。そこには白いドアがひとつあり、【部長室】とプレートが付いていた。

「俺の部屋」

　久遠さんはそう言って、ドアを開けた。

　彼の社員証には確か【上席主任研究員】と書いてあった。だから彼の肩書きは、主任のはず。それなのに部長室が『俺の部屋』とは、いったいどういうこと？

　疑問に思いながらも後に続く。

　十畳ほどのスペースはモノで溢あふれそうだ。スチール製の書棚には、ファイルや英語の表題が付いた文献がギッシリ詰め込まれていて、入り切らないモノは床に積み上げられていた。

　何モノか分からない実験装置が壁際を埋めて、中央には机がふたつ。同じ方向を向いて前後に並んでいた。

　割と片づいているほうのデスクに、彼は私の食べかけの定食トレーを置いた。

「ここで食え」

　そう言ってから、久遠さんは壁際の謎の装置の前で仕事の続きを静かに始めた。

　私は彼のデスクで、もそもそと定食の残りを食べ始める。

　机の端には、彼が書いたと思われる何十枚ものレポート用紙が積まれていた。グラフや数式が細かな文字でびっしり書き込まれ、それらの意味を説明する文章はすべて英語で書かれていた。

　少しだけ英語をかじっている私でも、専門用語が多すぎて読めなかった。

　ひとつの才能に特化した人は素敵だと思う。それが、自分ができない分野ならなおのこと。特殊な仕事をしている彼の端正な横顔や白衣の背中を見つめていると、箸を動かすのを忘れてしまう。

　鼓動が速まるのを自覚して、慌ててブレーキを踏んだ。

　久遠さんはカッコイイが、恋愛対象にしてはいけない。研究とハムスターだけを愛する偏愛者なんて、どう考えても結婚相手に向かない。

『マジメで優しくて、将来いい夫になりそうな人じゃないと、恋をしてはいけない』

　これは幼い頃から、母に繰り返し聞かされてきた言葉だ。私の脳細胞に呪いのように刻まれたその言葉のおかげで、上昇しかけた心拍数が無事に元のペースを取り戻す。

　定食を食べ終えて箸を置くと、久遠さんが言った。

「食い終わったな？　三国を呼ぶから迎えが来るまでここにいろ。ひとりで社内をうろつくなよ」

　相変わらずの、私への不信感たっぷりな言葉に呆れてしまう。どんなに魅力的な男性でも、彼を好きにならないと改めて思った。

　さっき少しだけドキドキしてしまったのは、きっとこの環境のせいだ。見慣れたはずの社内にあった未開の地。その中の隠れ家的な個室にふたりきりなんて、ドキドキして当たり前だ。

　そんなふうに自分の心に言い訳していると……。

「お～い、久遠く～ん！」

　突然、誰かの声が聞こえた。その声は私の後ろ――ドアと逆側から聞こえたものだった。

　この部屋には私と久遠さんしかいないはずなのに……なんで!?

　ビックリして振り返ると、もうひとつのデスクでなにかが動いていた。山と積まれたファイルとデスクトップのパソコンの向こうに、薄毛の頭頂部だけが微かに見えている。

「久遠く～ん、ちょっとコレ、教えてくれんかにょ？　解析結果がおかしいんだにょ」

　薄毛の頭がそう言って、久遠さんを呼び寄せた。

　久遠さんはパソコン画面をチラリと見て、渋い顔をして薄毛に言う。

「おい部長、計算式が違うだろ。さっきも教えたのに、同じ間違いすんなよ」

「すまんにょ～。久遠くんがいないと、なにもできない部長ですまんにょ～。定年退職まで、よろしくにょ～」

「ったく……」

　部長!?

　私は慌てて立ち上がった。

　この部屋に入ってデスクがふたつあると気づいていたが、ふたつとも久遠さんのモノだと思っていた。彼が『俺の部屋』なんて言うから……。

【部長室】と書かれたプレートを疑問に思った時にちゃんと尋ねておけばよかったと後悔した。急いで後ろのデスクに回り込み、頭を下げて謝る。

「すみません！　私、庶務課の田丸夏美と申します。ご不在だと勘違いしてしまいました。勝手に上がり込んで昼食をとってしまい、申し訳ありませんでした！」

　腰は直角。部長の顔を見る余裕もないほど慌てていた。床にもう少しスペースがあったなら、土下座して謝りたい気分だった。

　私はなんと失礼なことをしてしまったのだろう。他部署の部長室に上がり込み、挨拶もせずご飯を食べていたなんて……。大体、久遠さんが悪い。なんなの、これは。

　私をクビにする原因でも作りたくてここに連れ込んだのかと、邪推してしまう。

「慣れてるから、気にしなくていいにょ～。僕の存在、ちっぽけだからいいにょ～」

　必死に頭を下げ続ける私に返ってきたのは、拍子抜けする言葉。さっきから、『にょ～』と語尾がおかしいことが気になりつつも、許してもらえてホッとした。

　失礼はなはだしい私にお咎とがめなしなんて、なんと優しい人なのだろうか。

　頭を上げて部長さんの全身を初めて見て、また驚いた。

　椅子からピョンと飛び下りて、私の前に立った部長さんは……小さかった。身長一五五センチの私が、見下ろしてしまうくらいに。

　顔は中年のオジサンで髪の毛も薄いけど、身長は小学生みたいだった。

「かわいい……」

　思わず呟いてしまってから、ハッとした。失礼の連発に焦ったが、部長さんは意外にも喜んでいた。

「かわいいかにょ？　僕ってかわいいかにょ？　照れるにょ～」

　身をよじり、ひとしきり照れてから、部長さんはコーヒーを淹れて私をもてなしてくれた。

　ありがたいけれど、お湯を沸かした容れ物はフラスコで、コーヒーカップではなく実験用ビーカーに淹れられて出てきた。

　このコーヒーを飲んだら背が縮むとか……ないよね？

　その間、久遠さんは部長のデスクでパソコンに向かい、部長が教えてほしいと言った仕事を代わりにやってあげていた。キータッチのスピードがギネス級に速かった。

　小さな部長は私の隣で、「にょ～にょ～」言いながら一緒にコーヒーを飲んでいる。

　久遠さんをかなり変な人だと思ったが、ここへ来てその認識が少し崩れた。

　この部署内ではきっと、彼が一番まともな人間に違いない。




　いつもより精神的な疲労を溜ためて、二十時過ぎにやっと久遠さんのマンションに帰ってきた。

　私の仕事は十七時に終わっていたが今まで帰れなかったのは、久遠さんに『ひとりで先に帰ったらどうなるか、分かってんな？』と脅されていたせい。

　待たされた間の残業代は、いったい誰に請求すればいいのだろう。本当に腹立たしい限りだ。

　買い物袋を抱えて玄関を上がる。途中で寄った食料品店で、数日分の食料をどっさり買い込んできていた。

　昨夜お腹が空いてこの家の冷蔵庫を勝手に覗いたが、缶ビールがギッシリ詰まっているだけでなにもなかった。

　彼はミカコさんにはたんまり餌を与えているのに、私には食事を与えてくれない。まともな食事がしたければ、自分で材料を買って調理するしかないのだ。

　エプロンを着てキッチンに立つ。ほとんど使われた形跡のないガスコンロはピカピカでキレイだった。

　ご飯を炊き、玉子スープを作る。次に、切った豚肉と野菜をフライパンで炒いため始めた。

　今夜のメインディッシュは、酢豚。疲れている時は酢が欲しくなる。

　私が調理している間、彼はミカコさんとたわむれていた。

　昨日驚きの中で見た光景も、今日は平常心で見ることができた。いい歳したイケメンがソファに寝転びミカコさんに頬ずりしていても、異常だとは思わない。ごく普通の変人的行動だと思うのみだ。

　酢豚が完成し、皿に盛る。

　すると、ミカコさんをケージに戻した彼が「いい匂いだな」と近寄ってきた。

　私は彼と違い、気遣いのできる人間。一応同居しているのに、自分の分しか作らないようなひどい女じゃない。当然、分量はふたり分で作っていた。

「食べますか？」と聞くと、久遠さんは意外にも素直に頷いた。しかも、「悪いな」という殊勝な言葉まで付けて。

　気をよくした私は、手早くふたり分の料理をダイニングテーブルに並べた。

　彼と向かい合って座る。お腹が空いていたので、私は勢いよく食べ始めた。一方、彼は酢豚をひと口食べて、「マズイ」と言った。

　私の手から箸が滑り落ちる。

　作ってもらって、マズイだと……？

　酢豚は初挑戦ではなく、今まで何度も作ってきた料理。母から教わった普通の家庭の味だと思っている。

　この味の酢豚を二十四年間食べ続けてきたのに、マズイとはどういうことよ。

「酢豚とは、こういうモノなんです！　久遠さんは、酢豚が嫌いなだけじゃないですか？　まるで私が料理下手みたいに言うなんて……失礼しちゃいます！」

　ひどすぎるイケメンを睨みながら怒りをぶつけたが、ダメージを与えられなかったようだ。彼は普通の調子で、「まだ材料あるか？」と聞いてきた。

「少しなら、ありますけど……」

　すると彼は箸を置いて立ち上がった。

　なにをするのかと思ったら、キッチンで食材を切りだした。スピーディーにカットして、見事な手つきでフライパンを操り、見た目に美しい酢豚をたったの十五分で完成させてしまった。

　皿に盛られ目の前に出された酢豚を見て、ゴクリと喉を鳴らした。

　なんておいしそうな酢豚なんだろう……。照り、艶、香り、盛り方、すべてがパーフェクト。高級中華料理の店で、出てきそうな出来ばえだ。

「すご……」

　思わず褒めてしまいそうになり、慌てて口をつぐむ。

　肝心なのは味でしょう。私の酢豚をマズイと言えるほどの味なのか、厳しく審査してやろうじゃないの！

　彼の作った酢豚を口に入れる。ひと口噛かむと、豚肉から肉汁がジュワ～と染み出した。野菜それぞれの火の通り具合が絶妙で、なによりタレが絶品だった。

　なにこれ……これが酢豚なの？　これが酢豚だと言われたら、私が作ったモノは、ただの豚と野菜のケチャップ炒めになってしまう。

「おいしいです……」

「当たり前だ。俺が作ったモノは、ビールも料理も完璧に決まっている。冷めないうちに食え」

　余った材料で作ったから、彼の酢豚は一人前の分量しかなかった。それを私が食べ、久遠さんは私のマズイ酢豚をふたり分、黙々と食べている。

　なんだろう、この気持ち……。胸の中が落ち着かない。

　久遠さんがどういう人間なのか分からなくなった。昨日初めて会った人なのでそれは当たり前だけど、私のために酢豚を作ってくれた彼を見ると、昨日よりもっと分からなくなった。

　変人なのか、まともなのか。意地悪なのか、優しいのか。女の扱いを知らないのか、知っているのか……。

　久遠さんという人をもっと知りたいと思ってしまった。










仕返しデート




　久遠さんとの同居スタートから五日目。

　私は今、コピー用紙や文具類を台車にどっさり積んで、社内を端から順に回っている。必要物品の補充は庶務課の仕事だ。

　台車を押す私の隣には営業部のチャラ男、堂浦さん。今日は珍しく三国主任が外勤なので、私の監視役は彼だった。廊下を歩きながら堂浦さんに言う。

「あの、私は誓って情報を漏らしませんので、安心してください。堂浦さんだって、営業のお仕事ありますよね？」

　ハッキリ言うと『邪魔』なので、付いてこないでほしかった。それを当たり障りない言葉で伝えたつもりだが、ヘラヘラ笑う彼に言われてしまった。

「いいの、いいの～。今日の俺ッチ、仕事ないから。ほらほら、この髪色見て。今までより、ちょ～っと明るくしただけなのに、ウチの課長に怒られちった。『今日はお前、外回り禁止。明日までに黒くしてこい』だってさ～。髪染めて怒られるなんて、高校生かよって、ツッコミ入れたくなるよねぇ」

『ねぇ』と言われても、『そうですね』とは賛同できない。営業マンが、見た目チャラいのはダメでしょう。大人なら、きちんとしろ。

　堂浦さんは一応先輩なので、ダメ出しは心の中だけにしておく。

　各部署に必要物品を補充して回り、台車が空になった。庶務課に戻ろうとしたところでスマホが震えた。

　ポケットから出して見ると、庶務課のお局様からの社内メール。五階の東廊下の蛍光灯が切れているので取り替えてこいと命じられた。

　蛍光灯の交換は、脚立を持っていき上って取り替えるという、ちょっとした重労働。

　そういう仕事は、いつもなら若い男性社員に割り振られるのに。私、なにかお局様のご機嫌を損ねるような失態をやらかしただろうか？

　庶務課のお局様は四十一歳の独身女性。婚活パーティーに参加しまくっているのに成果なし、という噂を聞いている。だから彼女の前で〝結婚〟の二文字はタブー。それが庶務課の暗黙の了解事項だ。

　私も気をつけているし、特にご機嫌を損ねることはしていないつもりだけど……。

　そう考えたところで、ひとつの心当たりにたどり着いた。

　原因は久遠さんだ。あれから毎朝一緒に出勤し、庶務課までキッチリ送ってくれる。帰りもわざわざ庶務課まで迎えに来て、私を連れて退社する。

　まだ数日のことだけど、それでも社内に妙な噂が立ち始めた気配がしていた。昨日は他部署の女子に、『ねぇねぇ、結婚決まったって本当？』と聞かれたばかり。

　お局様を不機嫌にさせた原因は、きっとソレだ。二十四歳の私に先に嫁に行かれる焦りが、蛍光灯を取り替えろとの命令に結びついたに違いない。

　ポケットにスマホをしまい、空の台車を押してＵターン。隣で堂浦さんが楽しそうにペチャクチャしゃべっているけど、まったく聞いていなかった。

　頭の中に久遠さんの顔を描き、そのハンサムフェイスにパンチを一発繰り出す。

　帰ったら苦情を言ってやろうか。久遠さんがスパイ扱いするせいでこっちの仕事がやりづらい、と。言ったところで、現状を変えてくれるとは思えないけど。

　蛍光灯を二本持ち、堂浦さんには脚立を持たせて、エレベーターで五階に上がった。

　久遠さんの部署、研究開発部の前を通り過ぎ、東廊下へ。

　五階フロアは研究開発部と容器包装研究部の、ふたつの部署しか入っていない。どちらの部署もドアは固く閉ざされ、廊下の通行人はまばら。やけに寂しいフロアだった。

　チカチカと今にも切れそうな蛍光灯は、すぐに見つかった。その真下に堂浦さんが脚立を置いて「さぁどうぞ」と、私に手を向けている。『上るのは君だ』と言いたいらしい。

　これは庶務課の仕事だから、確かに彼が上がる必要はない。でも、ここまで付いてきたなら普通は『俺がやる』と言うべきじゃないの？

　ニッコリ笑顔の堂浦さんにため息をついて、ローヒールのパンプスを脱いだ。脚立を上り、一番上の踏み段に立つ。

　蛍光灯までは私の身長でギリギリ届く高さ。少し背伸びをして切れかけの蛍光灯を外していると、堂浦さんが話しかけてきた。

「ねぇ夏美ちゃん、久遠と同どう棲せいしてみてどう？」

「同棲じゃありません。同居です。『どう？』とは、具体的になにを聞きたいのですか？」

　一本を外し終え、それを堂浦さんに渡し、二本目に取りかかる。

「具体的に聞いちゃっていいの？　久遠とどんなエッチしてんの？っていう質問。夏美ちゃんてマジメさんだから、ハッキリ聞くのを遠慮したんだけど」

　ちょうど外し終えた二本目の蛍光灯が、手から離れて落下する。

「おわっ！　危ないじゃん！　落とさないでよ～」

　堂浦さんがキャッチしてくれたので割れずに済んだが、『ありがとう』なんて言う気はサラサラない。脚立の上で彼を見下ろし声を荒げた。

「変な想像しないでください！　久遠さんとそんな……そんなこと、していません。付き合っていないのに、するわけないでしょ！」

「ふーん。久遠のヤツ、手を出さないのか。変なの。付き合っていなくても、普通はエッチするでしょ～」

「しませんっ!!」

　このチャラ男をセクハラで訴えてもいいだろうか。あの会議室で同居相手を選べと言われた時に、堂浦さんを選ばなくて本当によかった。交際していない男女の性行為が普通なんて……かなりの危険思想の持ち主だ。

　堂浦さんは切れた蛍光灯を床に置いた。交換用の新しいモノを私に渡して、さらにビックリ発言をかましてくれた。

「夏美ちゃんさぁ、男と同棲してんのに、手を出されないって悔しくないの？」

「は？」

「せっかくかわいい顔してんのに、もったいない。もうちっと色気を身につけたほうがいいよ～。ストッキングはパンストじゃなくて、ガーターベルトで吊つるタイプのヤツにして、パンティも赤いレースとか黒のＴバックとか、色っぽいヤツにしなよ。花柄ピンクって、お子様じゃないんだからさぁ」

　花柄ピンク……？

　そう言われて、やっと気づいた。私は今、膝丈スカートをはいている。脚立のてっぺんに立てば、下にいる彼にスカートの中を覗かれてしまうのだ、と。

「キャア！」と叫んで、慌ててスカートを押さえる。手にしていた新品の蛍光灯をまたしても落としてしまった。

　今度は堂浦さんにキャッチされず、蛍光灯は床に落ちて砕け散る。さらに私まで急に動いたために、バランスを崩して背中から落ちるという危険な状況。ギュッと目をつむり、衝撃を覚悟する。しかし、いつまで経っても痛みは訪れなかった。

　そろそろと目を開けると、堂浦さんの腕の中。待ち構えていた彼に、横抱きに抱えられていた。

　彼がニッコリ笑って言う。

「夏美ちゃん、俺なら君をもっとイイ女にしてあげられるよ？　プレゼンまでの二ヶ月間、久遠じゃなく俺の家で甘～い生活送らない？」

　密着すると、香水の甘い匂いがハッキリ感じられた。

　とっておきの色気を放出しながら、堂浦さんが顔を近づけてくる。

「や、やめっ――」

『やめて』とすべてを言わないうちに、堂浦さんの顔が急に離れた。首がグキッと折れそうなほど、頭が後ろにのけ反っている。

　彼の茶髪を引っぱったのは、久遠さんだった。

　私の体がフワリと浮いて、堂浦さんの腕の中から白衣の腕の中に移動する。その間、驚きすぎてなにもできなかった。ただ、自分の心臓を忙しく働かせるだけ。

　至近距離で見上げる彼の顔は、見惚れるほどに美しい。喉仏や輪郭の骨張った部分に男性を感じてドキドキした。

　堂浦さんが引っぱられた後ろ髪を気にしながら言う。

「久遠～、いきなりなにすんのよ～。俺ッチの髪、抜けたじゃん。ハゲたらどーすんの」

　床を見ると、蛍光灯の破片に混ざり、確かに十本ほど目立つ茶髪が散らばっている。けっこうな力で引っぱられたのが分かった。

　文句を言われても久遠さんは無表情。謝るのではなく、こう言い放った。

「エステルの精製過程で、頭皮の血流を上げる成分を見つけた。半年前から部長の頭で実験中だ。増毛効果が証明されたら、育毛剤にしてお前にくれてやる」

「マジ？　ヤッター……って！　お前のとこの、にょにょ村（野々村）部長、ハゲのままじゃん！　半年実験してんの？　全然効かないよ、ソレ！」

　堂浦さんの言葉を無視して、久遠さんは私を抱えたまま脚立の下に置いていたパンプスを拾い上げた。そして堂浦さんに背を向けてから、もうひと言。

「さっきのは、全面的にお前が悪い。ここの片づけはお前がやれよ」

　歩きだした久遠さんの背中に、堂浦さんが独り言を呟く。

「なーんだ、やっぱそうじゃん。ヤルことやってんじゃん。ふたりして否定するから、騙だまされちったよ～」

　もしかして、勘違いされてる？　久遠さんの腕の中にいるせいで？

　驚きの波が収まり、やっとまともに繋つながる思考回路。恥ずかしさが急上昇し、慌てて久遠さんに言った。

「下ろしてください！　どこも怪我してないので、大丈夫ですから！」

　だけど、久遠さんは下ろしてくれなかった。私の重みを感じていないかのようにスタスタ歩き続ける。

「ダメだ。お前の靴に蛍光管の破片が入っている。取り除くまで歩くな」

　見れば、パンプスの中にはキラリと光るガラスの破片。

　そういう理由なら、腕の中にいるのも仕方ないよね……。

　自分の心に言い訳して、恥ずかしさをごまかした。

　彼の白衣をキュッと掴む。白衣からは、花のようなフルーツのような香りがした。

　これはきっとエステルの香り。ビール酵母を発酵させた時に出る、香り成分だ。

　本当は、もう少しこうしていたかった。たくましい腕の中は守られているようで、居心地がよかった。

　なぜ彼は私を助けてくれたんだろう……。

　速まる鼓動を感じながら考えているうちに運ばれた場所は、研究開発部の部長室だった。

　そこでやっと下ろされて、椅子に座らされる。久遠さんは私のパンプスの中をハケで払い、ガラス片が残っていないかルーペでチェックしてから履かせてくれた。

　この場にはもちろん部長さんもいるのだが、やはりデスクトップのパソコンの上に薄毛の頭頂部がチラリと見えるだけ。今日も存在感はちっぽけだ。

　三人いるのにふたりきりの気がする空間で、彼が謝ってきた。

「悪かったな。堂浦はビールに関しては信用のおける人間なんだが、女が絡むとふざけすぎる。怒ったか？」

「怒るほどじゃないです……。あのくらい平気です」

　悪いのは堂浦さんであり、久遠さんではない。謝らせたのが悪い気がして、平気な素振りを見せた。

　そんな私の気遣いに、彼は呆れる言葉を返した。

「怒らないのか？　そうか、よかった。女を怒らせると厄介だからな。ヤケを起こして、新ビールの情報をばらまかれたら困る。堂浦には気をつけるよう言っておかないと……」

　その瞬間、堂浦さんへの怒りは完全に消えた。それは、別の怒りで上書きされたせいだ。助けてくれたのはすべてビール開発絡みで、久遠さんは私の身をこれっぽっちも心配していなかった。『ドキドキを返せ！』と言いたくなる。

　不機嫌マックスの私は、彼のデスクの回転椅子をクルリと回して背を向けた。

「どうした？　やっぱり怒ってんのか？」

　真後ろで久遠さんの声がする。

「怒ってないです！」

「嘘うそつけ。声が怒ってるだろ。これだから女ってヤツは……」

　彼の呆れた物言いに、私の怒りは加速する。椅子をもう半回転させて向き直ると、キッと睨み上げて彼を脅した。

「今、女をひとくくりにしてバカにしましたね？　女性差別です。セクハラの一種です。社内倫理委員会に訴えますよ」

「[image: ]？　なんだと？　こんなのセクハラのうちに入れんな。大体、女もこの国もおかしいだろ。女性差別うんぬん言うなら、レディースデイがあることにも文句を付けろ」

「レディースデイはいいんです！　安くしてもらって、文句言うわけないでしょ？」

「それがおかしいと言ってんだ。理屈が合わねぇ。それも差別だろ。レディースデイ全廃運動の先頭に立ってから、俺をセクハラで訴えろ」

　怒っているかどうかの言い争いが、いつしかレディースデイとセクハラについての議論に変わっていた。

「あにょ～、君たちうるさいにょ～」

　にょにょ村部長の注意が聞こえた気がするが、ふたり揃そろってそれを無視する。

　久遠さんが机をバンと叩いた。私に顔を近づけ威い嚇かくする。

「男女平等を訴えて、レディースデイに喜ぶ女はなんなんだ？　[image: ][image: ]？」

　負けじと私は立ち上がり、彼の額に自分の額をぶつけて反論する。

「久遠さんは、頭が固すぎます！　お得だから喜んで、なにが悪いのですか？　そんなんだから、陰で『変人』とか言われちゃうんですよ！」

「変人だと？　個性と言え！」

　私たちの初めてのケンカは、なかなか終わらない。結局、外勤を終えた三国主任が私を迎えに来るまで続いたのであった。




　翌日の土曜日。

　会社はお休みで、私はトーストとコーヒーで朝食を簡単に済ませると、出かける仕度を始めた。

　肩までのストレートの髪に、ヘアアイロンでウェーブを付ける。メイクは平日より華やかに。お気に入りのワンピースを着て、この夏買ったばかりのバッグを持つ。

　久遠さんは私より遅く起きてきた。あくびをしながらミカコさんに「おはよう」と話しかけている。

　その様子を横目でチラリと見て、なにも言わずに玄関に向かった。昨日のケンカを、私はまだ引きずっていた。

『これだから女ってヤツは……』

　彼の発言を思い出すと、一日経ってもムカムカと腹が立つ。

　彼の女性への偏見を垣間見た気がした。過去にどんな女性と知り合ってきたのか知らないけど、女をバカにされた気分ですこぶるおもしろくない。

　こんな気分の時に一日一緒にいるなんてまっぴらだ。それならひとりで街に出て、ショッピングや映画を楽しもうと考えていた。

　玄関でお出かけ用のかわいいパンプスを履いていると、ミカコさんを抱いた久遠さんが慌てて駆け寄ってきた。

「おい、どこ行く気だ。ひとりで勝手に出歩くのは禁止だと言っただろう」

　言った。このムカつくイケメンは確かにそう言っていた。でも、それについて契約書を交わしたわけじゃない。それを守るか守らないかは、私のご機嫌次第なのよ！

　久遠さんを無視して、ドアノブに手をかける。

　すると大きな手が伸びてきて、私の手に被かぶさった。これではドアを開けられない。

「離して！　私はイライラしてるんだから。その原因は、もちろん久遠さんよ！　イライラ解消に遊びに行こうとしてるのに、それを止める権利はあなたにはない！」

　一気にまくし立て、パンプスのヒールで彼の素足を踏みつけた。

「痛ってぇ！」

　そう叫んで、彼は思わず私の手を離してしまう。その隙に外に飛び出し、エレベーターホールまで走った。

　ちょうどこの階に止まっていたエレベーターに乗り込むと、部屋着のまま追いかけてくる久遠さんの姿が見えた。

　彼に向けて思いきりあっかんべーをする。

　追いつかれる前に扉は閉まり、エレベーターは動きだした。




　久しぶりに外をひとりで歩いた。

　夏の日差しがギラギラして蒸し暑い。気持ちいいと言えない気候でも、解放された気分で幾分スッキリする。

　日陰を選んで十分ほど歩き、最寄りの駅に着いた。

　平日の出勤時間ほどではないが、駅の利用者は多かった。

　改札を通り階段を上がる。すると……ホームの柱にもたれて腕を組むイケメンの姿が目に飛び込んできた。

「な、なんで……」

　驚く私に、久遠さんは言った。

「俺のほうが足は長い。先回りするのは簡単だ」

　足の長さが違うのは、言われなくても見れば分かる。それにしたって早すぎでしょう。私が家を出た時、彼はまだ寝起きスタイルだったのに、ちゃんと着替えてここにいる。

　でも、急いでいた形跡は残されていた。髪には直しきれていない寝癖があり、着るモノを選ぶ余裕もなかったみたい。上は出勤用の白いワイシャツ姿で、暑いから長袖を肘まで折り返している。下は家でよくはいている黒のデニム。その辺にあったモノに急いで着替えたという格好だった。

　そんなファッションでも周りの誰より格好よく見えてしまうのは、顔とスタイルがいいから。

　私は一時間かけてオシャレしてもこの程度なのに、イケメンって、ズルイよね……。

　うまく振り切ったつもりが、先回りされてしまった。それでも、大人しく帰るつもりはない。

「私、帰りませんから。今日は街で遊ぶと決めたんです。無理やり連れ帰ろうとするなら、痴漢だって叫んでやります！」

　睨む私に久遠さんは静かな視線をぶつけていた。

　数秒して、彼は長く細い息を吐き出した。

「分かった。どこにでも行けばいい。ただし、俺も付いていく。遊びに行くと言いながら、社内の誰かと密会するかも知れない。監視はするからな」

「なっ……」

　なんて男だ。それじゃあ、ストレス発散にならないでしょう。イライラの原因に付いてこられたら、遊んでも楽しくないのに……。

　心の中でブツブツと文句を言っている途中で、ふと閃ひらめいた。

　そっちがその気なら、こっちも容赦しない。付いてこられるものなら、付いてくればいいのよ！

　心の中でニンマリ笑い、すまして言った。

「どうぞご自由に監視してください。でも、話しかけないでくださいね。私はひとりを楽しみたいので」

　これは仕返しのチャンス。今まで振り回された分、今日は私が振り回してやるんだから。

　ホームに電車がやってきた。

　私は座席に座り、久遠さんは少し離れた位置で吊り革に掴まり立っていた。ひとりを楽しみたいと私が言ったせいか、隣には来ない。一応、気を遣っているようだ。

　電車に二十分揺られて目的地に着いた。商業ビルが建ち並ぶ繁華街は休日ともなればひどい混みようだ。

　駅から出てチラリと振り返ると、人波の中に長身のハンサムフェイスを確認できた。

　最初に向かったのは映画館。ロビーは混雑し、気をつけないとドリンクやポップコーンを持った人にぶつかってしまいそう。

　今上映期間中のモノは、ハリウッドの冒険アクションにホラー、アニメなど、八作品あった。

　私が選んだのは、邦画のラブストーリー。『好きって言わせて』というタイトルで、若手Ｎｏ・１の人気俳優とアイドルの女の子が主役を務める、高校生の純愛物語だ。

　映画のチケットをカウンターで買っていると、「おい」と後ろから肩を掴まれた。振り向かずとも久遠さんだと分かっている。

「別の映画にしてくれないか？　それだけは……」

『それだけは勘弁してくれ』と言いたいらしい。

　そうだろう。だからこの映画を選んだ。久遠さんが高校生の純愛物語を観ていたら、笑えるもの。

　振り返ることなく彼に言う。

「私はこれが観たいんです。嫌なら中まで付いてこないで、ロビーで待っていたらどうですか？　暗闇にまぎれて、私が社内の誰かと密会するかも知れませんけど。それともう一度言いますけど、久遠さんとお出かけしているわけじゃないので話しかけないでくださいね」

　目の前の女性スタッフが私たちのやり取りを見て、首を傾げている。

「お客様、こちらの映画で席をお取りしてもよろしいですか？」

「はい。ひとり分で。この後ろの男性は、連れではありませんので」

　さっさと自分の分のチケットを購入して、カウンターから離れた。

「今の女と同じヤツ」

　久遠さんが慌てて、ラブストーリーの映画チケットを購入する声が聞こえてきた。

　それから二時間、私は映画を満喫した。

　ハッピーエンドの胸キュンラブストーリーに、私もいつか運命の人と出会いたい。そんな気持ちになって楽しんだ。

　楽しかったのはストーリーだけじゃなく、久遠さんの様子も。私の斜め後ろの席に座る彼から時々ため息が聞こえて、居心地悪そうな気配が伝わってきた。

　内容が内容なだけに、館内は女性客が九割を占めていた。たまに若い男の子もいたけれど彼らは全員、彼女連れだった。

　いい歳した大人の男性ひとり客は、久遠さんだけ。居心地が悪いのも当然だろう。




　映画館から出ると、ちょうどお昼の時間。

　行きたい店はもう決めていた。今流行りのパンケーキの店だ。

　商業ビルの一階に入っているその店に着くと、既に二十人ほどの行列ができていた。

　列の最後尾に並ぶと、真後ろに久遠さんの気配がした。

　話しかけないでと言ってあるのに、彼はまた「おい」と話しかけてくる。

「おい、あっちに蕎そ麦ば屋やがあるぞ。ハンバーガーショップもラーメン屋もある。別の店にしてくれ」

「嫌です。私は生クリームとフルーツでデコレーションされた、ふわふわパンケーキが食べたいんです。久遠さんはどうぞ蕎麦屋に行ってください。この店で私が誰かに、新ビール・夏美の情報をリークするかも知れませんけど」

　真後ろに諦めのため息が聞こえ、私はニヤリと笑った。

　四十分待って、やっと店内に入ることができた。

　お店のかわいい女子店員に、「おふたり様ですね？」と笑顔で聞かれ、「いえ、ひとりです」と答える。

　女子店員はビックリした顔で、私ではなく久遠さんを見ていた。

　そんな反応になるのも無理はない。さっきのラブストーリーの映画と同様に、パンケーキと言えば女性が好んで食べるイメージ。イケメンといえど、いい歳した大人の男性ひとり客は奇妙に見えてしまう。

　案内されたのはふたり掛けのテーブル席で、そこに私はひとりで座った。

　椅子もテーブルも内装も、メルヘンチックで実に女の子向きの店。私のふたつ隣のテーブルに、久遠さんは通されていた。

　笑える……。

　彼の後ろの壁紙はかわいい動物柄、テーブルクロスはピンクのハート柄。しかも、ほぼ満席の店内に男性客はひとりだけで、久遠さんは明らかに浮いていた。

　周囲の女性客も、彼を見てヒソヒソと囁ささやき合っている。

　ほどなくして、生クリームとフルーツたっぷりのパンケーキが運ばれてきた。

　私はその甘さを堪能する。

　一方、久遠さんはコーヒーしか頼んでいなかった。店内は冷房が効きすぎて寒いほどなのに、彼のこめかみからは汗がひと筋流れていた。

　きっと冷や汗だよね。

　そう思って見ていると、目が合ってしまう。

　彼が身振り手振りで、『そっちのテーブルに移動していいか？』と聞いてきた。

　両手でバツを作り、それを断る。

　久遠さんなんて困ればいいんだ。新ビール・夏美のことばかり心配して……私だって夏美なのに……。私のことを信用も心配もしてくれない久遠さんなんて、もっと困ればいい。

　パンケーキ屋を出た後はショッピング。洋服と雑貨、靴屋にアクセサリー。そんなに買いもしないのに、あっちへこっちへ渡り歩いた。

　三時間ほど見た後は、足が疲れたのでちょっと休憩。

【本日レディースデイ、五〇％オフ】

　そう張り紙をされたカフェをわざわざ選んで入った。

　諦めずに付いてきた久遠さんと、間に空席をひとつ挟んで横並びのカウンター席に座る。レディースデイに文句を付けていた彼は、やっぱりおもしろくない顔をしている。

　久遠さんは六〇〇円とそこそこの値段がするコーヒーを飲み、私は同じ値段でケーキとカフェラテを楽しむ。

「レディースデイって素敵！　女に生まれてよかった～」

　彼のほうを見て言ったけど話しかけたつもりはない。これはただの独り言だ。




　気づけば時刻は夕暮れ時。空にニョッキリ突き出したビル群が夕陽を反射させオレンジ色に色づく街には、駅に向かって帰り始める人が増えていた。

　一方、私は大通りを駅と逆方向に歩いていた。真後ろで、今日何度目かの「おい」という声を聞いた。

「いつ帰るんだよ」

　疲れた声で質問される。

「話しかけないでと言っているでしょう？　まだ帰りませんよ。『小こ丸まる百ひゃっ貨か店てん』を見ていないので。あそこに入っているお店を全部見たら帰ります」

「マジかよ……」

　背後の深いため息に、ニンマリ笑う。彼より優位に立てた気がして、いい気分だった。

　小丸百貨店の女性服売り場をくまなく見て歩く。

　久遠さんは疲労の濃い顔をして、足取り重く付いてきていた。

　彼の限界が近づいているのが分かった。

　完全勝利まで、あと一歩！

　久遠さんに不敵な笑みを向けてから最後に入ったお店は、ランジェリーショップだった。

　予想通り、最後の一撃は大ダメージを与えたみたい。「ぐっ……」と呻うめく、低い声が聞こえた。

　彼に構わず私は店内を見て歩く。

　カラフルなパンティやブラジャーたちが、お花畑のように咲き乱れていた。

　私の好みは着心地重視の下着。シンプルなデザインのブラジャーを手に取っていると、女性店員が近寄ってきた。

「そちらはバストラインがキレイに出るので、Ｔシャツを着る際にいいですよ～。そのほかに、こちらもいかがですか？　お客様のかわいらしい雰囲気にお似合いですよ～」

　甲高い声で勧められたのは、テレビＣＭでも見たことのある『天てん女にょのブラ』。淡いピンクの小花柄で、同じデザインのパンティもセットで勧められた。

「かわいい」と手に取った時、昨日の堂浦さんの言葉が蘇よみがえる。

『もうちっと色気を身につけたほうがいいよ～』

『花柄ピンクって、お子様じゃないんだからさぁ』

　手の中のブラジャーとパンティを見ると、これも花柄ピンク。私の好みではあるけど、二十四歳の女として間違っているのだろうか……？

　堂浦さんが勧めていたのは確か、赤いレースや黒のＴバックだった気がする。

　それを思い出し、営業スマイル全開の店員さんに「もう少し色気があって、刺激的なモノはありませんか？」と、つい聞いてしまった。

「い、色気と刺激ですか～!?」

　それらのワードはよほど私の雰囲気に合わなかったらしく、店員さんを驚かせてしまった。

　恥ずかしさに赤くなりながらも一度言ったことに引っ込みをつけられず、見るだけ見せてもらうことにした。

　店員さんが持ってきてくれたのは黒で縁取られた赤いレースの下着、上下二点セット。確かに色気と刺激に満ちている。

　ブラジャーよりパンティがヤバイ。布面積が小さすぎる上にスッケスケ。これは無理だ。こんなのはいて出勤したら、一日中お尻が気になって仕事どころじゃなくなってしまう。

　やっぱり花柄ピンクにしようと思った時……。

「大丈夫ですか？」

　店先で、誰かが誰かを心配する声が聞こえた。

　もしかして……。

　手の中の下着を店員さんに返し、慌ててランジェリーショップから出る。

　すると、店前の壁に寄りかかり、うなだれて立っている久遠さんが目に入った。どうやら限界に達して具合が悪くなってしまったみたい。苦しそうな息で肩を上下に大きく動かしている。

　彼の側には買い物途中の若い女性がふたりいて、心配そうに声をかけながらも値踏みするような視線を向けていた。

　駆け寄って、「私の連れですので」と間に割って入る。

　近くで見ると、かなり顔色が悪かった。まさかここまでのダメージを与える結果になるとは思わず、急に申し訳ない気持ちが湧いてきた。やりすぎたことを反省し、彼を心配した。

「久遠さん……あの、大丈夫ですか？」

　声をかけると、彼は顔を上げて私を見た。

　キレイな黒目に私が映った次の瞬間、腕を掴まれ壁に背中を押し当てられる。たくましい二本の腕が顔の横に突き立てられた。

　全女子の憧れ、壁ドンをされた状況にありながら、トキメキよりも焦りが先行する。久遠さんが眉間にシワを寄せ、恐い顔して睨んでくるから。

　もしかして、振り回しすぎて本気で怒らせてしまった……？

　冷や汗を流す私に向けて、彼が言った。

「頼む……もう勘弁してくれ……」

　消え入りそうな声とともに、私の肩に頭が乗せられた。

　怒っていたわけではなく、単に具合が悪くて顔をしかめていただけのようだ。

　そこに、さっきの女性店員が私を追って店の外まで出てきた。

「お客様～。こちらとこちら、どちらにするかお決めになりましたか～？」

　彼女は壁ドン真っ最中の私たちの横で、笑顔で下着を掲げている。右手には花柄ピンクのブラとパンティ。左手には黒で縁取られた赤いレースの二点セット。

　このお姉さんはＫＹなのだろうか。それとも、売上にノルマがあって必死なだけ？

　今はそれどころじゃないと首を横に振る私を見て、なんとお姉さんは攻撃の矛先を久遠さんに向けてしまった。

「デートですか～？　素敵な彼氏さんですね。ちなみに彼氏さんは、どちらの下着がお好みですか～？」

『ちょっと待て！』と言いたかった。

　彼氏ではない久遠さんになんてことを聞くのよ！　下着を選ばせるということは、それを身につける私を想像させるということ。恥ずかしいじゃない……いや、それ以前に久遠さんは具合が悪いのに！

　問いかけられた久遠さんは私の肩から顔を上げて虚ろな目に下着を映すと、黙って花柄ピンクを指差した。

　あ、私の好みと同じだ。堂浦さんにはバカにされたけど、久遠さんはセクシーなモノより花柄ピンクが好きみたい。よかった……いやいや、そうじゃなくて！




　結局、強引な店員に下着を買わされて、その場を後にした。

　レストルーム近くの奥まった場所に、小さな休憩所を見つけた。自動販売機と皮張りの長椅子がひとつあるだけの空間だ。

　椅子の端に私が座ると、久遠さんは私の太ももを枕にゴロンと寝そべった。

　その行為に驚いたが、『やめてください』とは言えなかった。横になりたくなるほど疲労させてしまったのは、私だから。

　それに、不思議と嫌じゃなかった。むしろ嬉うれしい。

　信用するとまではいかなくても、少しは歩み寄ろうとしているのかも……。

　久遠さんは天井を見てぼんやりしていた。そして無言の間が少し続いてから、「悪かった……」とポツリと呟いた。

　私に向けた謝罪なのだろうけど、振り回してしまったことを後悔中の私にはすぐにピンとこない。ゆっくり首を傾けた私を見て、彼は言葉を足した。

「女をバカにするような言い方して、悪かった」

　そういえば、レディースデイとセクハラ、女性差別がどうのとケンカしたのだった。

　いつの間にか、そんなことは忘れていた。最後のほうはただ、私を信用してくれない彼への嫌がらせ。子供じみた仕返しになっていた。

　やっと冷静に省みることができて、私も謝った。

「私もごめんなさい。今日はやりすぎました。久遠さんと知り合ってまだ数日なのに、信用しろと言うほうが無理ですよね……」

〝信用〟。その言葉を出すと、なぜか久遠さんは瞳を厳しくした。

　目線は天井に向いているが、その目はもっと遠くを見ているような気がした。

　少し間を置いて彼はポツポツと話しだした。それは、こんな打ち明け話だった。

「青空ビールに入社する前は、カリフォルニア州のとある研究所で、研究員として働いていたんだ。そこで俺は――」

　久遠さんの話は化学の専門用語が多くて、すべてを理解することはできなかった。それでも、彼が私を信用してくれない理由は分かった。

　前の職場で彼は、心血注いだ研究成果を信頼していた同僚に盗まれていた。さらに用意周到に仕組まれた罠わなにはまり、気づけばその研究自体から外されていたそうだ。しかも久遠さんを裏切って陥れた同僚は女性で、彼の恋人だった人……。

　昔に思いを馳はせるように久遠さんは長い息を吐き出し、それから付け加えた。

「頭では分かっているんだ。女だから信用しないという考え方はナンセンスだということが。悪いと思っている。お前を必要以上に疑ってしまった。だが……不安は消えない。頼む。もう少しだけ。次のプレゼンまで一緒にいてくれ……」

『一緒にいてくれ』というのは、『見張らせてくれ』という意味だろう。私を信じたいと思う一方で過去のトラウマに縛られて、やっぱり信用できないようだ。

　なんて心が不自由な人なのだろう、と哀れに思った。

　恋人に裏切られた衝撃は、この先いつになったら彼の心から消えるのか……。

　久遠さんは寝相を横向きに変えた。私の太ももの上に深いため息がこぼれ落ちる。

　無意識に彼の頭を撫でてしまうと、その手を掴まれた。

「夏美、少し眠りたい。十分経ったら起こしてくれ」

　久遠さんは長い睫まつ毛げを伏せ、私の手を握ったまま言った。

「……はい」

　今、名前で呼ばれた気がしたけど……気のせいじゃないよね？

　彼の口から〝夏美〟という名前は何度も聞いてきたが、それらはすべて新ビール・夏美のことだ。私を名前で呼んでくれたのは、これが初めて。

　驚きと共に、嬉しさが込み上げる。

　私、どうしてしまったのだろう……。

　彼は私の理想とはかけ離れた〝結婚に向かない人〟なのに、名前を呼ばれたことも繋いでいる手のぬくもりにも、鼓動がドキドキうるさく高鳴って困ってしまう。

　彼のキレイな寝顔を見ていられなくて、目を閉じた。

　今日は振り回すつもりだったのに結局、最後は私が振り回されてしまった。










気づいてしまった恋心




　同居生活に入り、二週間が過ぎていた。

　今日も久遠さんと一緒に出社して、いつも通りの仕事をこなす。

　昼休みになり、由香と一緒に社員食堂に行った。

　久遠さんとお出かけしたあの日以降、彼は私への監視を少しだけ緩めてくれるようになった。

　社員食堂、トイレ、庶務課内での行動は自由。ただし、『他部署の人間と必要以上の会話はしないこと』という条件を付けられてはいるが。

　久遠さんも、なんとか私を信じる方向へ気持ちを向けようと努力しているみたい。

　そういうわけで、最近はのんびり昼食を楽しむことができていた。

　今日の日替わり定食は、冷やしたぬきうどんとおにぎりのセット。うどんをツルツルすすっていると、由香が愛用の手帳を取り出す。彼女の趣味、社内のイケメンたちの情報を集めたファイリング手帳だ。

「久遠さんの情報、大分集まったよ～」

　由香はそう言って、ニマニマしながら読み上げた。

「久遠礼れい士し・二十九歳。身長一八五センチ、体重六九キロ。射手座のＡＢ型。趣味はハムスターといちゃつくこととビール開発。特技は料理。なんでも作れると豪語しているが、絶品酢豚を作って以降、料理する姿を見ていない」

　ここまでは私が由香に話した情報をまとめただけで、知っていることばかりだ。

　平常心でうどんをすすり続ける私に由香は言う。

「ここからは夏美の知らない情報ばかりだよ！」

　由香は得意げに残りの情報を読み上げる。私の知らない情報とは、こんな内容だった。

　アメリカ生まれのアメリカ育ち。両親は日本人で国籍も日本。

　九歳でシカゴの『Ｒ大学』に入学。バイオサイエンス学を専攻し首席で卒業。

　十三歳でケンブリッジ市の『Ｈ大学』大学院に入学。十八歳で大学院を修了し、理学博士号を取得。

　十八歳から二十二歳まで、カリフォルニア州の『ＪＳＭ財団研究所』に勤務。

　二十二歳で研究所を辞め、青空ビールホールディングズに入社。

　うどんが口に入らず、ツルリと箸の間から滑り落ちた。

　なにその、すごい経歴……。九歳で大学に入学？　海外の学校制度に飛び級があるのは知っているけど、ジャンプしすぎでしょう！　日本の一般的十八歳が高校生を終える歳には大学院を修了して、なんとか研究所で働き始めたってことだよね。あ……アンビリーバボー。

　私が驚くのを見て、由香は嬉しそうだ。

「ね、ね？　久遠さんてすごいでしょ？　天才なんだよ！」

　まるで自分のことのように自慢してくる。

　久遠さんについて噂話をしていた他部署の女子社員も〝天才〟という言葉を使っていたけど、同居生活の中でそれを実感する機会はなかった。

　ミカコさんに毎日話しかけ、頬ずりして撫でくり回す。そんな変人が天才なんて本当だろうかと疑う時もあった。でもその経歴を聞いてしまえば、天才であると認めざるを得ない。

「ねぇ由香。天才がなんでウチの会社でビール作ってるの？　そんなに賢いなら、世界で活躍したほうがいいんじゃないの？」

「えー、そこまでは知らないよ。青空ビールに来る前は、ＪＳＭ財団研究所っていうすごそうな名前の職場にいたみたいだけど。ウチの会社に乗り換えた理由を知りたいなら、本人に聞いてみなよ」

　あ……そっか……。

　由香に言われて、小丸百貨店の休憩所で聞いた久遠さんの打ち明け話を思い出す。

　研究所時代、同僚で恋人だった女性に研究成果を盗まれたと言っていた。あの時、すべてが嫌になって日本に逃げてきたのかな……。

　そう解釈し、その悲しい答えにため息をついてしまった。

　すると由香は私のため息の意味を勘違いしたみたい。ニヤニヤしながら、からかわれてしまう。

「なにを切ないため息ついてるのよ。せっかく恋してるんだから、もっとルンルンしなさいよ」

「ち、違う！　恋じゃないから！」

　実は、久遠さんとお出かけした日から毎日、『これは恋じゃない！』と自分に言い聞かせていた。

　ハッキリ言って参っていた。彼といると心臓が勝手にドキドキし始めて、静めるのに苦労していた。

　今朝は、キッチンの上の戸棚から買い置きのラップを取ろうとして届かずにピョンピョン飛び跳ねていたら、『なにやってんだよ』と耳元で声がして、真後ろから伸びる長い腕にドキッとしてしまった。

　昨夜はシャワー浴びたての彼が『暑い』と上半身裸でリビングに出てきて、無駄な脂肪のない美しい筋肉質の半裸に鼻血が出そうになった。

　ほかにも、私には開けられない固いビンのフタを簡単に開けてくれた時とか、酢豚は不評だったけど、私の作った親子丼や肉じゃがを『おいしい』と言って食べてくれた時とか……。

　しまいにはミカコさんにチュッチュッしている姿にまでドキドキしてしまい、心臓が過労死しそうな毎日に困っていた。

「結婚前提じゃないと付き合わないとか、変なポリシーを捨てなさい。そんなんだから夏美は彼氏ができないんだよ！」

　由香はうどんのつゆの付いた箸先を私に向けて、痛いところをついてきた。

「うっ……」

　二十四年間の人生で、彼氏がひとりもいなかったわけじゃない。今までに付き合った人数は、ふたり。どちらもマジメで優しくて、結婚相手に向いていそうな人だと思っていた。

　ところが、体の関係を求められた時に『将来結婚してくれるよね？』と確認したらフラれてしまった。ふたり共、私との結婚を考えてくれていたわけではなかった。

『マジメで優しくて、将来いい夫になりそうな人じゃないと、恋をしてはいけない』

　私のポリシーになっているこの言葉は、母の受け売りだ。

　私には父親がいない。離婚や死別ではなく、生まれた時からいなかった。

　それは、母が未婚で私を産んだせい。妻子ある男性に騙されて母は妊娠してしまい、女手ひとつで私を産んで育ててくれた。

　そんな母が、まだ幼いうちから私に繰り返し言い聞かせた言葉がソレ。母の人生の教訓が私に植えつけられ、現在に至るというわけだ。

　どうにも変えられないポリシーと、結婚相手に向かなそうな久遠さんにトキメいてしまう心。その狭間で困っている私に、由香は度々『もったいない』と言ってくる。

「せっかく天才イケメンと同居してるのに夏美がそんなんじゃ、恋愛にならないじゃない。もったいないな～」

　今日も『もったいない』と締めくくる由香の言葉に、「そうそう、俺ッチもそう思うんだよね～」と言葉が被せられた。

　いつの間にか堂浦さんがいた。ふたり掛けの狭いテーブル席に椅子をひとつ追加して、勝手に相席をしてくる。

　営業部の人は大抵、出先で外食するのに、なぜ彼はここにいるのだろう。

「社内にいるということは、今日も叱られて外勤禁止にされたのですか？」

　隣でカツ丼を食べ始めた堂浦さんに聞く。

「違うよ～。今日は髪色まともでしょ？　午前中いっぱい、お外で働いてました。夏美ちゃんと一緒にランチしたくて急いで帰ってきたんだから、もっと歓迎してよ～」

　私と一緒にランチがしたいというのは、チャラ男ジョーク。由香に対しても、「口紅の色変えた？　かわいいじゃん！　キスしていい？」とか言っているし、「堂浦さぁん！」と隣のテーブルのＯＬにハートマーク付きの声をかけられて、ウインクと投げキッスを返している。

「さっきなんの話をしてたの？　もったいないって、なにが？」

　今日も軽薄さ全開の堂浦さんが、食べながら私に質問してきた。

『俺ッチもそう思うんだよね～』と言いながら相席してきた彼だが、どうやら私と由香の会話の終わり部分しか聞いていなかったみたい。

　よかった。同居生活にドキドキしまくりだと知られたら、この男は余計なことをしでかしそう。

『夏美ちゃんが、お前に惚れちゃったって～！　ヒューヒュー！』

　そんなふうに軽く、久遠さん本人に告げ口されそうな気もする。

　聞かれていなかったことにホッとして、「なんでもありません」とすまして答えた。

　たぬきうどんの最後の一本をツルンとすする私に、堂浦さんは口を尖とがらせて言う。

「え～教えてよ～。隠されると気になるじゃん。なにがもったいないの？　バージンが？　バージンあげるのがもったいなくて、久遠と一線越えられないわけ？」

　飲み込んだばかりのうどんが鼻から出そうになった。ケホケホと咳せき込こみ、慌てて麦茶で流し込む。

「全然違います！　もったいないのは、ソレじゃありません！　というか、なんで私がバージンだと知っているんですか!?」

　テーブルをバンと叩いて聞き返した私の声は、音量が大きすぎたみたい。賑にぎやかだった社食内が一瞬にして静まり返った。

　しまった、と思った時には遅かった。この場にいる大勢の社員に、私がまだ処女だと知られてしまったようだ。その後は笑われたりヒソヒソ囁かれたり、大注目を浴びてしまった。

　体中の血液が顔に集まるのを感じる。恥ずかしさに耐えかねて由香に食器の片づけを頼むと、逃げるように社食から飛び出した。

　チャラ男のせいで……。軽薄全開セクハラ男のせいで……。問題ありすぎで、いつまで経っても出世できない万年平社員のせいで！

　なぜ私がこんな恥ずかしい思いをしなければならないのか。堂浦さんには本当に腹が立つ。

　庶務課に逃げ帰ろうと三階廊下を走っている途中で、追ってきた堂浦さんに捕まってしまった。

「夏美ちゃん待ってよ！　ごめん、マジごめん！　俺、本当にバージンだと思わなくて……」

　この男は、まだ言うか。そこは触れないでほしいデリケートゾーンなのに。

　謝るために追ってきたようだが逆効果。掴まれた腕を振り払い、廊下の真ん中で声を荒げてしまった。

「堂浦さんにはデリカシーというモノがないのですか！　いつもいつもセクハラ発言ばっかり。この前は私のスカートの中を覗いた上に、花柄ピンクとバカに……」

「わーっ！　夏美ちゃん、落ち着いて！　こんな場所で言われたら、俺ッチクビになっちゃうよ」

　堂浦さんは、すぐ横にあったドアを開けた。

　そこは小会議室Ａ。うっかり新ビール・夏美についての会話を聞いてしまい、スパイ容疑をかけられることになった元凶の部屋だ。

　中に押し込まれ、ドアを閉められた。私が逃げないように彼はドアを背にして立ち塞がる。

「なにするんですか！　出してください！」

「今出すと、ちょっとヤバそうだから……少しお話しよ？　ねっ？　ねっ？」

　セクハラ大魔王となにを話せと？　話せば話すほど傷が増えるだけなのに。

　いろんな女性を見てきた堂浦さんにしたら、きっと私は幼稚で魅力のない女なのだろう。それは認める。色気が足りないのも認める。だけど、やっぱりバカにされると腹が立つ！

　両手をグッと握りしめて、力いっぱい抗議した。

「私だって気にしていましたよ！　二十四にもなって、男の人を知らないのはおかしいのかなって。でも仕方ないじゃないですか。結婚してくれる人じゃないと、そういうことはしたくない。それが私の変えられないポリシーなんですから!!」

　一気にまくし立て、ハァハァと息を乱した。

　こんな反論をしている自分が惨めで悔しくて、怒りながら目が潤んでしまう。

「へぇ……そんなポリシー持ってたのか。……なるほどね」

　堂浦さんはそう言うと、なぜかスーツのポケットからスマホを取り出し、誰かに宛ててメールを打ち始めた。それが終わるとスマホをしまい、ネクタイを緩めてくつろぎ体制に入っている。

　私がマジメに怒りをぶつけている最中なのに、この人はなにをやっているのだろう。

　彼のふざけた態度に、怒りより呆れのほうが強くなる。

　ムスッとして睨みつけると、ネクタイを緩めた堂浦さんは今度はワイシャツのボタンをひとつふたつと外し始めた。ボタンをひとつ外すごとに、香水の甘い香りが強く漂う。

　いつものチャラチャラふざけた表情は封印し、急に真顔になった。目には男の色気を漂わせ、私の髪を指ですいて遊び始める。

「バージンをバカにしたつもりはなかったんだけど、そんなに怒るということは相当気にしているんだね。夏美ちゃんが扱いづらい理由は、そこ。バージンにあるのかも。それなら話は早い。そのコンプレックスを排除してあげればいいんだ」

　堂浦さんが私との距離を半歩縮めた。

　さっきまで怒りマックスだった私だけど、今は焦りに支配されている。

　急に色香を大放出するこの男。なにかよからぬことを企んでいる気が……。

　彼が詰め寄り、私が後ずさる。それを繰り返して、とうとうホワイトボードに背をぶつけてしまった。下がりたくても、これ以上は下がれない。

「ど、堂浦さん、なにを……？」

　その瞬間、質問したことを後悔した。

　彼はニヤリと笑い、「セックス」と言った。

「君のコンプレックスの原因を取り除いてあげるよ。大丈夫。俺ってテクニシャンだから。初めてでも、痛くないようにしてあげる」

　セ、セ、セッ……えええーっ!?

　たちまち頭の中がパニックになる。慌てすぎて思考が停止してしまいそう。

　真っ白になりそうな頭を必死に働かせ、逃げ道を探す。

　こういう場合はどうすればいいの？　悲鳴かな。悲鳴を上げたほうがいいんだよね？　悲鳴って……どうやって上げればいいんだっけ!?

　大パニックの中、胸元に伸びてくる手に体を強ばらせた時、会議室のドアが開けられた。

　壊れそうな勢いでバタンと開いたドアから、久遠さんが飛び込んできた。その前髪は乱れ肩で息をしているところを見ると、エレベーターを使わずに階段を走り下りてきたようだ。

　私を見て、久遠さんが大きな息を吐き出した。それからツカツカと歩み寄ってくる。

　その手にはスマホが握られていた。堂浦さんの前に立ち、久遠さんはスマホ画面を彼の顔面に突きつけた。

「おい、このふざけたメールはなんだ。コイツをからかうなと言っておいただろう！」

『ふざけたメール』という言葉が気になって、久遠さんの手からスマホを抜き取り画面を見る。それは二分前に堂浦さんから送られてきたメールだった。

【俺ッチ今、夏美ちゃんとオフィスラブ中♥今すぐ来ないと、食べちゃうぞ♥♥小会議室Ａにダッシュだぉ】

　堂浦さんがメールを打っていたのは、私に迫る前だ。ということは、初めからすべて演技だったということで……。

「堂浦さんっ、ひどすぎます！　本当に襲われるかと思ったのに！」

　三度目の怒りマックスの私に、堂浦さんは通常のチャラ男モードに戻って笑った。

「え～なんで怒るの～？　襲われなくてよかったじゃん。あ、そっかぁ。本当は襲ってほしくてガッカリしちゃったのかぁ」

「断じて違いますっ！」

　私の怒りのパンチをヒラリとかわし、堂浦さんは逃げていく。廊下に出てドアノブに手をかけ、閉める前にこんな言葉を残した。

「夏美ちゃんをイイ女に変えてみたかったけど、その役目は久遠に任せるよ。俺ッチまだまだ遊びたい盛りだし、結婚迫られても困るから。ちゃお！」

　ドアがパタンと閉められた。

　手も早いけど逃げ足も早い人だ、と呆れてしまう。怒りをぶつける相手がいなくなり、ため息をついた。

「おい、結婚ってなんのことだ？」

　隣に立つ久遠さんが私に聞く。

「あ……なんでもありません。気にしないでください」

「そうか」

　堂浦さんには本当に困ったものだ。余計な言葉を言い残して……。だけど、久遠さんに深く追及されなくてよかった。私のポリシーを彼には知られたくない。知られたら、面倒くさい女だと思われて距離を置かれてしまう気がするから……。

『そうか』と会話を終わらせてくれた久遠さんだけど、ジッと私を見たまま視線を外そうとしない。切れ長の二重の瞳が探るように私に向けられていた。

「それで？　堂浦になにされていたんだ？」

　怪しむような問いと眼差しに、私の顔が真っ赤になる。

「なにも！　なにもされてません！　ちょっとからかわれただけで、実害はありませんので！」

　慌てて説明した言葉がかえって嘘くさく聞こえてしまったのか、久遠さんは「本当か？」と念押ししてきた。

〝結婚〟というワードには興味を示さなかったのに、なんでこれに関してはしつこく追及するのよ！

　真っ赤な顔で目を逸らし、「本当です」と彼の言葉を繰り返す。

　すると、長くキレイな指先が私の胸元を指差した。

　目線を下げると、ブラウスのボタンが三つ目まで外されている。中に着ているキャミソールが丸見えになっていた。

　いつの間に!?

　堂浦さんの早わざに驚きつつ、慌ててボタンを閉める。

「こ、これは……えっとその……胸を触られてもいないし、本当になにもされていないので……」

　勘違いされたらどうしようと焦る気持ちが災いして、しどろもどろに弁明してしまった。

　これでは余計に怪しまれてしまう。

　心臓が早鐘を打ち鳴らし、冷や汗が背中を伝って流れ落ちた。

　久遠さんは会議用に並べられた長机の上に腰を下ろした。彼が座るとちょうど目線が同じ高さになる。彼は私を鋭く見つめ、不機嫌そうに顔をしかめていた。

「からかう堂浦も悪いが、お前も悪い」

「えっ、なんで私まで？」

「お前は隙だらけだ。襲いやすくて、危なっかしい。こんな目に遭いたくなければ、隙を作るな」

「なっ……」

　なんて理不尽な物言いだ。隙だらけの私が悪いなんて、どんな理屈よ。大体、隙を見せた覚えはない。今まで処女を守ってきたのはガードが固いからなのに、尻軽女みたいに言わないでほしい！

「私のどこが、襲いやすいというのですか！　私はしっかりした大人です。危なっかしくもないし、隙なんて見せたことは一度もありません！」

　ムッとしながら久遠さんの注意を全否定すると、チッと舌打ちされた。

「無自覚なのは、タチが悪いな……」

　そんな呟きも聞こえた。

　彼は人差し指をクイクイと曲げて、私を呼び寄せる。

　反射的に近くに寄ると、急に視界が傾いた。気づけば、私の上半身は一瞬にして長机の上に仰向けに倒されていた。

　彼の左腕は私の腰に回され、右手は私の両手首を頭上にまとめて、がっちりホールド。さらには長い片足が私の股に割って入り、私の顔上十五センチの至近距離にキレイな顔があった。

　そんな驚くべき姿勢で、「ほらみろ」と、彼は普通の調子で言う。

「隙がないだと？　隙だらけじゃねぇか。家でもバスタオル一枚でうろつくしよ」

　それは確か、一週間前の出来事だ。たまたま替えのパンツを忘れてしまい、シャワー後にバスタオル一枚の姿で部屋に取りに戻った。

　見られていないと思っていた。脱衣所を出る前にちゃんと廊下の左右を確認したのに、久遠さんはいったいどこから見ていたの!?

　口をぱくつかせて驚くだけで言葉が出てこない。

　そんな私に向けて、彼が言葉を重ねる。

「まだあるぞ。お前、パジャマの時はノーブラだろ？　ひとり暮らしの家じゃないんだ。男と暮らしていると、もっと意識しろ」

　そっ、それは、そうかもしれないけど……。だって、パジャマは寝るための服で、寝る時はブラジャーを外すものでしょう？　久遠さんは家では基本ミカコさんにご執心で、私のことなんかちっとも見ていないのに、なんでノーブラに気づくのよ！

　恥ずかしさで、顔から火が吹き出しそうだ。

　でも、これ以上の失態はないはず。ヘマしちゃったのは、このふたつだけだもん。

　そう自分に言い聞かせて、なんとか落ち着こうと試みるが、「まだある」と言われてしまった。

「テレビを見ながらリビングで寝るな。無防備にもほどがある」

　それについては、すぐにピンとこなかった。朝目覚めたらリビングのソファの上という状況はひとり暮らしの時はよくあったけど、同居生活に入ってからは一度もない。

　毎朝ちゃんとベッドで目を覚ましているのに……。あ、もしかして……テレビを見ながらうっかり寝てしまった私を、久遠さんがベッドまで運んでくれてたってこと？　私って……隙だらけの、防御力ゼロ女じゃない！

　驚きと反省、沸き上がる羞恥心で、赤くなったり青くなったり顔色が目まぐるしく変わる。

　もしやほかにも失態があるんじゃないかとアレコレ振り返っていたら、久遠さんのため息が唇にかかった。

「おい、こんな状態で考え込むな。まだ分かってないのか？　今、俺がその気になれば、どうなるのか。最後まで教えてやらないと理解できない頭なのか？」

　私の腰を抱えるたくましい左腕にグッと力がこもり、体の密着度が増した。彼の白衣からはビール酵母由来の甘いエステルの香りがふんわり漂ってくる。

　整ったキレイな顔がさらに距離を縮めてきて……やがて視界が彼の瞳の色で覆われた。

　そうだった！　過ぎた失態を反省している場合じゃなかった！

　再び心はパニックに襲われる。鼓動が限界までスピードを上げ、心臓が爆発する寸前。しゃべることも目を閉じることも、息を吸うことさえできずに、カチンコチンに固まっていた。

　すると、ゆっくり近づく形のいい唇は、三センチほどの距離でピタリと止まった。今にもくっつきそうな至近距離で久遠さんは言う。

「なぜ無抵抗なんだ。せめて『やめて』くらい言わないと、やめ時が分かんなくて俺が困るだろ。おい夏美……夏美？　お前……生きてるか？」

　死、死にそうです……。

　あの世が見えかけた時、白衣のポケットが震え出した。久遠さんは私の上に覆いかぶさったままスマホを取ると、顔だけ離して普通に通話に出る。

「なんだ？　――ああ。――ああ。――は？　今、なんて言った？」

　電話をかけてきたのはどうやら、にょにょ村部長。《にょ～にょ～》言いながら慌てている声が私の耳にも微かに聞こえた。

　久遠さんの顔に焦りの色が広がっていく。勢いよく身を起こし、私から離れてスマホに向けて声を荒げた。

「バカ野郎っ！　常温で混ぜるヤツがどこにいる。おい、今すぐ逃げろ！　それはマイナス温度下でやらないと……」

　彼が早口でそこまで言った時、ドカンとなにかが爆発する音がスマホから響いて聞こえた。

　向こうの状況は私には分からないけど、なにかを間違えてしまい薬品が爆発したということなの？　にょにょ村部長……生きてるかな。

　久遠さんは舌打ちして、スマホをポケットに突っ込んだ。

　拘束を解かれても、私は同じ姿勢で机上に寝そべったまま動けずにいた。

　白衣の裾をひるがえし会議室のドアを開けたところで、久遠さんは思い出したように足を止めて私に言った。

「おい、いつまで寝てやがる。昼休みはとっくに終わってるぞ。俺は研究開発部に戻るからな。ったく……忙しいのに、くだらない用事で呼び出すんじゃねぇよ」

　バタンとドアが閉まり、会議室にひとりポツンと残された。

　あんまりだ。『いつまで寝てやがる』って……私を押し倒したのは自分のくせに。それに、くだらない用事で呼び出したのも私ではなく堂浦さんだ。苦情なら、あのセクハラ大魔王に言ってほしい。

　のそのそと起き上がり、乱れた服と髪を整える。白衣の背中が消えたドアを見て、大きなため息を吐き出した。

　私が隙だらけという事実を教えようとしたのだとしても、アレはひどい。本気で驚いて焦ったし、あそこまでしなくてもいいんじゃないの？

　そう思う一方で、困った感情も湧いていた。

　押し倒されて死ぬほどビックリしたけど、嫌じゃなかった。むしろ私を女として見てくれた気がして、嬉しい……。

　ヤバイ。やっぱり由香の言うように、久遠さんを好きになってしまったのかな……。

　ブラウスの胸元をギュッと握りしめる。

　変えられないポリシーと気づいてしまった恋心の狭間で、戸惑うばかりだった。










女子力アップの方法




　同居生活がひと月を過ぎ、新ビールのプレゼン大会も近づいていた。社内では各開発チームの探り合いが活発になってきた。

「お前のチーム、どんなビールで勝負する気だ？」

「プレゼン用の資料、見せてくれない？　お前が欲しがってたアレ、タダでくれてやるからさ……」

　そんな会話や駆け引きが、社内のあちこちでコソコソと交わされている。

　探り合いの手は私にも伸びていた。

　この前、全然関わりのない宣伝部の課長に廊下で呼び止められ、『最近、久遠や堂浦と一緒にいるそうじゃないか。新ビールについてなにか聞いてないか？』と聞かれた。まったく話したことのない他部署の女子社員にも、『あなた久遠くんのチームの子よね。今晩ヒマ？　飲みに行かない？』と、明らかに情報収集を目的とした飲み会に誘われることもあった。

　久遠さんが恐れているのは、まさにコレ。うっかり私がリークするのではないかと警戒して、最近緩んでいた監視の目がまた厳しさを取り戻しつつある。

　絶対に情報を漏らさないよう、私も気をつけていた。ここ数日は、自分の名前であるにもかかわらず、〝夏美〟という言葉を口にしないようにしている。

　探りを入れられても、『なにも知りません』と言い続ける日々。

　そんな私に三国主任は、『偉いね』と率直に褒めてくれ、堂浦さんは、『いい子、いい子。このまま秘密を守ってくれたら、ご褒美にセクシーランジェリーを買ってあげるよ～』とセクハラ混じりの褒め方をしてくれた。

　肝心の久遠さんは……『当然だ。このままどこにも漏らすなよ。もしリークしやがったら、俺になにされるか……分かっているよな？』と、褒めるのではなく脅してくる。

『俺になにされるか』という言葉で、この前の会議室での出来事を思い出してしまった。

　情報を漏らしたら、またあんなふうに押し倒されてしまうのだろうか。そして今度は、冗談抜きで危険な目に……。

　つい想像してしまい、ヒヤリとするのではなく口元が緩んでしまう自分に驚いた。

　私のバカ！と心の中でツッコミを入れる。

　これじゃ、欲求不満のハレンチ女。どっちが変人だか分からなくなってしまう。

　でも仮に私が欲情したとしても、久遠さんはなにもしないと思う。同居一ヶ月を過ぎても、家で甘い展開になることはない。一方的に私がドキドキしているだけで、彼はいつも平常心だ。

　口を開けば『ミカコ、ミカコ』と相変わらずミカコさんを溺愛して、その愛情のカケラすら私に向けてはくれない。

　変なポリシーに縛られている私なので、結婚に向かなそうな久遠さんと恋人関係になりたいとまでは言わないけど、少しだけでいいから私を見てくれないかと思ってしまう。

　ほんの少しだけでいいから……。




　夏も終わりに近づき、蒸し暑さから解放されつつあった。

　今日は天気のいい休日。カーテンを開けると爽やかな朝日が差し込んできた。

「おはよう、ミカコ」

　久遠さんは私の後から起きてきて、まずはミカコさんに朝の挨拶。それから頬ずり。

　毎朝繰り返されるその光景を、ダイニングテーブルでコーヒーを飲みながらぼんやり見ていた。

　ミカコさんは迷惑そうにジタバタしているけど、いいなぁ……と思ってしまう。できるものならミカコさんになりたい。そんな気持ちだ。

　ミカコさんと戯れた後、久遠さんは「汗かいた」と独り言を呟いて、リビングを出ていった。

　バスルームのドアを開ける音がして、シャワーが流れる音も聞こえる。マイペースのイケメン様は私にひと声かけることなく、どうやら朝シャワーのご様子だ。

　久遠さんが確かにシャワー中なのを確認し、ミカコさんのケージに近づいた。そっとフタを開けてミカコさんを出してみる。

　私の手の中でミカコさんは慌てていて、ふわふわの毛の感触が少しくすぐったい。

　久遠さんの真似をしてソファに寝転びながら、ミカコさんと戯れる。

　いつも彼の愛情を独り占めしているミカコさん。そんなうらやましい彼女に、つい悩みを相談してしまった。

「ねぇミカコさん。久遠さんに好かれるには、どうしたらいいのかな？」

　もちろんミカコさんは、なにもしゃべらない。クリクリした黒目に私を映して、頭を傾げてから毛づくろいを始める。

　その仕草がとてもかわいかった。仕草も丸いフォルムもモコモコ感も、なにもかもかわいい。

　よく見ると、白と茶、二色の毛並みの背中に茶色いハート型の模様があった。

　それを発見して、思わず呟く。

「ミカコさんて、女子力高いですね……」

〝女子力〟。自分で呟いた言葉にハッとした。

　そうか！　久遠さんがミカコさんをかわいがる理由は女子力が高いからなんだ。私も女子力を上げれば、少しはこっちを見てくれるかも……。

「ミカコさん、ありがとうございます！」

　無言でアドバイスをくれたミカコさんにお礼を言って、ケージに戻した。それから洗濯と掃除、朝食作りに大急ぎで取りかかる。

　女子力と言えば、家事能力でしょう！

　根本的ななにかを間違えている気もするけど、やる気満々で働き始めた。




　一時間後。

　ベランダには洗濯物がはためいて、リビングはピッカピカ。塵ちりひとつ落ちていない。

　ダイニングテーブルには、焼きたてのチーズトーストとハムエッグ。それにサラダと、フルーツのヨーグルトがけ。

　短時間でこれだけできれば完璧でしょう。いつでもお嫁に行けそうなこの能力。これでミカコさんの女子力の高さに少しは近づけた気がする。

　ゆっくりと朝シャワーを浴びた久遠さんが、髪を拭きながらリビングに戻ってきた。

　ボタンを閉めず羽織っただけのシャツから素敵な大胸筋と腹筋がチラ見えして、またしてもドキドキしてしまう。

　彼は朝食とピカピカに磨かれたリビングを見て、「すごいな」と褒めてくれた。

　そのひと言でテンションが上がる。思わずにやけてしまいそうになり、両手で頬っぺたを押さえた。

　ダイニングテーブルに向かい合い、遅い朝食を一緒に食べる。

「なにかいいことでもあったのか？」

　チーズトーストに手を伸ばしながら、久遠さんは聞いた。

　いいことがあったから張り切ったわけじゃなく、これからいいことがあるように努力中。ミカコさんに負けないような女子力を……。

　そんなことを説明できないので、「天気がいいから、気分もいいんですよ」とごまかした。

　サラダを食べている久遠さんがニンジンを指でつまみ上げた。

「ミカコにも食わせてやるか」

　そう言って、ニンジンを持ってケージに向かう。

「おい、ミカコ」

　呼びかけた直後に、なぜか久遠さんが慌て始めた。

「ミカコ!?　どこ行った!?」

　ケージを揺すり、ミカコさんを探している。

　ケージのフタが開いていた。それは久遠さんが開けたのではなく、最初から開いていたものだ。

　あれ？と自分の行動を振り返る。

　さっきミカコさんを出してお悩み相談し、それからケージに戻して……。

　その後フタを閉めた記憶がなかった。つまり、私がうっかりフタを閉め忘れたせいでミカコさんは脱走したようだ。

「ご、ごめんなさいっ！」

　慌てて謝り立ち上がる。

　脱走したと言っても、きっとリビングにいるはず。

　そう考えて、床を這いつくばりながら探し始めた。すると……。

「夏美っ！　早くベランダの窓閉めろ！」

　久遠さんに怒鳴られた。

　見れば、リビングからベランダに繋がるガラス窓が開けっ放しになっている。それも私のせい。さっき洗濯物を干したから。

　ガラス窓だけではなく網戸も数センチ開いたままで、人間は通れなくてもミカコさんなら楽に通れてしまいそう。

　急いで窓を閉め、ふたりで部屋中を探し回った。

　キレイに片づけたばかりのリビングが、ミカコさんを捜索するためにグチャグチャになる。あっちこっちひっくり返しても見つからなくて、探す範囲を広げた。

　久遠さんの寝室と私が借りている部屋。トイレや洗面所、あらゆる場所を探したのにミカコさんは見つからない。

　家の中にいないのだとしたら……。

　久遠さんがベランダに出た。気持ちよく風にそよぐ洗濯物を邪魔だと言いたげに掻かき分けて、ベランダの隅にしゃがみ込む。

　彼が見ているのは雨水を流すための排水管。ちょうどハムスターがスッポリ入ってしまうほどの管が下まで続いていた。もしこの管にミカコさんが入ってしまったなら、外へ逃げ出すことも可能だった。

　嫌な予感に青ざめた。オロオロしながら彼を見つめる。

　久遠さんは排水管を調べ、内側に付いていたなにかを指でつまみ、光にかざした。それは動物のモノと思われる茶色の毛。

「ミカコの毛だ……」

　血の気が引く思いだった。

　私のせいで、ミカコさんを外に脱走させてしまった。

「わ、私、外を探してきます！」

　ベランダから出てリビングを走る途中で、慌てるあまりになにかにつまずき転んでしまった。そんな間抜けな私の上を飛び越えて、久遠さんが先に家を走り出た。




　それからふたりで、マンションの外周を懸命に捜索した。

　側溝や転がっている植木鉢の中、薄汚れたお菓子の袋の中も、ハムスターが隠れそうな場所をくまなく探したのにミカコさんは見つからない。

　大きな背中を丸めて地面に膝をつける、久遠さんの必死な姿に胸がしめつけられた。

『ごめんなさい』なんて言葉では済まされないことをしてしまった。ミカコさんはきっと、久遠さんにとって家族のような存在。もし見つからなかったら、彼はどうなってしまうだろう。早く見つけないと……。

　五時間経ち、六時間経ち、時刻は夕暮れに近づいていた。

　午前中はあんなにいい天気だったのに、いつの間にか空は灰色雲に覆われていた。

　頬にポツリと雨粒を感じる。すぐにサアサア音を立てて雨が降り出し、人も建物もすべてを濡ぬらしていった。

　ずぶ濡れになりながらも探す範囲をかなり広げて、私は今、隣のマンションと民家の間の狭い路地裏にいた。

「夏美、帰るぞ」

　雑草を掻き分け、転がるゴミの中をひとつひとつ確認していると、久遠さんに呼ばれた。

「で、でも……」

「雨が強くなってきた。こうなったら、ミカコも出てこない。ミカコは……きっと、二度と見つからない……」

　久遠さんの着ているボタンダウンシャツが、濡れて体に張りついていた。均整のとれた筋肉質のボディラインがハッキリ分かってしまう。

　いつもならドキドキしてしまうその姿も、今ばかりは苦しく思うだけだった。

　久遠さんの表情はいつもと変わらないように見える。感情を高ぶらせたりしないし、私を怒鳴りつけたりもしない。それでも、土汚れた頬や雨に打たれる姿を見れば、見た目以上に傷つき悲しんでいるのが分かってしまう。

　私のせいで……。私の不注意で久遠さんを悲しませてしまった。ミカコさんだって、あんな小さな体で外界に出てしまい、今頃震えているに違いない。

　彼が私を責めなくても、自分で自分を責めずにいられなかった。

「帰るぞ」

　久遠さんは私に背を向け、歩きだした。

　マンションの外壁と、民家の古びた板壁に挟まれた狭い路地裏。私なら普通に歩けるけど、体の大きな久遠さんは体を斜めにしないと通ることができない。

　私は一歩二歩と後ずさり、彼と距離を取った。

「夏美？」

　久遠さんが肩越しに振り向く。

「私……帰りません。ミカコさんを見つけるまで、絶対に帰りませんから！」

「おいっ！　夏美！」

　路地裏を駆け抜けた私は彼から遠く離れた。

　小さな家々がひしめく住宅地は迷路みたい。もうどこを探していいかも分からないけど、足元を見ながら歩き回る。

　舗装道路の外灯の下に出ると、通行人が「ヒッ」と短い悲鳴を上げた。

　雨の中、傘も差さずにいる私はびしょ濡れの髪が頬に張りつき、おまけに土汚れでひどい見た目だ。お化けに見えても仕方ない。

　雨は止む気配がなかった。辺りはすっかり暗くなり、急に心細くなる。

　ここから、久遠さんのマンションの姿は確認できた。窓に明かりの灯るマンションを見て帰りたくなるけれど、その気持ちを叱しっ咤たする。

　私が悪いのに、このまま帰るわけにはいかない……。




「ミカコさーん、どこにいるのー？　お願い、出てきてよー」

　泣きたい気持ちでマンション近くの住宅地を歩き回っていると、袋小路の突き当たりに、明かりの灯っていない民家を見つけた。周囲の家は皆、窓に明かりを灯しているのに、そこだけが真っ暗だった。

　少し興味を引かれて近づくと、鍵の壊れた門の横に、表札が外された跡があった。

　どうやらここは空き家みたい。

　鉄の門に手をかけて中を覗く。

　玄関先には、よく庭飾りで見かける瀬戸物の小さな人形が並んでいた。引越しの時に連れていってもらえなかったのか、倒れてひび割れ、かわいそうな見た目になっている。そんな小人の置物に混ざり、ハムスターの置物もあった。

　ハムスターは瀬戸物ではなく、プラスチック製。昔流行ったアニメのキャラクターだ。

　それを見て、ミカコさんもここにいるのではないかと思ってしまった。

　一瞬喜びかけたけど、すぐにその考えを否定する。

　早く見つけたいという願望からそんなことを思ってしまっただけで、なんの根拠もない。私はなんておバカな女なのだろう。

　だけど、バカな考えだと分かっていても、やっぱり気になって仕方ない。

　それに直線距離だと、マンションからここまでかなり近い。人間がたどり着くにはぐるりと遠回りする必要があるが、ミカコさんなら隙間や塀を通って短時間でたどり着けるような場所だった。

〝一応〟。〝念のため〟。自分にそんな言い訳をして、門の内側に足を踏み入れた。

　壊れかけた門を通る時、腐食して折れたフレームに服が引っかかり、ビリリと嫌な音を立てスカートが破れてしまう。

　買ったばかりのスカートなのにツイてない。でも破れたのは裾のほうだけで、パンツは見えていない。

　チャイナ服のスリットだと思えば問題ない、と言い聞かせた。

「ミカコさーん、ここにいますかー？」

　返答があるはずないのに、呼びかけながら空き家を半周した。

　裏庭に出ると雑草や庭木が生い茂り、ちょっとした林のようになっていた。そこに目を引くモノがあった。

　古タイヤや板切れ、年代モノの家電製品が積み上げられている。引越しで出たゴミを処分せずに庭に集めて放置したようだ。高さは私の背丈を優に超えていた。

　目を引くモノは、もうひとつ。

　ゴミの山の横に丸いコンクリート製の井戸があった。その上にはベニヤ板が乗せられ、フタがされている。

　都会にも井戸が存在することに少し驚いてから、粗大ゴミの山に視線を戻した。

　ゴミの山はあちこち隙間だらけで、ミカコさんが隠れるにはちょうどいい。雨宿りもできるし、猫やカラスから隠れることもできる。

　薄暗い中で目をこらし、ゴミの隙間を覗き込む。いてほしい気持ちと、そうそう都合よくいるはずはないという気持ち。どちらかというと後者の予想が強い中で探し続ける。

「やっぱりいないよね……」

　そう呟いた時、ゴミ山の上のほうで茶色と白のふわふわした物体が視界の隅に映った。木の板の上に、壊れたトタンを屋根にしてミカコさんがちょこんと雨宿りしていた。

「嘘っ……ミカコさん!?　本当にミカコさん？」

　すぐには信じられなくて、何度もまばたきしてしまう。

　茶色と白の毛色に愛らしい丸いフォルム。その場でコロンと転がって背中のハート型の模様も見せてくれたから、間違いなくミカコさんだと分かった。

「ミカコさーんっ!!」

　嬉しくて、ミカコさん目指してゴミの山をよじ登る。古タイヤを踏みつけて、壊れた旧式テレビに手をかけ、飛び出た板切れにさらに足をかけて、やっとミカコさんに手が届いた。

　ミカコさんは逃げなかった。抵抗することなく私の右手にスッポリ収まってくれた。

　よかった、とホッと息を吐き出す。しかし、安心するのが早すぎた。足場にしていた板切れがバキバキ音を立てていた。

　ヤバイ……。

　そう思った時には、もう遅かった。板がバッキリと折れて完全に足場を失う。

　地面からは二メートルもない場所で決して高くはないのだが、落ちた場所が悪かった。

　ミカコさんを抱えたままドスンと尻餅をついた場所は、古井戸の上。フタにされていたベニヤ板は朽ちてボロボロ。私の体重に耐え兼ねて板がバキバキと割れてしまい、私とミカコさんは井戸の底まで落下してしまった。

　痛い……。

　だけど、軽い打撲とすり傷程度で済んだ。

　井戸は枯れ井戸で、深くはなかった。きっと使われないうちに土で埋まり浅くなったのだろう。

　ミカコさんも無事だった。私の手の中でモゾモゾと体勢を整えている。

　どちらも無事だったことに安あん堵どする。

　さて、これからどうしよう……。

　深くはないけど、すんなり出られるほど浅くもない。地上まで約二メートルといったところ。私の身長は一五五センチなので、四十五センチ跳べば井戸の縁に指がかかるが、残念ながら垂直跳びでそんなに跳んだことはない。

　久遠さんに連絡して……。

　ポケットを探るが、スマホを持っていないことを思い出す。ミカコさんの脱走に慌てていたせいで体ひとつでマンションを飛び出し、なにも持っていなかった。

「ミカコさん、どうしよう……」

　手の中の小さな彼女に話しかけると、体を丸めて震えていた。

　雨は変わらず降り続いている。ミカコさんのチャームポイント、ハート模様も冷たく濡れていた。

　ハッとして、慌ててミカコさんを服の中に入れた。小ぶりの胸で申し訳ないが、胸の谷間で温める。

　季節はまだ夏だけど、雨に濡れたら体温が奪われる。私も寒いけど、私より小さなミカコさんはもっと寒いに違いない。

　胸元だけはこれ以上濡らさぬよう、ベニヤ板の破片を傘にする。井戸の底に座り、空を仰いだ。

　黒い空と生い茂る庭木のシルエットが見える。すっかり夜になっているけれど、街の明かりが微かな光を届けてくれるので真っ暗闇ではなかった。マンションの外壁の端っこも確認できた。

　久遠さんは今頃なにをしているのだろう。私を捜しているだろうか……？

　そう考えて、すぐに首を横に振った。

　夜の雨の中、彼が私を捜して歩き回る姿を想像できない。ミカコさんは大事でも、私は大事な存在ではない。むしろ迷惑と言ってもいい存在だ。

　スパイ容疑だけじゃなく、大切なミカコさんを脱走させた犯人。こんな私を捜しているわけないよね……。

「フフフッ」

　自嘲気味に笑った途端、目から涙がポロポロこぼれた。

　このまま誰にも見つけてもらえなかったら、どうしよう。

「久遠さん……久遠さん……」

　心細さに泣きながら、来るはずないと分かっているのに彼の名前を口にする。

「久遠さーんっ！」

　空に向けて叫んでから、ハッとした。

　今、懐中電灯の明かりが真上を横切った気がした。

「夏美、いるのかっ!?　どこだっ！」

　私を捜す久遠さんの声も聞こえた。

「ここです！　井戸の中です！」

　急いで立ち上がって居場所を教えると、すぐに上から眩まぶしい光に照らされた。

「なんでこんな所にいるんだ！　お前はバカかっ！」

　怒鳴り声も降ってきた。

　だけど、怒られても嬉しかった。迷惑女の私を捜してくれていたと知って、胸が熱くなった。

　久遠さんは木の枝に懐中電灯を引っかけると、私に向けて手を伸ばす。

　その手に掴まるのではなく、胸元からミカコさんを出して差し出した。

　彼は驚き、目を見開いた。

「見つけたのか……」

「はい！　そこの粗大ゴミの山で見つけたんですけど、最後にヘマしちゃってこんなことに……」

　早くミカコさんを渡したくて、彼の手に向けて精いっぱい腕を伸ばした。

　久遠さんも手を伸ばす。ミカコさんを受け取るのかと思ったが、彼が最初に掴んだのは私の手首だった。

　手首にグッと力がこもり、すごい力で引っぱり上げられる。フワリと宙に浮いて井戸から一気に飛び出した体は、たくましい二本の腕にしっかり抱き留められていた。

「夏美、ありがとう……」

　きつく抱きしめられ、耳元で囁かれた。たちまち心臓がバクバク言い始める。

　抱きしめられて舞い上がるほどに嬉しいけど、今の私はずぶ濡れの泥だらけ。

「あの……久遠さんも汚れちゃいますよ？」

　そう言ったのに、体に回される腕は緩むことなく逆に力が込められる。彼は笑って言った。

「泥で化粧して、いつもよりイイ女になったんじゃないか？」

　冗談なのは分かる。でも、『イイ女』と言われて単純に喜んでしまった。

　もしかして、井戸に落ちたおかげで女子力がアップしたとか……？

　彼の胸に頬をつけ、ドキドキしながらそんなおかしなことを考えていた。

　ふたりと一匹で帰りついた時には、時刻は二十二時を回っていた。ミカコさん脱走から十二時間以上が経過していた。

　久遠さんにどうして私の居場所が分かったのかを尋ねると、彼らしい答えが返ってきた。

「この辺一帯の衛生写真をパソコンに取り込んで、夏美を見失った地点をＡとし、そこから移動予想距離に分岐点ＢとＣへ入る確率と時間軸を――」

　説明されてもなにを言っているのかさっぱり分からないが、つまり数学的な計算のもとに捜索ポイントを絞り込み、闇雲に捜し回ったわけじゃないみたい。

　捜すべきポイントにあの空き家が含まれていて、さらには壊れた門に私のスカートの切れ端が引っかかっていたから、あそこだと確信したそうだ。

　雨で冷えた体をお風呂で温めてキレイサッパリ気分よくリビングに戻ってくると、久遠さんがソファに寝転んでミカコさんと戯れていた。胸の上に乗せてヒマワリの種を食べさせ、幸せそうな顔をしている。

　彼の幸せを壊さなくてよかった、とホッとして見ていると、目が合ってしまう。

　久遠さんはソファに身を起こし、「こっちに来い」と命令した。

　もしかして、説教タイムだろうか。ミカコさんを逃がしてしまったことをまだ怒られていない。これからいろいろ言われるのかも……。

　私が悪いので、怒られるのを覚悟して隣に座った。

　すると彼は怒るのではなく、ミカコさんを私の手の中に入れて言った。

「ミカコがお前にお礼を言いたがっている。見つけてくれてありがとう。そう言っている」

　手の中のミカコさんをジッと見る。彼女はもぞもぞと動いてから、落ち着き場所を決めて丸まった。頭を小さな手で擦り、毛づくろいもしている。

　いつもとなんら変わらないハムスター的行動で、お礼を言っているようには見えなかった。

　別にそれでいい。お礼を言われても困ってしまう。私は謝る側なのだから。

　ミカコさんを顔の高さまでそっと持ち上げ、謝った。

「ミカコさん、ごめんなさい。これからは気をつけます。だから……たまにはケージから出して、私と遊んでもらってもいいですか？」

　ミカコさんの代わりに久遠さんが「いいぞ」と許可してくれた。私の手からミカコさんを取り上げ、「いいだろ？　な？」と話しかけてチュッとキスしている。

　ふたりのキスシーンを真横で見ながら、いいなぁ……と、やっぱりうらやましく思ってしまう。

　半開きの口でぼんやり眺めていると、久遠さんが視線を私に流した。

　フッと表情を和らげ、ミカコさんから離した顔をなぜか私に寄せてきた。キレイな指先で私の顎を持ち上げ、端正な顔を斜めに傾けて近づいてくる。そして……。

　形のいい唇が私の唇に触れた。

　それは一瞬のキス。チュッとリップ音を立てて、すぐに離れていった。

　突然のことに私は目が真ん丸になる。

「……どうして」

　たっぷり十秒、驚き固まってから絞り出すように聞いた。

　キスされる理由が見つからない。私を好きになった……？　それなら嬉しいけど、まさかありえない。

　キスの理由を尋ねる私に久遠さんはサラリと答えた。

「うらやましそうな顔をしていたから」

　チュッチュとされるミカコさんを、うらやましいと思って見ていたのは事実。それに気づいた彼は、ついでに私にもキスしてくれた。つまりはそんな理由みたい。

　キスした後も久遠さんは普通の調子で、ミカコさんと戯れつつビールを飲んでいる。一方、私はまだフリーズしたまま。

　今のキスを喜んでいいのかダメなのかをしばらく考えて、ダメでしょ！と結論を出した。

　ミカコさんになりたいと思うこともあるけど、やっぱりこんなキスは間違っている。

　だって私は……私は……ハムスターじゃないんだからっ！

　ひとり、真っ赤な顔して心の中で叫ぶ夜だった。










これがキス




　暦は秋に入った。

　残暑でまだまだビールがおいしい気温ではあるけど、私を含め会社のＯＬたちの装いは秋色に変わっていた。

　十四時。自分のデスクでパソコンに向かい地味な入力作業をしながら、ついため息を漏らしてしまう。

　すると、隣のデスクの由香がすかさず椅子を寄せてきた。

「夏美のため息、今ので二十五回目」

「数えないでよ……はぁ……」

　ため息の原因は、三日後に某ホテルのホールで大々的に開催される新ビールのプレゼン大会。それが終われば、久遠さんのマンションから出なくてはならないことが嫌だった。

「ずっとここに住みたいって、言っちゃえば？」

　同居生活の終わりが見えて落ち込んでいる私に、由香は簡単に言ってくれる。

「そんなこと言えるわけないじゃない！」

　彼女の言う通り、もう少し同居生活を続けたい。でも私には、そんなことを言える資格がない。

　恋人ではないし友達でもない。久遠さんとの関係性を聞かれたら、『同じ会社の他部署の人間』と答えるしかない。とても希薄な関係で、三日後はソレに戻ってしまうのだ。

　初めは同居が嫌だったはずなのに、こんな気持ちになるなんて……。予想外で困る。

「はぁ……」

「二十七回目」

「数えるな！」

　仕事中に椅子をくっつけてヒソヒソやっていると、案の定、庶務課のお局様に叱られてしまった。

「田丸さん！　おしゃべりしないで仕事しなさい！」

　由香は慌てて、自分のデスクへ逃げる。

　椅子を寄せて話しかけてきたのは由香のほうなのに、なぜ私だけ名指しで叱られるのよ……。

「おしゃべりする余裕があるなら、備品保管庫で在庫チェックしてきなさい」

　理不尽ついでに、余計な仕事まで仰せつかってしまう。

　それは庶務課の仕事の中で、最も退屈でつまらない仕事。保管庫に入っている大量の備品を数えて紙に書いていくだけの単純作業だが、ひとりでやれば二時間はかかってしまう面倒くさい仕事でもある。

「はぁい」と不満げに返事をして立ち上がった。

　庶務課を出ていこうとしたドア前で、どこかから戻ってきた三国主任と顔を合わせた。

「田丸さん、どこ行くの？」

　そう聞かれたので、備品保管庫の在庫チェックを命じられたと説明する。

　私が嫌そうにしているのに気づいた三国主任は、「あ～アレは面倒くさいよね。ひとりじゃかわいそうだから手伝うよ」と言ってくれた。

　三国主任の優しさに感激して、曇り空みたいな顔がパッと晴れる。

　両手の指を組み合わせ天使降臨に喜んだ私だけど、なぜか三国主任の顔が青ざめた。

　恐る恐る振り向くと、私の背後にお局様が笑顔で立っていた。

「三国くん？」

　名前を呼ばれただけなのに、ぽってりした天使は態度を一変させる。彼はコホンと咳払いし、上司らしい厳しい顔を作って私の肩をポンと叩いた。

「田丸さん、どんな雑務でも仕事は仕事だから一生懸命にやらないとダメだよ。ひとりでがんばっておいで」

　天使から堕天使へ。彼は優しいのではなく、八方美人なだけだった。

　諦めて、ひとりで備品保管庫に向かう。

　ひんやりした空気と、コンクリートの壁と床。味も素っ気もないスチールラックには、箱に入ったコピー用紙やボールペンなど事務用品がいっぱい積まれていた。

　在庫チェック用のファイルを開くと、前回チェックした日付は十日前になっていた。

　なにこれ……。定期チェックは二ヶ月に一度と決まっているのに、なぜ十日後の今日、再度チェックし直す必要があるのよ。

　これは絶対に嫌がらせ。お局様が私にだけ冷たいのは久遠さんと一緒にいるせいで、若僧の私に先に嫁に行かれる焦りからだと分かっている。

　三日後のプレゼン大会が終われば、久遠さんとの関わりはなくなる。きっとお局様の妬みからも解放されるだろう。

　それは喜ばしいことなのに、ちっとも嬉しくなかった。理不尽に叱られても、面倒くさい雑用をさせられても、もう少し久遠さんの側にいたかった。

　端っこのスチールラックから順に備品を数えて、チェックシートに記入していく。

　広い保管庫の半分、時間にすると一時間が経過した時、ギィィと扉の開く音がした。

　庶務課の誰かが補充用の備品を取りに来たのだと思ったが、違った。入ってきたのは、顔だけ見たことのある若い男性社員だ。同期ではない。おそらく二、三年先輩だと思う。

　キョロキョロしている彼に「お疲れさまです」と声をかけ、一応私の存在を知らせておいた。その後はまた地味なチェック作業に戻る。

　ええと、伝票用紙の詰まった箱が、一、二、三……十箱。印刷用カートリッジの箱が、一、二、三……十四箱。

　残すは大きなスチールラックが五つ。まだまだ数える備品がいっぱいあるけど、やるしかない。

「――ねぇ、聞いてる？」

　ひたすら数え続けていると、ふいに声をかけられた。隣には、さっき保管庫に入ってきた、顔しか知らない他部署の男性が立っている。

『聞いてる？』ということは少し前から話しかけてくれていたみたいだけど、まったく耳に入っていなかった。それは私の集中力がすごいからではなく、単純作業の繰り返しで脳の働きが鈍くなっていたせいだと思う。

　ビクッと肩を震わせ驚いてから、聞いていなかった失礼をお詫びした。

「ごめんなさい！　聞いていませんでした。あの、もう一度お願いします」

　後輩の私の非礼に怒ることなく、彼は笑って言った。

「ホッチキスの替え針が欲しいんだけど、場所分かる？　そう言ったんだよ。随分仕事熱心だね。エライなぁ」

　仕事に熱心なわけではない。心の中は、この作業への不満と文句ばかりだ。

　それでも褒められると、単純な私は喜んでしまう。照れながらホチキスの替え針を取り出し、大箱ごと彼に渡した。

「ありがとう」と白い歯を見せ、彼は爽やかに笑った。

　見るからに好青年。備品の不足は庶務課に連絡してくれたらすぐに届けるのに、わざわざ自分の足で保管庫まで取りに来たことにも好感がもてた。

　そんな彼は、ホッチキスの針を手に入れた後もなぜか帰らなかった。私の仕事を勝手に手伝いだし、いろいろと話しかけてきた。

「田丸さんてさぁ……」

　なぜか私の名前を知っている彼。ここはひんやり寒いので、私は薄手のカーディガンを羽織ってきた。首から下げている社員証はカーディガンの下に隠れて見えない。

　それなのに名前を呼ばれて、あれ？と不思議に思った。

　それでも怪しむことはない。話したことがなくても、末端社員の名前まで覚えようとするエライ人もいるのだと感心しただけ。

　好感度がさらにアップした彼は私の隣で話し続ける。

「庶務の三国さんとは、何回か話したことがあるよ。あの人、優しいよね。俺もあんな上司が欲しかったな」

　三国主任が優しいという神話は、ここに来る前に崩れていた。でも、直属の上司を褒められて悪い気はしない。「私もそう思います」なんて、好青年の彼につい賛同する。

　在庫チェックを手伝ってくれるし、褒め上手だし、なんていい人なのだろう。

　彼は備品を数えて私に数字を伝えながら、今度は別の人物の名前を出してきた。

「田丸さんは、営業部の堂浦さんとも親しいの？」

「堂浦さんですか？　親しいというか……ちょっとしたキッカケで、話すようになりました。毎日からかわれてばかりですけど」

　好青年の彼が、数える手を止めて私を見る。ニコニコと無害な笑顔を浮かべて、「ちょっとしたキッカケってなに？」と聞いてきた。

「それは新ビ……いえ、なんでもないです。話すほどのことじゃないので……」

　いい人そうな彼を疑ったりしないけど、言葉を濁してごまかした。

　久遠さんとの約束を破らないよう、不用意な会話に気をつけないと。

　だけど、なぜか彼は「気になるから教えてよ」と、しつこく食い下がる。

「大したことじゃないので……」

「そっか」

　がんばってはぐらかし続けていると、やっと諦めてくれた……と思っていたが、次に持ち出した話題は確信犯的な内容だった。

「研究開発部の久遠さん。あの人、すごいよね。ここ十年近く、ウチの会社から出る新ビールのほとんどに、あの人が関わっているらしいよ。今までは研究室内での単独開発だったのに、チームを組んでプレゼン大会に初参戦というから驚いたよ」

「そ、そうみたいですね……」

　久遠さんの名前と同時に、〝新ビール〟〝プレゼン大会〟という禁止ワードが出てきて、やっとおかしいと気づいた。

　よくよく考えてみれば、末端社員の私の名前を知っていたことも怪しいし、頼んでもいないのに在庫チェックを手伝ってくれるのも変。会話に出てくる人物も、三国主任、堂浦さん、久遠さんの三人なんて、新ビール・夏美についての情報を探ろうとしているとしか思えない。

　チェックシートから顔を上げて、隣に立つ彼を見た。初めは好印象に見えたのに、一度疑うとその笑顔が嘘くさく見える。

　一歩後ずさって距離を取り、単刀直入に聞いた。

「もしかして、新ビールの情報を探りに来たんですか？」

　好青年だった彼の笑い方が変わった。

「そうだと言ったら、素直に教えてくれるの？　久遠チームの新ビールについて」

　ニヤリと怪しく笑って答える。

　や、やっぱり！と気づいた時には遅かった。じりじりと詰め寄られ、コンクリートの壁に背中をつけて逃げ場をなくした。

「脅されたって、なにも教えませんから！」

　在庫管理ファイルを盾にする。しかし口ではキッパリ拒否しても、内心焦っていた。

　人気のないこんな場所で、手荒なことをされたらどうしよう……。

　そう考えて冷や汗が流れる。

『お前は隙だらけだ』

　以前会議室で久遠さんに言われた言葉を思い出す。

　あの時は押し倒され、かなり効いたはずなのに、相変わらず注意力も防御力もない私って……悲しいほどにアホすぎる。

　今さら反省したところで、状況はなにも変わらなかった。

　壁際まで追いつめられ、絶体絶命のピンチ。彼は怖いくらいに真顔で、私をジッと見ている。それから……いきなり私の足元に土下座した。

「頼む、教えてくれ！　俺のチームの新ビール、今回かなりイイ線いってると思うんだ。あとはプレゼンで、審査員にどれだけ印象を残せるかにかかってるんだよ。最有力候補の情報が手に入れば、有効な対策が立てられる。お願いだから教えてください！神様、仏様、田丸様！」

　田丸、様……？

　プライドゼロで年下の私に頼み込んでいる彼を見下ろし、ポカンとしてしまった。

　危険な目に遭わされることも覚悟していたので、拍子抜けもいいところ。それはよかったけれど、悪人になりきれない彼にどう対応していいのか分からなくなる。先輩社員にこんな真似されても困るだけ。とりあえず、「土下座はやめてください」と言ってみた。

　すると彼は床につけていた額を上げて私を見上げた。その目はキラキラして、女神を見つめる信者みたい。

「土下座をやめれば、情報を教えてくれるという意味だよね？　ありがとう！」

「え!?　それはダメです！　絶対に教えられません！」

「なんだと？　それなら俺は土下座をやめないぞ？　君の足元で額を床に擦り続けてやる」

「それも困ります！　ああっ、そんなに擦りつけたら、おでこが！」

　私の足元で額を激しく床に擦り続ける彼に、慌てた。

　どうしたらいいの？　情報は絶対にリークできないけど、このまま放っておいたら本当に額がすり切れてしまいそうだ。

　彼の前に膝をつき、その頭を両手でガシリと掴んだ。

「やめてくださいと……言ってるじゃないのっ!!」

　力づくで床と額を引き離そうとするも、彼は逆に頭に力を入れてくる。

　その状況で格闘すること約一分。

　渾こん身しんの力を込めて彼の頭を床から三十センチほど浮かせることに成功したけど、今度は手を離してはいけない事態に陥り困っていた。引きはがされても彼は諦めず、床に向けて頭に力を入れ続けている。この状況で手を離したら、頭が床に激突する。すり傷どころか、かち割れて流血騒ぎになってしまう。

　腕がプルプル震えてきた。筋肉が悲鳴を上げ、限界は近いと悟る。

　襲われているわけでもないのに、「誰か助けてーっ!!」と叫んでしまった。

　地下の備品保管庫に私の声がこだまする。

　すると、ガチャリと扉が開いた。ドアの隙間から中を覗くのは、ポッテリ堕天使の三国主任。

　腕の力は抜けないけど、助かったと気を緩め、期待を込めた視線を向けた。

　しかし三国主任は私と土下座くんを見て、驚いたように口をパッカンと開けると、そのままひと言も発することなく静かにドアを閉めて消えてしまった。

　な……なんで逃げるの!?　今、とってもピンチなんですけどっ!!

　再びドアが開いたのは、それから三十秒後のことだった。

　今度はバタンと荒々しく開け放たれて、三国主任ではない誰かが入ってきた。

　私にはもう、ドアを見ている余裕もなかった。腕の力はとっくに限界。プルプルを通り越して、ブルブル震えていた。

　誰かが駆け寄る足音を耳にした瞬間、白衣の裾が視界の隅に映った。同時に、惨事到来。汗で滑って私の両手の間をすり抜け、土下座くんの頭が床に向けて力いっぱい落下する。

　かち割れる！と思い、「キャア」と叫んで、思わずギュッと目をつむる。ゴスンと鈍い音を聞いてから、恐る恐る目を開けると……。

　土下座くんの額が激突した場所はコンクリートの床ではなく、黒い革靴のつま先だった。

　危機一髪。足を滑り込ませた久遠さんのおかげで、どうにか流血事件を避けられた。

　よかったと脱力して、その場にへたり込む。全力を出し切った細腕はまだ小刻みに震えて、回復に時間がかかりそう。

　久遠さんは土下座くんを力づくで立たせると襟首を掴み、右腕一本で彼の体を持ち上げた。土下座くんが「[image: ]……」と苦しげにもがいている。

　そのままの姿勢をキープして、久遠さんが三国主任を呼びつけた。

「おい、三国！　電話の説明と全然状況が違うじゃないか！」

「え、違うの？　田丸さんが土下座を強要していたんじゃないのかい？」

　ドア陰に隠れていた三国主任がお腹を揺すって、ポテポテと近づいてきた。

　は？と聞き返したくなるふたりのやり取りは、詳しく説明してもらうと、こんな内容だった。

　私ひとりに在庫チェックをやらせるのをやっぱりかわいそうだと思った三国主任は、庶務課のお局様の目を盗んで手伝いに来たそうだ。そしてドアを開けようとした時に、中から『誰か助けてーっ!!』という叫び声を聞いた。

　私のピンチを予想してドアを開けた三国主任は、驚くべき状況を目の当たりにする。

　そこには、男性の頭を無理やり押さえつけて土下座を強要している私の姿が……。しかも振り向いた私の表情は嬉々としていて、恐怖を感じたらしい。

　思わず逃げ出した三国主任は、ドアを閉めてから久遠さんにスマホで連絡。

《大変だ！　田丸さんが……女王様化している！　備品保管庫でＳＭプレイ中なんだよ。大至急、彼女を止めにきてくれ！》

　そんなおかしなヘルプコールで呼び出され、久遠さんは五階の研究開発部から地下まで飛んできたというわけだった。

　男ふたりのやり取りを聞いている間、私は金魚みたいに口をパクパクさせていた。

　言いたいことは山ほどあるけど、なにから突っ込んでいいのか分からない。

　土下座くんの頭を必死に持ち上げていた私の姿が、逆に土下座をさせているように見えたなんて驚きだ。嬉しそうな顔も確かに見せたが、それは三国主任が助けてくれると期待したからであって、決して嬉々としてＳＭプレイに励む女王様ではないのに。

　三国主任は頭をポリポリ掻いて、「勘違いしてゴメンね、アハハ……」と笑ってごまかそうとしている。

　久遠さんは土下座くんの襟首を掴み上げたまま呆れた目で、三国主任と、なぜか私まで同列に見ていた。

「あ、の、苦しいです……」

　土下座くんの掠かすれた声を聞いて、やっと話題が彼に移る。久遠さんは彼の社員証を奪ってから手を離して解放した。社員証に鋭い視線を走らせ、低く冷たい声で質問する。

「営業部の山やま田だ太た郎ろうか……。お前のチームのトップは誰だ？　そいつに盗みを命じられたのか？」

「違います！　チームのメンバーは関係ありません！　俺が勝手にやったことで……卑怯な真似してすみませんでした」

　土下座くん改め山田太郎は、素直に謝罪の言葉を述べて頭を下げた。

　相手が私だけの時とは随分と態度が違う。久遠さんに三国主任もいるこの状況では、勝ち目はないと諦めたみたい。

　彼の所属は営業部ということらしいけど、堂浦さんと同じ部署だ。

　営業部はこのふたりしかよく知らないが、もしかして問題児の宝庫なんじゃないかと心配になった。

　チャラ男の堂浦さんだけでも大変そうなのに……。

　その時、ガチャリとドアが開いた。

　口に出してはいないけど、噂をすればなんとやら。堂浦さんのご登場だ。

「はいは～い、なにかおもしろそうなことになってるね。俺ッチも混ぜて！」

　三国主任から大まかな説明を聞いて、堂浦さんは楽しそうに笑った。

「夏美ちゃんの女王様、俺ッチも見たかったな～。もう一回やって？」

「やりません！　そもそも、そんな真似していませんから！」

「そうなの？　うーん、確かに夏美ちゃんは、ＳよりＭって感じかなぁ。属性見極めてあげるから、今度試しに縛らせて？」

　いつものチャラ男ジョークで私をからかってから、堂浦さんは山田太郎に目を向ける。

「山田くん、夏美ちゃんは俺ッチの妹みたいなもんだから、イケナイことしちゃダメよ。次にまた近づくようなことがあれば……容赦しないから、覚えておいてね」

　口調は相変わらず軽いけど、堂浦さんの笑顔が怖かった。笑顔で人を脅せるなんて、堂浦さんならではだろう。

　山田太郎は同じ営業部の一応先輩である堂浦さんに、「すみませんでした！」と勢いよく頭を下げて、逃げるように備品保管庫から出ていった。

　これで二度と山田太郎は私に探りを入れてこないだろう。

　ホッと息を吐き出す私の頭に、大きな手の平が乗せられた。

「よくしゃべらなかったな。偉いぞ」

　久遠さんはそう言って、頭をポンポンと叩いて褒めてくれた。

　誰に褒められるより、久遠さんに褒められるのが一番嬉しい。頭の上の手のぬくもりも嬉しくて、ニヤけてしまいそうになる。

　ニヘラッと緩んでしまいそうな頬を心でしかりつけ、すまして言った。

「そんなの当たり前です。なにがあっても、どんなに脅されても、私は絶対に秘密を漏らしません」

　それは心からの気持ち。久遠さんの不利益になることは絶対にしないと言い切れる。

　それなのに、頭に乗せられていた手が離れていった。

　急にぬくもりを失い不安になり、長身の彼を見上げた。

「それは無理だろう。〝絶対〟はありえない」

「な、なんでですか!?　まだ私をスパイ扱いして疑うつもりですか!?」

　彼の物言いに驚いて、詰め寄るように聞いた。

「お前を疑っているわけじゃないが、人間である以上〝絶対〟はありえないんだ。本能のままに行動する動物とは違う。負の感情に支配され、損得を考えて生きるのが人間だ。お前が人間である以上、絶対はない。よって、完全に信じることも不可能」

　久遠さんは腕組みしながら私を見下ろし、淡々と説明した。

　私を疑っているわけではないが信じてもいない。その理由は『人間だから』？

　なによそれ！と心の中で叫ぶ。

　それなら私は、いったいどうすればいいの？　一〇〇％信じてもらうには、ハムスターになるしかないの？

　情報狙いで困った経験は今回が初めてではない。あちこちのチームから探りを入れられても、がんばってかわしてきた。もちろん久遠さんのために。

　その努力を知ってもなお信じないと言われたら、私のご機嫌は急降下して当然だ。頬っぺたを膨らませて久遠さんに背を向けた。

　すると、肩を掴まれた。

「おい、また怒ってんのか？」

　その手を思いっきり払い落として、再び彼に向き直る。

「『また』ってなんですか！　怒るのは当たり前でしょう？　人がこんなにがんばっているのに、まだ疑うなんて……」

「お前を疑っているわけじゃないと前置きしただろ。人間だから完全に信じるのは不可能だと言ったまでだ」

「同じことです！　私イコール人間！　結局、最後まで疑うんじゃないですか！」

「落ち着け。冷静さを欠いた議論は無意味だ」

「私から落ち着きを奪うのは、いつだって久遠さんですよ!!」

　ギャーギャー文句を言う私と、不機嫌な顔をしつつも冷静に反論する彼。

　三国主任はオロオロし、堂浦さんはなぜかニヤニヤしながら私たちの仲裁に入ってきた。

「大丈夫、大丈夫～。夏美ちゃんはなにがあっても裏切ったりしないから。久遠は人間だから信じられないと言うけどさ、人間だから……いや、胸キュン中の甘あま苺いちごちゃんだから、絶対に信じられるんだよ～。お分かり？」

　ウインク付きで説明されても、まったく分からない。信じてくれるのは嬉しいけど、その理由が『胸キュン中の甘苺ちゃん』？　チャラ男的な理由を挙げられても、納得どころか意味さえ分からない。

　久遠さんも『なにを言っているのだ』と呆れた目で、堂浦さんを見ている。

　誰もが理解できない中で、堂浦さんは自信たっぷりに言った。

「夏美ちゃんは一〇〇％信じていい。その理由を今から形にして見せてあげるよ！」

　ニヒヒと笑った堂浦さんは、いきなり私を正面から抱きしめた。

　香水の匂いのする胸元を反射的に両手で押して拒絶する。そんなに強い力で抱きしめられてはいなかったので、堂浦さんの腕はすぐに外れて私は自力で脱出した。

「なにするんですかっ！　セクハラばっかりで、今度こそ訴えますよ！」

　身構えながら叫ぶ私に堂浦さんはハンズアップで、これ以上なにもしないと表していた。

「まぁまぁ、これはさっき言ったことの前フリみたいなモノだから怒んないで、ね？そして、ここからが本題で～す！」

　どこまでもふざけた態度の堂浦さんは、三国主任になにかを耳打ちした。

　大きく頷く三国主任。二重顎がたゆんたゆんと揺れている。

　なにかを企んでいそうなふたりに、私と久遠さんは首を捻る。

　堂浦さんが久遠さんの真横に移動した。

「あれれ？　久遠ッチの白衣に変なシミが付いてるよ？」

　その言葉に気を取られ、久遠さんは背後の異変に気づかない。

　久遠さんの後ろには数メートル下がった位置に三国主任がいて、ドスドスと走って白衣の背中に体当たりした。

　体重一〇〇キロ超えの三国主任にぶつかられ、久遠さんの体が前に傾いた。同時に堂浦さんが久遠さんに足払いを食らわせる。

　不意打ちの上、ふたりがかりで攻撃されては、いくら久遠さんでも転ぶしかなく、前にバッタリと倒れ込んだ。

　ちょうどその位置には、謀ったように私がいて……。一歩も動けずに巻き込まれ、久遠さんに押し倒される形で床に転んでしまった。

　驚きすぎて悲鳴さえ上げられなかった。

　なにがどうなったのか、ひとつひとつ考える。倒された衝撃は感じたけど、痛みはなく怪我もしていない。それは、後頭部と背中に白衣の腕が回され守られているせいだ。

　久遠さんだけが痛みを感じて、私の上で「ぐっ……」と低く呻うめいていた。

　体の上に彼の重みを感じる。すぐ目の前に喉仏があり、コクリと上下する動きに男性を強く感じてドキドキした。

　私をスッポリと包んでしまう大きな体と長い手足。密着していると白衣越しに筋肉の盛り上がりも感じて、さらに心拍数が上昇する。

「夏美、大丈夫か？」

　私を心配する声が、温かい吐息と共に髪の中に潜り込んだ。

　その声がいつもより艶っぽく聞こえるのは、近すぎる距離のせいだろうか……。

　冷たいコンクリートの床の上で、彼の体温も息遣いも、なにもかもに胸が高鳴っていた。それと同時に、うっとりするような心地よさも感じている。

「大丈夫です……」

　久遠さんだけに聞こえる小声で返事をして、両手を白衣の背中に回した。意図した行動ではなく自然と手が動いていた。

　久遠さんの腕の中は居心地がよすぎて、ずっとこのままこうしていたい……。

　しかし、うっとりタイムはすぐに終了してしまう。

　倒れた私たちを囲んで、加害者二名が話している。

「ほらね？　俺ッチの言った意味が分かったでしょ？　だから夏美ちゃんは信じても大丈夫なんだよ」

　堂浦さんがこんなことをしでかしたのは、私を信じてもいいという理由を形にして見せるため。そんなことを言っていた気がする。

　堂浦さんに抱きしめられて拒絶して、久遠さんの転倒に巻き込まれ思わぬトキメキを味わった。これがなんの証明になったというのだろう。『ほらね？』と言われても、私にはやっぱり分からない。

　だけど三国主任はうんうんと頷き、「なるほど」と納得している。

　久遠さんは「痛って……」と呟くと、私の上から起き上がり、私も引っぱり起こしてくれた。

「あの……これって、どういうことなのでしょう？」

　堂浦さんの説明ではチンプンカンプンなので、久遠さんに聞いてみた。

　久遠さんは天才だから分からないはずがない。それなのに彼は私からスイッと視線を逸らし、「さあな……」と言っただけ。白衣のポケットに両手を入れて、堂浦さんたちに苦情も言わずに出ていってしまった。

　白衣の背中が消えたドアを見ながら、ズルイと思う。

　さっきの顔、絶対分かっている感じだった。男三人が分かっていて、私ひとりだけ分からないなんて……。

　仲間外れにされた気分で、おもしろくなかった。




　九月某日。今日はいよいよプレゼン大会が開催される。

　会場は毎回同じ場所で、都内の老舗ホテル。結婚式の披露宴でも使われる、千人収容可能な大ホールを使用する。

　十時に、私は久遠さんと一緒に会場入りした。

　まず目に入るのはステージ上に掲げられた横断幕。【第五十一回 青空ビール新商品提案会議】と書かれている。

〝会議〟といっても、お堅いモノではない。プレゼンと審査は真剣に行われるが、半分はお祭りで、飲み食いしながら盛り上がることが許されている。

　ステージの前には、社内のお偉いさんたちが座る審査員席。その後ろは、長テーブルに料理が並ぶビュッフェスタイルのパーティー会場になっていた。そこは既に大勢の社員でごった返して賑やかだった。

　女子社員たちの服装はきらびやか。結婚式のゲストみたいな出で立ちで、カラフルなドレスを身に纏まとっている。

　私は落ち着いたピンク系のミディアムドレスを選んだ。パッと見渡した限り、地味な部類に入りそうだ。

　隣に立つ久遠さんも、今日は白衣を脱いで礼服用のダークスーツを着用している。中はカラーワイシャツで、フォーマルすぎずオシャレ度が高い。

　元々なにを着てもかっこよく見えるルックスなのに、キッチリ決め込まれたら見惚れずにいられない。今朝、支度を済ませた彼を見て鼻血を吹き出しそうになったほど、今日の久遠さんは完璧なイケメンだった。

　会場内に入って少し歩くと、ほかの女子社員たちがザワザワし始めた。

「先輩！　あのカッコイイ人誰ですか!?」

「あ～、あの人が噂の久遠さんだよ。有名人なのに出現率が低いという、珍獣みたいなイケメン。中身は研究バカで変人だから、誰も狙ってないけどね」

　かつて社員食堂で聞いたことのあるやり取りが、今日も会場のあちこちで交わされていた。

　どうしても目立ってしまう彼の隣には、ちんまりした私。がんばってオシャレしてもこの程度で、『ごめんなさい』と謝りたくなる。

　会場の奥をふと見ると、由香が私に手を振っていた。

　そうだ！　私には由香がいる。この会場内では、同レベルの由香と一緒にいるほうがいい。

　そう思い、手を振る由香のほうに歩きだそうとしたら……。

「どこへ行く気だ」

　久遠さんに腕を掴まれ、引き戻された。

「同期の子の所へ……」

　そう言うと、「ダメだ」と却下されてしまう。

　もう当日だし情報漏れを心配する必要もないのに、なんで？

「隣にいろ。プレゼン大会に出席するのは初めてで、これでも緊張しているんだ。お前がいると和む」

　そんな言葉を真顔で言われ、目を丸くしてから瞬時に耳まで真っ赤になる。

　甘い展開を期待させるようなセリフが、久遠さんの口から出たのは初めてだった。

　もしかして私は癒し系の素質があるのだろうか。映画のヒロインみたいに、久遠さんの日だまり的存在になっているのだろうか。

　つい期待してしまったが、案の定というべきか、付け足されたのは余計な言葉。

「お前はミカコに似ている。チビだし、ちょこまか動き回って、まるで小動物だな。ミカコを連れてくるわけにいかないから、代わりにお前が隣にいろ」

　赤かった顔色を普通に戻して、ため息をついた。

　なんとなくオチがある気もしていた。期待した自分がバカだったということで、怒るのはやめてあげた。

　その後、ホストみたいな派手なスーツの堂浦さんがやってきて、スーツがはち切れそうな三国主任も合流した。

　男三人の手には、プレゼン用の資料。会場の隅で最終確認を始めた。

　いつになくマジメな三人を見ていると、いよいよ本番なのだという気持ちが強くなってきた。

　秘密を共有したことで、私の中にも新ビール・夏美に対する愛情のようなものが芽生えていた。噂では最有力候補で、久遠さんが関われば間違いないと言われているが、それでもやっぱり緊張する。

　どうか、プレゼンが成功して夏美が商品化されますように……。

　そう静かに祈っていた。

　しばらくすると総務の社員が、司会ブースでマイクを手にしゃべり始めた。

《ただ今より、第五十一回 青空ビール新商品提案会議を開催いたします。商品化の栄光と賞金二〇〇万円は、はたしてどのチームに与えられるのか！　皆さん、お食事を楽しみながら、目と耳はステージに――》

　開会のアナウンスに拍手が鳴り響く。

　会場の照明が一段階落とされ、代わりにステージがライトアップされた。

　まずは社長の挨拶から。ステージ上のマイクスタンドに向かう社長に、クスクスと笑いが起きた。

　我が社の社長は滅多に表舞台に出てこないけど、一度見ると絶対に忘れられない人である。

　白髪に白ヒゲ、黒縁メガネ。真っ白なスーツにステッキを持つ、初老の紳士。絶対に狙って真似しているでしょう？と聞きたくなるその風貌は、そう、フライドチキンで有名なあの人形、カーネル・サンダースにそっくりだ。顔は日本人なので、和風カーネル・サンダースと呼んでいいかも知れない。

　挨拶の後は、重役の音頭で自社ビールで乾杯する。

　それからが戦いだ。各チームの真剣勝負のプレゼンが始まった。

　一組目は経営企画部の課長、大おお真ま面じ目めさんをリーダーとする四人組。

　開発したビールの特徴や製法をスライドを使って説明し、後は堅い文章を読み上げるだけのプレゼン。まさに名前通りの、マジメな人たちが作ったマジメなビール。

　審査員席のお偉いさんたちの反応が、なんだかつまらなそうに見えるのは気のせい？

　開発した新ビールは審査員だけでなく、この会場にいる全社員が口にできるようになっている。会場の中央の丸テーブルに、卓上ビールサーバーが運ばれてきた。

【Ｎｏ・１／大真面目チーム】と名札の付いたサーバーから、総務の人がテイスティング用のグラスに注いでテーブル上に並べていく。

　それを皆が次々と手に取り、試飲していた。

　三国主任がグラス四つをまとめて取りに行ってくれて、私もそのビールを口にした。

　やはりマジメなビールだった。これといった特徴がなくてつまらない。かつてどこかで飲んだことがある気がする。そんな印象しか与えない。

　久遠さんの顔を窺うかがい見ると、ひと口飲んでやめている。

　審査員がどう評価するのか分からないけど、このビールは選ばれないだろうと感じた。

　持ち時間はビールの試飲も含めて、ひとチーム十分程度。

　二組目がステージ上に現れると、会場がワッと沸く。

　秘書課の三人と受付嬢がふたり。五人の美人社員がアイドルふうにコスプレして、曲に合わせて歌いだす。歌の途中でオジサン社員三人が出てきて、ヤメロヤメロというジェスチャーをして、彼女たちをステージから下ろした。そして……。

　曲が切り替わり、オジサンたちがキレッキレのＥＸＩＬＥふうダンスを踊り始めるから、会場内が大爆笑。

　総勢八人のこのチームは、則のり竹だけチーム。リーダーは広報部の部長、則竹さん・五十六歳。毎回エントリーしてくるチームだけど、真剣にビール開発をしていない。余興的な存在で、前回は歌って踊って『ビール持ってくるの忘れました』と頭を下げて帰っていった。

　今年もそうなのかと思ったら、説明はいっさいなしだけど、ちゃんとビールが運ばれてきた。

　三国主任がまとめて取ってきてくれたグラスに口を付けると……それはただの炭酸入り麦茶。会場が笑いに包まれていた。

　こんなチームもあり、真剣にビール開発するチームも、もちろんたくさんあり。それが、おもしろいビールを次々と世に出したいと考える青空ビールの社風なのだ。

　開始から四時間が経過した。一時間おきに小休憩をはさみ、各チームのプレゼンテーションが続いている。

　最有力候補の久遠チームは大取りで、最後のプレゼン。まだまだ順番は回ってこない。ビュッフェの料理をつまみながら、ビールの試飲を繰り返す。

　さすがにすべてのビールは飲めないので後半は気になるチームのビールだけ味見していたが、それでも酔いが回ってきた。

　三国主任が椅子を持ってきてくれて、会場の端で座りながらステージ上をボーッと見つめる。

　揺れる視界に映るのは、見たことのある人。若い男性社員が熱弁を振るっている。

《――以上が、このビールの特徴です。僕たちのありったけの情熱を注ぎ込んだ自信作です。どうか審査員の皆様の、清き一票をお願いいたします!!》

　まるで選挙演説みたいなプレゼンをしているのは、三日前に備品保管庫で土下座していた山田太郎だった。

「田丸さん、山田くんのビールも試飲するかい？」

　すっかりグラスの運び役となってしまった三国主任が、私に聞く。

「ふぁい。ろみます～」

　飲みますと言ったつもりで、本日、十数杯目のグラスを受け取ろうとした時……。

「もうやめとけ。お前は酒に強くない。それ以上飲むと倒れるぞ」

　そう言って、久遠さんが私の手首を掴んだ。

　久遠さんはまったく酔っていなかった。同じくらい……いや、すべてのビールを試飲している彼は、きっと私の倍は飲んでいる。それなのに、至って普通の顔色でイケメンフェイスは崩れない。

　そのアルコール耐性能力をすごいと思うと同時に、悔しくもなる。

　私だってビール会社の社員なのに、このくらいで倒れると思われては心外だ。

　掴まれている手と反対の手ですばやくグラスを掴み、一気に飲み干した。

「夏美！」

　久遠さんに怒られた。

「だ、大丈夫かい？」

　三国主任に心配された。

「あらら～。夏美ちゃん、デキ上がっちゃったね。これが普通の飲み会なら、お持ち帰りのチャンスなんだけどな～」

　堂浦さんがチャラ男的な意見を述べた時、視界がグニャリと歪ゆがんだ。

「ころくらい……らいじょーぶれす……」

　その言葉を最後に視界はブラックアウト。抗あらがいようのない強烈な睡魔に襲われた。

　椅子から滑り落ちそうな体がフワリと持ち上げられる。瞼まぶたが重くて目を開けられず自分の体がどうなっているのか分からないけど、なんだか心地がよくてフニャッと笑みがこぼれた。

「ったく……」

　呆れたような声を耳にした後は、意識が完全に夢の中に落ちていった――。




　――ビールの泡のような雲の上に、ひとりポツンと立っていた。

　すぐに、これは夢だと気づく。

　雲の地面の上には雲の小さなテーブルがあり、その上に実家と同じ電話機が置いてある。プルルルとベルが鳴っているので、受話器を持ち上げ耳に当ててみた。

　聞こえてきたのは母の声。

《夏美、ちゃんと処女を守ってる？　お母さんはね、結婚してくれない男の人を好きになって苦労したんだから、夏美にはちゃんとした恋愛をしてもらいたいの。分かるよね？　マジメで優しくて、将来いい夫になりそうな人じゃないと、恋をしてはいけないよ》

　幼い頃から言われ続けて、脳細胞のひとつひとつに染み込んだ母の持論。そのセリフに今までは素直に頷いていたけど、聞き返してしまった。

「勝手に好きでいるのもダメなの？　お母さんあのね、私、好きな人がいるの。その人はきっと結婚しない人。昔、恋人に裏切られたことがあるんだって。ビール研究とハムスターは愛せても、彼はきっと女の人を好きになったりしない。だから……恋愛にはならないの。私が勝手に好きなだけ。それならいいでしょ？　恋人とか付き合うとかじゃなく、ただ好きを続けるだけならポリシーに反していないよね？」

　私の問いかけに、母から答えは得られなかった。ピーガガガ……と雑音が入り、通話が切れてしまう。

　受話器を置くと電話は薄れて消えてしまい、代わりに目の前にドアが現れた。ダークグリーン色した重厚感ある扉は、久遠さんのマンションのドアだ。

　ドアが開いて中から出てきたのは、白衣の彼。肩にはミカコさんが、ちょこんと乗っている。私の前でふたりは頬をすり合わせ、ラブラブっぷりを見せつけてきた。

　嫉妬する私はハムスターのように頬を膨らませた。そんな出迎えはいらないと、久遠さんの横をすり抜け部屋に入ろうとしたら……。

　長い腕に阻止されてしまった。ドンと肩を押されて、雲の地面に尻餅をつく。

　転んだ私の上に、大きなボストンバッグが投げられる。それは、彼のマンションに来た時に衣類や日用品を詰め込んできたバッグだ。

「久遠さん？」

　バッグを投げられた意味が分からず首を傾げる私に、彼は言う。

「お前の家は、もうここじゃないだろ？　プレゼン大会は終わった。二ヶ月の同居も終わりだ。さっさと自分のアパートに帰れ」

　見下ろす視線も言葉も冷たくて、冗談で言っている雰囲気は微塵もなかった。

　これは夢だと自覚しているはずなのに、胸が痛くて仕方ない。慌てて立ち上がり訴える。

「追い出さないでください！　私、もう少しここに住みたいんです。久遠さんと一緒にいたいんです。お願いです、ここに置いてください！」

　必死に声を上げ、彼の気持ちを動かそうとしたが無駄だった。彼はもう私の声を聞かないし、見もしなかった。ミカコさんだけに優しい笑顔を向け、私には背を向ける。

　そのままふたりは家の中に入り、ドアが閉ざされた。

　ドアノブを回しても、押しても引いてもドアは開かない。

　みるみるうちに、私の目に涙が溜まる。

「開けて……開けてください、久遠さーんっ――」




「――[image: ]？　なにを開ければいいんだ？」

　そんな声が聞こえて目を開けた。頭が鈍く痛み、顔をしかめる。

　自分が今眠りから覚めたところなのは分かっているが、周囲の状況をうまく掴めない。

　寝ている場所はどうやらベッド。シックでモダンなデザインの天井や壁紙に囲まれている。

　ここは私のアパートでも、久遠さんのマンションでもない。左を見て上を見て最後に右を見るとハンサムフェイスがすぐ真横にあって、驚いて跳ね起きた。

　状況から察するに、なぜかシングルベッドで久遠さんと一緒に寝ていたみたい。

「なななな、なんで……」

　ベッドの端で布団を抱えて混乱する。

　彼はあくびをして起き上がり、ベッドから下りた。小さな冷蔵庫にスポーツ飲料のペットボトルを取りに行き、わざわざキャップを外してから私に渡してくれた。

　まだ驚きの中にいたけれど、喉も渇いていたのでそれに口を付ける。

　久遠さんはベッドの縁に腰を下ろして長い足を組み、簡単に状況を説明してくれた。

　どうやら私は十数回のテイスティングですっかり酔っぱらい、会場で眠り込むという失態をやらかしたそうだ。

　ここはプレゼン会場のあるホテルの客室で、私を休ませるためにわざわざ部屋を取ってくれたみたい。

　ふと壁掛け時計を見ると、時刻は十七時を回っていた。窓から夕日が差し込み、ベッドにオレンジ色の帯が伸びていた。

　一緒に寝ていた驚きなど瞬時に吹き飛び、別のことに慌て始めた。

「プレゼン大会は？　新ビール・夏美は？　どどどどーなったんですか!?」

　抱えていた布団を投げ捨て、久遠さんのワイシャツの腕にしがみつき返答を待つ。

　すると、彼は私から目を逸らした。足元の絨じゅう毯たんを見つめて黙り込んでいる。

　そんな反応を見せるということは、ダメだったの……？

　プレゼン前の久遠さんからは自信が感じられた。最有力候補と言われ前評判も高く、きっと勝つだろうと思っていた。それなのに負けてしまったなんて……。

　酔いも頭痛も忘れて、ガッカリした。

　久遠さんは俯いたまま顔を上げない。

　大きな背中がいつもより小さく見えて、悲しくなった。

　だけど、きっと久遠さんの落胆のほうが遥はるかに大きいはず。私が今やるべきことは、ヘコむことじゃない。なんとか励まさないと。

「あの……今回は残念でしたけど、また半年後にプレゼン大会がありますし……。そ、それに夏美はダメでも、研究開発部で手がけたビールは次々商品化されているんですよね？　久遠さんが世に出したビールは数多くあると聞きました。すごいです。本当にすごいと思います。ですから、あの……そんなに落ち込まなくても……」

　なんと言葉をかけていいのか分からなくて、しどろもどろに声をかけた。

　すると、落ち込む彼の肩が小刻みに震えだした。片手で顔を覆っているし、泣いているのかと思い、私は慌てた。

「久遠さん、ええと、あの……そうだ！　泣くなら、胸を貸しましょうか？」

　途端に、ブフッと吹き出す声が聞こえた。顔を上げて振り向いた彼はおかしそうに笑っていた。

　久遠さんはひとしきり笑ってから意地悪な笑みを浮かべて、ポカンとしている私に言った。

「勝った。夏美が来年夏の新商品に決まった。ビールもプレゼンも完璧だ。俺の作ったモノが負けるわけないだろ」

　一瞬、無言になる私。騙されたと気づいて久遠さんに詰め寄った。

「ひどいです！　私、本気で心配したのにっ！」

　ベッドの上で膝立ちし、当たらないと分かっていながらパンチをくり出す。

　その手はやっぱり宙で捕らえられてしまった。手首を強い力で引っぱられ、気づけば彼のワイシャツの胸に頬を当てていた。

　背中に回されているのは、たくましい二本の腕。

　抱きしめられている気がするのは、気のせい……？　それともこれは、夢の続き？

　心臓が爆発しそうに高鳴る中で、低く艶のある声が耳に忍び込む。

「夏美、二ヶ月間、情報を守ってくれてありがとう。同居を強いて悪かったな。これからは、お前の自由にしていいから……」

　さっきの夢みたいに冷たいセリフじゃないけど、言われた内容は同じ。二ヶ月の同居はもうおしまい。マンションから出ていけと言われているのだ。

　温かい腕の中で目に涙が溜まっていく。

　もっと同居を続けたいと夢の中では言えたのに、現実では言えるわけがない。彼女でも友達でもない。同じ会社の人間という希薄な関係で、同居をせがむ資格はない。

　こんなに胸が苦しいのは、久遠さんに惚れてしまったせいだ。こんなことなら好きにならなければよかったのに……。

　久遠さんに気づかれないようにそっと涙を拭いた時、部屋の外に笑い声を聞いた。

「でさ……俺ッチが……アハハハッ」

　それは間違いなく堂浦さんの声。きっと隣には、三国主任がいるのだろう。声は徐々に大きくなって、ふたりの会話がハッキリ聞き取れるまでになった。

　この部屋のドア前で話し込んでいる。そんな感じの聞こえ方だ。

　商品化と賞金を勝ち取って上機嫌の堂浦さんが、得意げにしゃべっていた。

「俺ッチの言った通りだろ？　作戦が見事にハマったって感じ？　女のことなら、任せといて～！」

　どこかで女子社員を口説いてきたのだろうか。それとも、合コンの約束でも取りつけてきた？

　相変わらずどうしようもない人だと思いながら聞いていたが、話の雲行きが徐々に怪しくなってくる。今度は三国主任の声がした。

「そうだね。堂浦の言った通りになったよね。正直、田丸さんが誰かにしゃべってしまっても仕方ないと諦めていたよ。女性は口が軽いからね。田丸さんから情報が漏れずに済んだのは、堂浦のおかげ。作戦勝ちってところかな？」

「だよね～。俺ッチの作戦勝ち！　夏美ちゃんくらいの女の子なら、ちょろいちょろい！」

　ふたりはきっと、私がまだ酔って寝ていると思っているのだろう。男たちの本音を初めて耳にする私は次第に青ざめていく。

　作戦勝ち？　堂浦さんの言った通りになった？

　私に関するその話は、どう考えてもいい内容には聞こえなかった。久遠さんの胸から顔を離して真顔で聞いてみる。

「作戦ってなんですか？　私ならちょろいって、いったいどういう意味ですか？」

　久遠さんが私を離した。舌打ちしてベッドを下り、足早にドアに向かう。

　ドアの外のふたりを止めに行ったようだけど、一歩遅かったみたい。久遠さんがドアを開ける前に、聞きたくなかった決定的なセリフが私の耳に届いてしまった。

「夏美ちゃんを久遠に惚れさせる作戦、大成功だよな～。女の子は口が軽いけど、恋する女の子だけは別。彼のためならなんでもしちゃうし、秘密も守れちゃう！　夏美ちゃんて、まっすぐで騙されやすくて本当かわいい。惚れる相手が久遠じゃなく俺ッチでもよかったけど、夏美ちゃんのタイプが――」

　ドアの向こうで会話はまだ続いているが、後半部分まで耳に入らなかった。

「やめろ！　夏美が聞いてる！」

　ドアを開けて声を荒げた久遠さんの声も耳に入らない。

　私が久遠さんを好きになったのは、自然な成り行きじゃなかった……？　ドキドキさせられたすべてのシーンは、私を惚れさせるために仕組まれたこと？

　一度そう思ってしまうと、すべてが演技に思えてしまう。

　酢豚を作ってくれたことも、隙だらけだと注意されたことも、ミカコさんの脱走で井戸に落ちた私を助けてくれたことさえ……。

　その作戦は、いつから始まっていたの？　もしかして、同居しろと命令された初日から？

　同居の目的は単なる監視ではなく、私を惚れさせるため。女は口が軽いと決めつけバカにして、男三人は情報漏れを防ぐためだけに私の恋心を利用した。

　ひどい……そんなの、ひどすぎる……。

　悲しみとも怒りともつかない感情で、胸の中が埋め尽くされる。本当は声を大にして苦情を言ってやりたいところだが、グッと我慢する。

　私は分別ある大人だ。ホテルの廊下で騒ぎ立てるべきではないと分かっている。大声ではしゃいで人を傷つける言葉を口走る、堂浦さんなんかよりずっと大人なのだから……。

　溢れそうな悔しさと怒りを飲み込み、ベッドサイドに置いてある自分のバッグを手に取った。パンプスに足を入れてドレスのシワを伸ばし、背筋を伸ばして出口に向かう。

　廊下に出ると、気まずい顔した男三人が揃って私を見た。

　三国主任はオロオロし、頭を下げてすぐに謝ってきた。

「田丸さん、申し訳ない！　今のは言葉がすぎただけで、決して君を罠にハメたわけでは……」

　さっき思いっきり『作戦が見事にハマった』とふたりで話していたのに、今さらなにを言う気だと呆れてしまった。

　堂浦さんは顔の前で両手を合わせて弁解を始める。

「ごめん！　勝利にテンション上がって口走っただけだから、聞き流して！　すべては俺ッチの戯れ事。硬派な久遠がそんなこと考えるわけないって、夏美ちゃんなら分かるよね？　ね？」

　分からない。分かりたくもない。どうせ、その言い訳も嘘なんでしょ。まっすぐで騙されやすい。私はそんな女らしいから。

　言い訳されても逆効果。どこまで人をバカにすれば気が済むのかと、せっかく押し止めた怒りがグラグラ煮え立ち、また溢れそうになる。

『私は大人だ』と言い聞かせ、唇を噛みしめ怒りに堪えていると、最後に久遠さんが口を開いた。

　ふたりと同様に陳腐な言い訳をする気か、と思いっきり睨み上げる。ところが、言われたのは謝罪でも言い訳でもなかった。

「唇を噛むな。血が滲にじんでいるぞ。お前はすぐに怒る。怒れば論理的思考を失い、正誤を見間違う。まずは怒りを鎮めろ。冷静になれ」

　これでも必死に冷静でいようとがんばっているのに……論理的思考を失うですって？　すぐに怒る、感情的思考の持ち主で悪かったわね……。

　久遠さんの腕が伸びて、親指と人差し指で私の下唇に触れてきた。

「噛むなと言っているだろう」

　その言葉で、ついに怒りは我慢の閾いき値ちを超えた。彼の手を払いのけ、大声で怒りをぶつける。

「こんな時に、なんで上から目線で命令するのよ！　常識ある大人なら、まずは謝るべきでしょ。サイテーです！　久遠さんなんて……大嫌いっ!!」

　私にとっては最上級の暴言を吐き、男たちに背を向けて廊下を駆け出した。

「夏美、待てっ！」

　久遠さんの声と足音が後ろに聞こえたが、追いつくことはなかった。

「堂浦、離せ！」

「今はダメだって！　怒りマックスの女の子には、時間を置いてからのほうが――」

　どうやら堂浦さんに止められたみたいだ。

　そんな男たちのやり取りも、距離が離れればすぐに聞こえなくなった。

　走りに走った。エレベーターに乗り込み一階で下りてからも走った。

　早く帰りたい。久遠さんより先にマンションに戻って荷物をまとめて、さっさと自分のアパートに帰るんだ。

　おかげで、同居生活が終わる淋しさなんて跡形もなく吹っ飛んだ。

　久遠さんを恋しく思う気持ちはまだ残っているけど……それもすぐに消してやる。

　一階フロアを走る私に、ホテルの従業員が怪け訝げんそうな目を向けている。その人とすれ違ってからピタリと足を止めた。

　いつまで走っても、フロントや玄関のあるロビーにたどり着かない。周囲を見回して、今立ち止まっている場所はさっきから何度も通っている場所だと気づいた。

　ここは、大ホールの前。すっかり片づいているけど、数時間前までプレゼン大会が開かれていた場所だ。

　思いっきり出口と逆側に走ってしまった。しかもこの辺りは回廊になっているから、無駄にぐるぐると同じ場所を走ってしまった。

「私、なにやってんだろ……」

　自分の間抜けさに呆れたおかげで、怒りはいくらか抜けた気がした。

　フゥーと長いため息を吐き出してから、正しい出口の方向へ踵きびすを返す。振り向いた瞬間、目の前に人がいて、驚きで体をビクつかせた。

　目の前に立っていたのは久遠さんだった。呼吸を乱しているところを見ると、走って追いかけてきたようだが、真後ろに立たれたことさえ気づいていなかった。

「迷ってたのか？　出口はこっちじゃないぞ」

　久遠さんに図星をつかれて、赤面する。

「そ、そんなの、分かってます！　会場に誰か残っていないかと思って、ちょっと見に来ただけです」

　頬を膨らませて彼の横をすり抜けようとしたが、ガシリと腕を掴まれた。振りほどこうとしても強く掴まれ解けない。

「離してください！」

「ダメだ。誤解を解くまで離さない」

「誤解？　言い訳の間違いじゃないですか？　離して。離さないと、痴漢だって叫びますよ」

　精いっぱいの抵抗を見せると、チッと舌打ちが返ってきた。

　腕を掴んでいた彼の手が外れたと思ったら、今度はすばやくウエストに回される。急に視界が傾いた。

　軽々と持ち上げられて、「キャア」と叫んだ時には、私の体は彼の肩の上にあった。くの字に折れ曲がった姿勢で、彼の引き締まったヒップラインを見下ろすというおかしな状況。

　私を担いで久遠さんが向かったのは、大ホール横にある【Private】と書かれたドア。

　従業員しか開けることの許されないそのドアを勝手に開けて、久遠さんは中に入ってしまった。

　カチッと音がして真っ暗な空間に電気が灯る。ホールの天井に輝くシャンデリアと違い、この小部屋の天井は小さな裸電球ひとつのみで薄暗い。部屋というより物置だった。

　布張りの椅子を高く積んだ塔がいくつもある。それと、大小さまざまな丸テーブルの天板が、壁に整然と何十枚も立てかけられていた。

　椅子とテーブルがギッシリ詰まり、人間が入れるスペースは入口付近しかなかった。

　わずかな隙間で、やっと肩から下ろされる。

　ドア側には久遠さん。ドアに背をもたれているから逃げ出すことができない。

　不機嫌そうな顔で腕組みし、私を見下ろして彼が言う。

「お前は誤解しているだけだ。俺は騙していない。堂浦の作戦は確かに同居の途中で聞かされていたが、それに乗ったことは一度もない」

　久遠さんの瞳が揺れることはなかった。

　まっすぐなその目は嘘をついているようには見えないけれど、今の私には信じることができない。懐疑心いっぱいで言い返した。

「嘘つき！　しっかり騙されて、結果として堂浦さんの思惑通りになったもの！」

「結果としてそうなったとしても過程は違うだろ。夏美の前で俺は常に平常通りの自分でいたつもりだ。演技じゃない素の俺に、勝手にお前が惚れただけだ」

「なっ……」

　なんて言いづらいことを、ハッキリ言うの……。

　顔が瞬時に真っ赤に染まり、恥ずかしさで涙目になってしまう。

　羞恥の極地に立たされる私を、久遠さんはいっさい照れることなくジッと見ていた。

　恥ずかしさに悔しさも入り混じり、半ば自暴自棄になる。好きな人によく見られたいという乙女心は吹き飛んで、感情をぶちまけた。

「『勝手に惚れた』ですって!?　自分に非がないとでも思っているんですか？　久遠さんの見た目は、私の好みのど真ん中なんです。中身が変だから好きになることはないと思ったのに、ドキドキさせるような真似ばっかりするから惚れちゃったじゃないですか！」

　理不尽な責め方をしているのは分かっている。それでも文句を止められない。

「最初は強制同居にムカついたけど、今じゃ同居を延ばせないかと悩むほどに好きにさせられたんですよ？　すべて久遠さんが悪い！　作戦や演技じゃなくても私をドキドキさせる久遠さんが悪いんです。押し倒したり、助けてくれたり、キスしたり……いつも私は振り回されてばっかり！　なんなのよ、もうっ!!」

　一気にまくし立て、ハアハアと息を荒げた。

　論旨は目茶苦茶。感情だけの言いがかりで、まるで子供みたいだと分かっている。それでも引くに引けず、敵意のこもる視線を目の前の彼にぶつけ続けた。

　久遠さんは終始黙って聞いていた。それから裸電球の弱い光を眺め、なにかを思い返しているような仕草を見せた後、驚くことを口にした。

「押し倒したことは認めるが、キスってなんだ？　お前にキスした記憶はないぞ」

　目と鼻と口を全開にして、私は驚いた。

　ミカコさん脱走事件の後、彼に構われるミカコさんをうらやましげに眺めていたら、ついでに私にもキスしてくれたじゃない。アレは、確かにキスだった。唇が触れて、チュッとリップ音も耳にした。久遠さんはまさか……あの出来事をすっかり忘れている？

「ひどい……ミカコさんを見つけた後のキスを忘れるなんて……すごくドキドキしたのに……ひどすぎる……」

　本気で記憶にないような顔をしている彼と、今思い返してもドキドキしてしまう私との温度差を痛感して、ショックのあまり唇を震わせ呟いた。

　すると、久遠さんはやっとあの日のキスを思い出したようだ。

「ああ、アレか」

　事もなげに言ってから突然、機敏に動いた。

　気づけば私は再び捕らえられていた。彼の右手は私の後頭部に、左手はウエストに。引き寄せられて体の距離はゼロになる。

　目の前には切れ長の美しい瞳。その瞳はいつもと明らかに違っていた。こんなにも色香を放つ彼の瞳を見たのは初めてだった。

「あんなのはキスと呼ばない。ただのスキンシップだ。キスというモノは……コレだろ」

　言い終わると同時に唇が重なった。熱い舌先に唇をこじ開けられ、すぐに口内へ侵入されてしまう。

　彼の胸を押して一応の抵抗を見せたけど、ビクともしない。後頭部に当てられた手は髪の毛に潜り込み鷲わし掴づかむから、顔を背けることもできなかった。

　彼の舌先が私の口内で我が物顔に振る舞う。歯列をなぞり、内壁をくすぐり、舌に絡みつく。

　緩急をつけたその動きは、キス経験の乏しい私にもうまいと分かる。すごく気持ちよくて、さっきまで怒り心頭だったはずなのに、されるがままに暴挙を許してしまう。

　口内に広がる快感で頭にぼんやり霞かすみがかかり、でも心拍数だけは振り切れそうなほどに上昇の一途をたどっていた。

　私がまったくの無抵抗になると、腰に回されていた彼の左手が動きだす。ミディアムドレスの背中のファスナーを下ろされ、ブラジャーのホックを外された。大きな手の平が背中の素肌に当てられ、弧を描いてゆっくり動く。

　かつて味わったことのない甘美な刺激に身み悶もだえた。息が上がり、唇の隙間から喘あえぐように酸素を吸い込んだ。

　深くて淫らな大人のキスは数分続き、やがて立っていることもできなくなる。膝がカクカク震えだし、崩れ落ちそうになったところを両腕で強く抱きしめられた。同時にやっと唇が解放される。

　自由になっても、ひとカケラの言葉さえ出てこない。呼吸するだけで精いっぱいだった。

　仰ぎ見ると真上に、濡れた彼の唇が目に入る。まだ色気を消していないその唇が動いた。

「これが、キスだ」

　そう言われてしまうと、ミカコさんのついでにしてもらった触れるだけのキスは、確かにキスとは呼べない。

　これが、キス。私たちのファーストキス……。

　まだ足に力が入らず、ひとりで立てそうになかった。そんな私を久遠さんはしっかり抱いて支えてくれる。

　仕立てのよいダークスーツの背中を、私もギュッと両手で掴んだ。

「お前が理解するべきことは、ふたつだ。ひとつは、堂浦の作戦に俺は加担していないということ。堂浦や三国だって口先だけだぞ。実際に、お前の気持ちを無理やり操ろうとしてはいなかっただろ？」

　落ち着き払った低音ボイスで諭され、彼の言葉が今はすんなり頭に入ってきた。

　ものすごいキスで衝撃が上塗りされたおかげで、責める気持ちを失っていた。久遠さんが言うなら、そうなのだろうと信じることができた。私の恋心は誰に操られたものじゃなく、自然に生まれたものなのだ、と。

　久遠さんが好き。好きだからもっと一緒にいたい。でも、これでおしまい。同居は解消され、後は距離が離れていく一方なのだ。

　淋しい気持ちになり、泣きたくなる。彼の胸に顔を押し当て表情を隠した。その姿勢で、続きの言葉を黙って聞いた。

「ふたつ目は同居についてだ。それもお前は勘違いしている。これで終わりだと思っているようだが……俺がなんて言ったか忘れたのか？　さっき客室のベッドで言ってやったばかりだろう？」

　客室のベッドで言われた言葉？

　少し前の出来事に思いを馳せる。

　そういえば……久遠さんは私を抱きしめて、こう言った。

『二ヶ月間、情報を守ってくれてありがとう。同居を強いて悪かったな。これからは、お前の自由にしていいから……』

　私の自由にしていい？　つまり、この後のことは私が自由に決めていいってこと？

　彼の胸からパッと顔を離して見上げる。

　形のいい唇は微かに笑っているようにも見えた。

　期待に胸を震わせ、聞いてみる。

「私……これからも久遠さんのマンションに住んで……いいのですか……？」

　ドキドキしながら、期待する言葉を待っていた。

　久遠さんは口を開きかけたが問いには答えず、なぜか表情を険しくした。彼が鋭い視線を向けた先には壁があった。

　私にも異変が伝わる。急に壁の向こうがザワザワし、話し声が聞こえてきたのだ。

「おーい、全員集合！　明日十時開始の結婚披露宴の準備だ。円卓数四十。イス数三百二十二。高砂用テーブルは大のほうで」

「チーフ、サイドテーブルは設置しますか？」

「いらない。それとドリンクカウンターは――」

　壁を一枚隔てた隣は大ホールで、そこではどうやら従業員たちが明日の準備に動きだした様子だ。

「マズイ……」と呟き、久遠さんは腕の力を抜いた。

　体重のほとんどを彼に預けていた私は支えの腕を失い、その場に尻餅をついてしまった。

　久遠さんがすばやくスーツのジャケットを脱いで、私に羽織らせる。背中のファスナーはまだ開いたままで、ブラのホックも外されたまま。それらを直すより、自分のジャケットを羽織らせたほうが早いと考えたようだ。

　壁だと思っていた一面は、電動式シャッターだった。スルスルと上がり、目の前に大ホールが広がっていく。直接ホールに繋がっていて、椅子やテーブルの出し入れができる仕組みになっているようだ。

　裸電球ひとつの薄暗さから、急に眩しい光を浴びた。

「わっ！　人がいる!?」

　椅子の塔を運び出そうとしたホテルマンが、私たちに気づいて驚きの声を上げた。

「夏美、逃げるぞ！」

　久遠さんが私の手を引っぱったが、立てなかった。

「なにやってんだ！」と怒られる。

　私だってこの状況がマズイと分かっている。逃げようと気持ちだけ焦るけど、足に力が入らないのだ。それは私のせいではなく、久遠さんのせい。ものすごいキスの代償は後を引いていた。

　チッと舌打ちして、彼は私を横抱きに抱え上げた。

「しっかり掴まってろ」と言われ、彼の首にしがみつく。

「お客さん、こんな場所でなにをして……あっ コラッ！　待ちなさい！」

　私たちを捕まえようとする黒服のホテルマンをかわして、久遠さんは大ホールを走り抜けホールの出口から廊下に飛び出した。そのままスピードを緩めず、玄関から外へと脱出する。

　街は夕暮れから夜へと変わろうとしていた。

　空は紫がかり、夜の帳とばりが下り始める。外灯が点灯し、ビル群の無数の窓辺も黄色い明かりを灯していた。

　私を抱えたまま久遠さんは歩道を走る。走りながら楽しそうに笑っていた。

「夏美、このまま走って帰るか？」

　走って帰れる距離ではない。男性の足でも多分一時間以上かかってしまう。

　でも今引っかかるべきはソレではなく、〝帰る〟の二文字だった。

　同居の延長について、まだ答えをもらっていなかった。

「私の帰る場所は……どこですか？」

　期待にドキドキと胸を高鳴らせて聞いてみた。

「俺の家」

　二ヶ月の強制同居は終わった。

　今日からは、自由意思での同居生活の始まりだ。










恋人未満の私たち




　プレゼン大会から、ひと月半が過ぎた。

　十一月、木々は葉を落とし、冷たい北風がビルの隙間を吹き抜ける。そんな寒い季節でも私の心はポカポカ温かい。

　今日も久遠さんと一緒に家を出て、隣を歩いて出社する。

　朝のエレベーター前は混み合うので、階段を使う。

　私は三階、久遠さんは五階。分かれ道の三階踊り場で足を止め、帰りの相談をする。

「久遠さん、今日は何時に上がれそうですか？」

「十八時半から十九時の間」

「いつもより早いですね！　じゃあ私、待ってます。一緒に帰りましょう！」

「ああ、分かった」

　階段を上る大きな背中を笑顔で見送り三階フロアに足を踏み入れると、真後ろから誰かがドンとぶつかってきた。

　おっとっと、と三歩前に出て振り向くと、ニヤニヤした由香がいた。

　庶務課に入る前に腕を引っぱられ、女子トイレに連れ込まれる。

「見ーちゃった！　朝からラブラブだねー！」

「そ、そうかな……」

　エヘヘと笑って照れる。

　なにげない会話でも、ほかの人から見たらラブラブカップルに見えるのかも。なんだかくすぐったい気持ちがする。

　洗面台の鏡の前でリップクリームを塗り直しながら、由香は鏡越しに私と目を合わせる。

「うまくいってよかった。それで？　どんな幸せ生活送ってるの？」

「うふふ、あのね――」

　プレゼン大会の後、住んでいたアパートを解約し、完全に久遠さんのマンションに引っ越した。

　自由意思での同居生活は、穏やかに楽しく続いている。

　会社帰りに夕食のメニューの相談をしながら一緒に買い物したり、休日は他社ビールや輸入ビールを数種類買い込んで、研究がてらふたりで飲み比べたり。

　昨日はミカコさんをテーブルの真ん中に下ろし、ニンジン持った私とヒマワリの種を持った久遠さんが両端でスタンバイ。同時にミカコさんを呼んで、どっちに来るかの勝負をして盛り上がった。

　毎日が本当に幸せだ。

　話しながら頬を緩ませニヤついていると、由香の手からリップクリームが滑り落ち洗面台に転がった。

　振り返った由香に、肩を掴まれ揺すぶられる。

「それだけ？　ねぇ本当に、それだけなの？」

「え？」

　質問の意味が分からず首を傾げる。

　そんな私を見た由香の顔がムンクの叫びのようになる。「落ち着け」と自分に言い聞かせ、それから彼女は質問を重ねた。

「念のために確認させてもらうけど、プレゼンの時、久遠さんとキスしたと言ってたよね？　その後、家で甘いキスは……？」

「ないよ」

「一緒に寝たりとか……」

「あるわけないでしょ」

「このバカ女がーっ!!　なんの進展もないのに、幸せオーラ出してんじゃないわよ！」

　由香は勝手に甘い妄想していたみたいだけど、そんなものはない。それでも同居生活が続いているというだけで、私は現状に満足している。

　平穏で楽しいふたり暮らし。幸せの形は人それぞれなのだから、ケチをつけないでほしい。

「私はこれでいいんだもん」

　ムッとして由香に背を向け、トイレから出ようとする。するとドアの取っ手に手をかけたところで、由香が脅すようなことを言ってきた。

「そんなヌルイ恋愛していると、ほかの女子社員に盗られちゃうよ」

　盗られる……？

　その言葉がピンとこなかった。

　久遠さんはイケメンだけど、社内での位置付けは〝変人揃いの研究開発部の一員〟といったところ。現に狙っているような女子社員を見たことがないし、『盗られる』と言われても、そもそも私のモノではない。由香の脅しは、非現実的だ。

　そう高を括る私に由香は忠告する。

「のんきにしていられるのは今のうちだよ。いい？　彼は高身長、高学歴の輸入モノ。天才でルックスは最上級。それで高収入ともなれば、多少中身に問題があっても女は寄ってくるの！　プレゼン大会に初めて出てきたことで俄が然ぜん注目度がアップしてるし、『あれ？　久遠くんてやっぱりいいかも！』とか思い直してる先輩たちや、『誰も狙ってないの？　嘘、超ラッキー！』とか思ってる新米ＯＬが絶対いるから！」

「高収入……？」

　いろいろと余計なお世話の由香の話の中で、その言葉に引っかかっていた。

　なぜ？　久遠さんの肩書きは上席主任研究員。主任だから、高収入と呼べるほどの給料はもらっていないはず。

　首を傾げる私に由香が言う。

「同居しているのに、なんで知らないのよ！　夏美はリサーチ力が決定的に不足してる。久遠さんはね――」

　由香は、バッグの中からイケメンファイリング手帳を取り出した。パラパラめくり、彼に関する追加情報を教えてくれた。

　研究開発部に所属する研究員たちは、『特殊技能手当』なるものが基本給にプラスされるらしい。その額は個々の能力により変わるのだが、最低でもプラス五万円。

　特殊手当の付かない庶務課の私にとってはうらやましい限りだけど、それくらいなら高収入とまではいかないよね……。

　そう侮っていたら、驚くべき言葉が付け足された。

　生み出したビールが商品化に結びつくと、特殊技能手当がアップするというのだ。ひとつ商品化されるごとに、プラス二万円。それは一回こっきりではなく、月々にプラスされる半永久的なもの。

　久遠さんが今まで作った試作品のうち商品化に結びついたビールは、ええと、二十だっけ？　三十だっけ？　するとつまり、彼の給料は……。

　理数系の脳みそを持ち合わせていないので、すぐに計算できなかった。恐る恐る由香に尋ねる。

「久遠さんの月収って……？」

「多分、一〇〇万くらい。年収はボーナスも含めると一五〇〇万超えじゃないかと、私は踏んでいる」

　一五〇〇万……。

「うっそー!!」

　私の叫び声が女子トイレに響き渡る。

　よく考えると、今住んでいるマンションは駅に近く立地がいい。築年数も割と新しく、リビングの広い３ＬＤＫ。家賃が高そうな気はしていた。

　たまに見かける住人たちの身なりもよく、ゴミステーションでオホホ系な奥様に物珍しげな視線を向けられたこともある。

　自由意思での同居の始まりに、家賃を半分払うと言ったら『いらない』と却下されたけれど、それはお前に払える額じゃないという意味だったのかも。もしくは賃貸じゃなくキャッシュで買った家だから、払ってもらわなくても大丈夫ということ？

　よく分からないけど、二十九歳のサラリーマンが年収一五〇〇万円って……ズルイ！　私の年収、その四分の一以下なんですけど！

　ほかの女子に狙われる心配をする前の段階で、思考が止まっていた。

　もしかすると私って、すごい人と暮らしているのかも……。

「分かった、夏美？　変なポリシー捨てて、ちゃんと恋人関係になっておかないと、ほかの女子に盗られちゃうからね」

　念押しする由香に、「はぁ」と生返事しか返せない。

　トイレを出て庶務課に入っても、驚きのあまり仕事が手に付かなかった。




　時刻は十八時半。定時を過ぎているので、フロアの照明は低く落とされている。

　庶務課で残っている人間は私を含めて三人だけ。私はデスクライトの下でスマホをいじって暇つぶしをしながら、久遠さんを待っていた。

　今日の仕事は久遠さんの年収予測を聞かされたせいではかどらなかったが、それでも大した量ではないので三十分前には終わっていた。

　今朝、久遠さんと一緒に帰る約束をした。もうすぐ庶務課に迎えにきてくれると思うと、ソワソワしてしまう。

　スマホをしまい、コンパクトミラーでメイクや前髪をチェックする。時計を一分置きに見てしまい、なかなか進まぬ針にヤキモキしてしまった。

　まだ十九時前だけど、とうとう私はバッグを持って立ち上がった。少しでも早く会いたくて、研究開発部の五階フロアで待つことにする。

　残業中のふたりに「お先に失礼します」と挨拶して、庶務課を飛び出す。

　廊下にはまだ明るい電気が灯り、行き交う社員も多い。庶務課より遥かに忙しそうな他部署の人たちは、書類を持って集団で会議室に入るところだった。

　この時間から会議とは、ご苦労さまだ。

　たまに他部署の人に『庶務は楽でいいよね』と言われる。備品の補充や発注、会議室の使用調整、片づけなど、他部署のサポート役の庶務課は軽く見られがちだ。

　実際にどの部署より残業が少なく繁忙期以外は大抵定時に帰れるので、『庶務だって大変なのよ』と反論する気はない。

　会議室へ向かう残業集団に『庶務はもう帰れるのか』と思われそうな気がして、すれ違うのが嫌になり回れ右をした。向かった先はいつもの階段ではなく非常階段。あっち側の階段を使えば誰にも会わなくて済みそうで、後ろめたい思いもせずに済む。

　鉄の扉を押し開けて中に入り、静かにドアを閉めた。

　同じ屋内でも、非常階段は廊下より寒い。コートの衿えりを寄せてハーフブーツのヒールをコツコツ鳴らし、階段を上る。

　冷えるから、今晩のメニューはお鍋にしようかな。

　冷蔵庫の中身を思い出す。

　長ネギ、椎しい茸たけ、大根。鶏肉と豆腐、それから……。

　頭に流れていく食材たちは、豆腐でストップしてしまった。意識が鍋から強制的に引き戻され、非常階段の上へと向けられる。

　今いるのは四階で、その上の階から話し声が聞こえてくるのだ。

「こんな場所にお呼び立てして、すみません……」

　若い女性の声が謝っていた。

　聞いたことのある声だが、顔が浮かばない。多分、庶務課の人間でも同期の子でもない。私とあまり関わりのない女子社員なのだろう。

　四階の踊り場で立ち止まり、困ってしまった。

　声が近いから、きっと五階の踊り場での会話だ。非常階段に誰かを呼び出すということは、他人に聞かれたくない話に違いない。五階に行きたいけど、このまま上っていくのはマズイよね……。

　仕方なく四階フロアに一度出て、別の階段を使うことにした。

「別に構わない。早く用件を言え」

　鉄のドアノブに手をかけたところで、開けることはできずに固まってしまった。淡々とした口調と低く艶のある声はよく知るもの――久遠さんの声だったから。

　どうしよう……。

　盗み聞きの罪悪感はあるけれど、足が凍りついたように床から動かせない。

「プレゼン大会優勝おめでとうございます。あの日、初めて久遠さんを見てから忘れられず――。まずは私のことを知ってもらいたくて、思い切って話しかけて――。今度お食事にでも――」

『そんなヌルイ恋愛していると、ほかの女子社員に盗られちゃうよ』

　瞬時に頭に浮かんだのは、今朝、由香から言われた脅しのような忠告。あの時は非現実的だと思ったことが、これから起きようとしていた。

　かわいらしい声色の主から『好き』という言葉は出てこなかったけれど、これは明らかに告白だ。

『付き合って』ではなく、『まずは食事から』という誘い文句はうまいと思う。食事くらいなら、と久遠さんがデートをオーケーしてしまう気がしてハラハラした。

　寒い非常階段でひとり、冷や汗を流す。

　お願い、断って！

　そんなワガママな願いを心の中で叫んでいた。

　その時、久遠さんの声が聞こえた。答えはたったひと言「断る」で、迷いはいっさいなく即答だった。

　私は安堵のため息を吐き出す。でも、安心するのはまだ早い。女子社員は諦めずに食らいついてきた。

「ふたりきりの食事が嫌でしたら、お互いの友人も一緒で構いませんから！」

「悪いが、ほかを当たってくれ」

「待ってください！　一度くらいチャンスをくれてもいいじゃないですか。それとも、あの噂は本当なのですか？　久遠さんは、庶務課の田丸夏美さんと付き合っているのですか？」

　ホッとしたばかりの心臓が、またドクドクと忙しく働き始めた。

　社内で噂になっているらしい私たちの関係を、久遠さんがどう答えるのだろう。聞きたいようで、怖いから聞きたくない。聞きたくないようで、気になるから聞きたい。

　私たちの関係に甘さはないと自覚していながらも、もしかしたら……と期待する気持ちもあった。

　彼女の質問に、今度は即答ではなく間があった。私はつい耳をそばだててしまう。

　しばらくして聞こえてきたのは、「付き合っていない」という乾いたセリフだった。

　私たちは付き合っていない。確かにその通りだ。恋人として同居を許してもらったわけじゃないと、ちゃんと分かっている。

　分かっているはずなのに、彼の口からハッキリ言われてしまうと傷ついてしまう自分がいた。

　階上の様子は見えなくても、女子社員の喜んでいる気配が伝わってきた。

「やっぱり田丸さんは彼女じゃないんですね！　そうだと思ってました。だったら、私と食事くらいしてくれても――」

　しつこい食事の誘いに久遠さんがどうするのか、最後まで聞く余裕はなかった。

　四階フロアに続く鉄の扉を開けて、音を立てないよう気をつけて閉めた。そのまま別の階段で一階まで下り、ひとりで会社を後にした。




　家に着いてスマホを見ると、着信が三件入っていた。それらはすべて久遠さん。五分前に送られてきたメールも一通あった。

【どこにいる？　社内にいないのか？】という内容に、【すみません。先に帰りました】と返信する。

　今夜はふたりでお鍋をつつこうと思っていたが、とてもそんな気分になれなかった。

　鍋にうどんのツユを作り、ダイニングテーブルに空のどんぶりと箸、それからメモを置く。

【冷凍うどんを鍋に入れ、火にかけて食べてください】

　久遠さんの簡単な夕食だけ用意して、私は夕食をとらなかった。

『付き合っていない』

　久遠さんの言葉が頭の中でリフレインして胸が苦しい。食欲なんてまるで湧かなかった。

　ミカコさんのケージでカタカタと音がした。近寄ると、ミカコさんが珍しく『出して』とアピールしていた。

　出口のフタを鼻先でつんつんする、いつもならすぐに出してあげたくなる愛らしい仕草にも、今日は「ごめんね」と断った。

「もうすぐ久遠さんが帰ってくるから、久遠さんに出してもらってね……」

　そのまま私は自分の部屋へ。シャワーを浴びる気力もなく、寝支度をしてそのままベッドに潜り込んだ。




　久遠さんが帰宅したのは、それから三十分後のことだった。

　玄関で物音がした後、リビングのドアが開く音がした。それから足音が廊下に戻り、私の部屋の前で止まった。

「夏美、開けていいか？」

　いいと言っていないのにドアが開けられた。真っ暗だった部屋に明かりがつく。

「どうした？　具合でも悪いのか？」

　壁を向いて横になる私に、心配する声がかけられた。

　体調不良ではないけど、本当の理由は言えないのでコクリと頷く。

「熱があるんです。風邪を移したくないので、近づかないでください」

　心が落ち着きをなくしている時に口を開けば、理不尽に彼を責めてしまいそうだ。今は久遠さんと話したくなくて、布団を引き上げ頭までスッポリ被った。

「出ていってください」

　そうお願いしたのに彼は出ていかない。寝ている私の横に腰掛けたみたいで、ベッドが軋きしむ。

　長い腕が伸びてきて布団をめくられてしまった。大きな手の平が私の額に触れる。

「平熱だな」

　嘘はアッサリ見破られてしまった。肩を掴まれ、強制的に体の向きを彼のほうへと向けられる。切れ長の二重の瞳が探るように見下ろしていた。

「なぜ怒っている？」

「怒っていません……」

　目線を逸らし、口をへの字に曲げて眉根を寄せる。だけど、なるべく穏やかな声で答えたつもりだった。

　久遠さんは小さなため息をついて、諭すように言った。

「怒っていないなら、きちんと説明しろ。なぜ連絡入れずに先に帰った？　一緒に帰りたいと言ったのはお前だろう？　夕食も食べずに早い時間からベッドに入っている理由と、俺を避ける理由も説明しろ」

　言われている内容はもっともだ。一緒に帰ろうと言い出した本人がメール一通送らず先に帰るなんて、ひどい話だ。庶務課に寄って私がいないことを知った久遠さんに、社内をあちこち捜させてしまったかも知れない。その上、勝手に傷つきふて腐れて、しまいには避けるという最悪の態度まで取っている。

　悪いのは自分だと分かっている。子供じみた態度で恥ずかしいとも思っている。それでも今は、きちんと話をする気分になれない。

『付き合っていない』

　久遠さんの口から出たその通りな事実に、バカみたいに傷ついてしまったから……。

「理由はないです。明日になればいつもの私に戻れると思うので、放っといてください」

　そう言うのが精いっぱいだった。

　再び壁側に寝相を変えようとしたが阻止されてしまう。久遠さんはベッドの端に腰掛けたまま枕元に片腕を突き立て、もう一方の手で私の顎をガッチリ固定した。これでは顔を背けることができない。

　濃紺のネクタイが私のパジャマの衿元に垂れていた。端正な顔が二十センチ上から私を見下ろしている。

　そんな状況で彼から漂うのは、色気ではなく不機嫌オーラ。ハンサムフェイスの眉間にシワを寄せて、久遠さんが聞く。

「まさか、お前……非常階段での話を聞いていたのか？」

　ギクリとした。肯定も否定もせず、私は目を泳がせる。

　すると、呆れたようなため息が顔に落ちてきた。

「お前の態度がおかしい理由は分かったが、俺は誘いを断ったぞ。最後まで聞かずに帰ったのか？」

　そっか、あの女子社員のしつこい誘いを久遠さんは最後まで断り続けたんだ……。

　そのことにホッとしたが、今、私をヘコませている最大の原因は別にある。変わらず浮かない顔を見せる私に、久遠さんは困った顔を見せた。

「なにか言え。非常階段の誘いは関係ないのか？　それなら、なにが気に食わないと言うんだ」

　度重なる質問に、なにも答えられなくなる。

　適当な答えでごまかすのは無理みたい。でも本当の理由など言えるわけがない。もう放っといてほしい。明日になれば、きっと気持ちの整理をつけて謝るから。今だけは、そっとしておいてよ！

　心の中で喚わめいて、顎にかかる彼の手を外そうと試みた。

　引っぱるとその手は案外簡単に外れたが、代わりに今度は手首を掴まれた。両手首は荒々しく枕の横に縫いつけられる。彼の体重が手首に加わり、少し痛かった。

「俺を振り回すな。理由も分からず、避けられ無視されるのは不愉快だ。怒っている理由を言え。言わないと……襲うぞ？」

　久遠さんの不機嫌オーラは、さっきより確実に強まっていた。私を鋭く睨みつけ、低い声で脅してきた。

　普段は見せない男の色気を漂わせ、キレイな顔が斜めにゆっくり下降してくる。

　そこでようやく私は慌て始めた。

　キスだけでやめてくれるなら、またあの極上のキスを味わってみたい気もするけれど、今は『襲うぞ』とハッキリ言われている。キスだけでやめてくれる保証は、どこにもない。

　久遠さんが好き。だけど、脳細胞に染みついたポリシーを変えることは不可能。将来結婚してくれる人じゃないと抱かれるのは嫌だ。久遠さんは私を好きではないし、結婚なんてカケラも考えていないだろう。

『これだから女は……』

『女ってヤツは……』

　彼の口からは度々そんな言葉を聞いてきた。

　彼の中で、私を含めたすべての女性はいい印象ではない。それはきっと、過去の研究所時代に恋人に裏切られたトラウマが影響しているせいだと思う。

　久遠さんはこの先ずっと恋人を作らないし、結婚しない。私の中でそんなイメージができ上がっていた。

　ゆっくり近づくキレイな顔は、今にも唇が触れそうな距離にあった。

「やめてください」

　黙秘を諦めて、やっと言葉を口にする。でも……。

「やめてほしいなら、怒っている理由を言え」

　どうやら彼は理由を聞き出すまで、攻撃の手を緩めるつもりはないようだ。

「言いたくないです」

　そう答えた直後に唇が塞がれた。上唇を食み下唇をしゃぶってから、熱い舌先が中へ入ってこようとする。

　歯を食いしばってそれを拒む。すると、鼻をつままれてしまった。

　息が苦しくなり口を大きく開けてしまうと、そこから彼の舌先が悠々と侵入し、私の口内で激しく暴れ回った。

　たちまち快感が押し寄せて、流されそうになる。

　ダメ……。このまま、なし崩し的に体を重ねるようなことは絶対にダメ……。

　飛んでいきそうな理性の尻尾を必死に掴まえる。

　攻め立てる彼の舌と唇は、やがて私の唇から離れて移動を始めた。顎から首。首から鎖骨。さらにその下へ……。

　私の肌を這うように移動しながら、彼は「言え」となおも説明を要求してくる。

　言いたくなかった。私が勝手に傷つき、子供みたいに拗ねているだけの理由だから言いたくない。

　それなのに、パジャマのボタンをひとつふたつと外され唇がどんどん深く潜っていこうとするから、思わず叫ぶように言ってしまった。

「やめてよっ！　付き合っていないと言ったくせに……恋人なんかじゃないのに……こんなことされたら、期待してしまうじゃないですかっ!!」

　白状した途端に、攻撃はピタリと止んだ。唇が肌から離れ、ふたりの距離も開いた。

「それが理由か」と呟く久遠さんは、まだ唾液に濡れる唇を親指で拭っていた。

　久遠さんから不機嫌オーラが消えた。ジッと私を見下ろして真顔で言う。

「付き合っていないと俺が言ったから、怒ったのか」

　もう黙り込んでいても意味がない。仕方なく、正直な気持ちをとつとつと明かした。

「怒ってないと言ってるじゃないですか。怒る理由がないもの……。私たちは付き合っていない。そんなこと分かっています。久遠さんはいつだって正しい。間違っているのは私で、それを分かっていても悲しくなってしまうんです。これ以上はミジメになるだけなので、もう放っておいてください……」

　久遠さんは長い足を組み、私を視界に入れたままなにかを考え込んでいた。

　温度設定されたエアコンが時々、暖気を部屋に吐き出す。その唸うなり声がことさらに大きく聞こえた。

　無言の時が二十秒三十秒と経過して、気まずい雰囲気が漂う。いや、気まずいと思っているのは私だけかも知れないけれど。

　たっぷり時間を開けてから、久遠さんは再び口を開いた。

「考えても分からない。俺に惚れているのは知っているが、そこから先、お前がどうしたいのか。教えてくれ。お前はなにを望む？　誰かに関係性を問われた時に、付き合っていると答えてほしいのか？　俺の恋人になりたいのか？」

　そう言われた直後、私の顔は真っ赤になった。それは、恥ずかしいというより逆上してしまったから。

　私は結婚してくれない人と付き合うつもりはないが、仮に頷いたとしてどうなるというの？　私はただの同居人。私のことを好きでもなんでもない久遠さんは、きっとこう答える。『お前の期待には応えられない』と。

　フルことが前提で、私に告白させようとする久遠さんはズルイ。

　勢いよくベッドに身を起こし、今度は本当に怒ってしまった。

「違います！　久遠さんと付き合いたいなんて思っていません。そんな質問、卑怯です！」

　久遠さんは、またしばらく無言になる。それから……。

「そうか……」

　それだけを口にした。立ち上がり、彼は部屋を出ていこうとする。その横顔に影が射した。

　落ち込んでいるように見えるのは私の気のせい？

「あの、久遠さん……？」

　ベッドから身を乗り出して顔を覗き込もうとしたが、部屋の電気を消されてしまった。

「お休み」

　そう言葉を残し、扉が閉められた。

　真っ暗な部屋でベッドに座り、考え込む。

　もしかして私……久遠さんを傷つけてしまった？

　その気づきを、すぐに自分で否定した。

　彼が傷つく理由はない。私のことをなんとも思っていないのだから。傷ついているのは、私だけのはず……。




　翌日。いつもなら退社時間が待ち遠しいのに、今日は帰りたくなくて、仕事終わりに由香を居酒屋に誘った。

　あれから久遠さんとは『おはよう』としか、会話を交わしていなかった。ケンカしているわけじゃないけど、昨夜の一件でなんとなく気まずくなってしまった。

　由香と飲みに行くのは久しぶり。同居生活が始まってから、初めてのことだ。

　快く誘いに乗ってくれた由香だけど、安居酒屋で乾杯した後はお説教タイムに突入してしまった。

　生ビールの中ジョッキを一気に半分飲み干し、由香が呆れたように言う。

「はぁ？　それで、付き合いたいと思わないと言ったの？　あんた、バカ？　自分からチャンスを棒に振ってどうすんのよ！」

「だって……」

　昨夜、久遠さんからふたりの関係をどうしたいのか聞かれ、私はズルイと思ったけれど、由香はアレがチャンスだったと言う。私が付き合ってほしいと言えば、彼はオーケーしたと言うのだ。

　私にはそうは思えない。久遠さんは私に愛情を向けていないし、それにやっぱり私は、将来結婚してくれる人じゃないと恋人関係になれないもの……。

　私のビールジョッキは泡が消えただけで、量は少しも減っていない。

　一方由香は「お兄さんお代わり！」と、既に二杯目を注文した。私への怒りのせいか、いつもよりペースが速いみたい。

　ビールをグビグビ飲み、鶏の軟骨揚げをコリコリかじり、由香はさらに私を責める。

「鴨かもがネギを背負ってお待ちなのに、夏美はなんで逃げ腰なのよ。好きなのに付き合いたくないって、意味分かんない」

「それは私のポリシーが……。やっぱり結婚を考えてくれる人じゃないと……」

「それ！　その変なポリシー捨てなさい。ついでに処女も、さっさと捨ててこい！」

　酔っぱらって大きな声で暴露してしまう由香に、隣のテーブルの大学生ふう男子三人組が反応する。ニヤニヤと興味本位な視線を向けられ、慌ててテーブルに身を乗り出して由香の口を塞いだ。

「こんな場所でそんなこと言わないでよ！」

「あ～ごめんごめん。それでアンタはどうしても、結婚前提じゃないと恋人関係になれないと言うんだね？」

「う、うん」

「よーし、分かった。夏美はもう、ほかの男にしなさい。結婚相談所に行って、お見合いパーティーにでも参加すれば？　そこなら間違いなく結婚前提。久遠さんをさっさと忘れて、結婚してくれる男をゲットしてこい！」

　結婚相談所？　お見合いパーティー？

　その単語に、庶務課の四十一歳・お局様の顔が浮かんできた。

　そういえば最近、お局様から嫌がらせ的な仕事を命じられていない。仕事中の雑談も、大目に見てくれている気がする。もしや……お見合いパーティーで、ついに彼氏ができたとか？

　今まで無関係に思っていた〝お見合いパーティー〟というワードに、急に興味が芽生えた。

　そうだ。やっと分かった。変なポリシーを持つ私が、結婚しない男の代表格みたいな久遠さんを好きになるのはそもそも間違っていたんだ。

　久遠さんへの恋心を消すには、私にピッタリな人をほかに見つけるのが最良の策。由香の言う通り、結婚前提の付き合いを求めるなら結婚相談所に登録するのが手っ取り早いかも。よし、新しい出会いを求めて、お見合いパーティーに参加してみよう。

　早速、スマホで【結婚相談所】と打ち込んで検索してみる。都内で数千件の情報がヒットしてしまい、絞るのが大変そうだ。

「えっと、利用者の口コミ情報も読んだほうがいいよね……。お局様にもどこがお勧めか、聞いてみようかな……」

　ブツブツと呟き、スマホと睨めっこ。

「夏美？　えっ、まさか……本気にしちゃった？」

　名案を授けてくれた張本人の由香がなぜか慌てていた。










天才が本気で怒ったら




　十二月に入り、寒さが厳しくなってきた。

　ビール会社の繁忙期は夏なので、社内は比較的のんびりムードに包まれている。普段は外回りに忙しい営業部の人たちの姿も、廊下や社員食堂でよく見かけるようになった。

『付き合っていない』という言葉に傷ついた日から、二週間が経過していた。

　久遠さんとの関係は冷えたまま。同じ家に暮らしていても、お互いになんとなく避けるのが日常化していた。

　自分で招いたその状況に悲しくなる時もあるけど、落ち込んでいる暇はない。新しい恋に向けて前進しなくてはいけないのだから。

　昼休み、いつものように由香と社員食堂でランチを食べていた。

　今日のメニューは、肉豆腐定食。熱々の豆腐をハフハフ食べていると、突然由香に「バカ」と罵られた。

「ひどいなぁ。なんで私がバカなのよ。仕事のミスは由香のほうが多いじゃない。きっと私のほうが早く出世すると思う」

　強気で返した私だが、バカなのは業務能力ではなく恋愛についてだと反論されてしまった。

　由香は食事途中の箸を置き、いつになくマジメな顔して私に言う。

「まさか本当にお見合いパーティーに参加すると思わなかった。結婚を焦る歳でもないのに。それで、パーティーでちょっとモテたからっていい気になって……夏美って、本当バカだよ」

　由香と居酒屋に行った翌日、私は早速、都内の結婚相談所で会員登録をした。そして一昨日の日曜日、初めてお見合いパーティーなるものに参加したばかりだ。

　参加女性の中で、二十四歳の私は最年少。三十代女性が多かったように思う。男性は二十代から五十代まで幅広く、参加人数は女性の二倍もいた。

　数の不均衡も手伝って、フリートークタイムでは私の周りに十人もの男性が集まり、人生初のモテ期を実感することとなった。

　それでも、由香が言うような『いい気になって』というのは違うと思う。十人の男性から『連絡を待っています』と名刺を渡されたけど、その中の誰にも連絡していない。

　容姿端麗な久遠さんをいつも見ているせいか、申し訳ないが参加男性たちの姿がガマガエルに見えてしまった。そんな集団にガツガツ攻められて、お見合いパーティーは正直怖かった。

　久遠さんなら、女性にそんな態度は取らないのに……。

　彼は基本淡泊で、くどい自己アピールなんて絶対にしてこない。私が怒ったり取り乱したりしても久遠さんはいつも冷静でクールで、それが彼の自然体。

　久遠さんとガマガエルたちは、月とスッポン。ダイヤモンドと犬のフン。そんなふうについ久遠さんと比較してしまうたびに、こんなんじゃダメだと自分を戒めるのが大変だった。

　おいしく食べていたはずの肉豆腐定食が、なんだか急に味気なくなってしまった。つまみ上げた牛肉を、ため息と共にお皿に戻す。その時、私のポケットでスマホが震えた。

　入会した結婚相談所からの電話だった。

　社食は賑やかで、私に注目している人も聞き耳を立てている人もいなかった。それを確認してから、その場で通話に出る。

《田丸夏美様のお電話でよろしいでしょうか？　こちらは『株式会社ワンダフルパートナーエイジェント』でございます。いつもご利用いただきまして――》

　長い前置きの後に用件が告げられた。

　それはお見合いパーティーに関することだった。気に入った男性がいたかと聞かれ、「残念ながら……」と正直に答えた。

　私がそう答えるのを分かっていたかのように、相談員の女性はほかに紹介したい男性がいると言ってきた。

《田丸様のプロフィールをご覧になって、片かた岡おか様がぜひお会いしたいと。一昨日のパーティーにも参加されるご予定でしたが、急にご都合が悪くなり――》

　相談員の話によると、片岡さんという男性がプロフィールを見て、私を気に入ってくれたそうだ。お見合いパーティーで会うのを楽しみにしていたとのことだが、急用で行けなくなったらしい。それで、個人紹介という形の依頼があったそうだ。

《お会いになるかを検討してみてください》と言われ、通話は終了した。

　その後すぐに、片岡さんのプロフィールがメールで送られてきた。

　身を乗り出す由香と、テーブルを挟んで一緒にスマホ画面を覗き込んだ。

　・氏名／片岡雅まさ也や

　・年齢／二十九歳

　・身長／一七八センチ

　・最終学歴／Ｔ大学理学部卒

　・職業／国土交通省都市局勤務

　・趣味／ドライブ・映画鑑賞・ハムスターの飼育

「Ｔ大卒の官僚!?　すごっ！　めっちゃ好条件!!」

　由香が真っ先に食いついた。

　お見合いパーティーに参加した私を『バカ』と罵ったくせに、その変わり身の早さに呆れてしまう。

　かくいう私も、片岡さんにいくらか興味を持ってしまった。

　それは、Ｔ大卒や官僚だからという意味ではない。二十九歳の理系男性で、ハムスターを飼っているところが久遠さんと同じだから。

　画面をスクロールしていくと、片岡さんの上半身の写真が現れた。

　彼はガマガエルではなかった。爽やかでマジメそうな好青年に見えた。

　イケメン査定が大好物な由香が、興奮して言う。

「顔もいい！　見た目は、八十五点のイケメンってところ。夏美、これはチャンスかもよ？」

　久遠さんの顔を見慣れている私でも、片岡さんをイケメンに分類してしまった。

　写真をジッと見る。切れ長の二重瞼が少しだけ久遠さんに似ている気がした。

「会ってみようかな……」

　そう呟いた時、急に背中に重みを感じた。

「俺ッチは、やめたほうがいいと思うけどね～」

　わざと私に抱きついて意見するのは、堂浦さんだ。いつから後ろで聞いていたのか、やけに話が通じている。

　体に回された腕をはがしてひと睨みするが、ダメージを与えられない。チャラ男スマイルにウインクまで付けて返されてしまった。

　ホットコーヒー片手に相席してくる堂浦さんは私の手からスマホを取り上げ、片岡さんのプロフィールをじっくり読んでいる。

「このプロフ、嘘くさくない？　こんな好条件のヤツが女に困って、結婚相談所に行くわけないと思うけどな」

　堂浦さんの言葉に、由香はハッとした顔をした。

「確かに怪しいかも……」

　そう答えて、彼の意見を採用してしまう。

　ふたりは片岡さんを怪しみだしたが、私はプロフィールを嘘だと思わなかった。

　この結婚相談所に私が会員登録した際、身分証明書や社員証の提示を求められた。書き込んだプロフィールの裏付けを取られた上、さらには虚偽の申告をした場合、違約金を支払うという誓約書も書かされた。きっと片岡さんも会員登録する際は同じ手順を踏んでいるはずだ。

　そういった主旨の反論をしてみたが、堂浦さんはまだ納得していない。コーヒーをひと口飲んで渋い顔をし、反対意見を重ねる。

「身分証明書自体を偽っている場合もあるじゃん。違約金の誓約書なんて、トンズラしちゃえば意味ないし。俺ッチの勘で、この片岡って男は怪しい。悪いこと言わないから会うのやめときなよ。大体、夏美ちゃんのプロフ見て気に入ったっていうのも変だろ。夏美ちゃんの写真から色気なんて感じないだろうし。女性としての魅力を感じたというより、この子なら騙せそうとか、そういう――」

　堂浦さんが話している最中に、テーブルに置いてある醤しょう油ゆ差さしを手に取った。女性としての色気や魅力が欠如していると失礼発言をかます男のコーヒーに、醤油をドバドバ入れてやった。

「わっ！　夏美ちゃん、醤油はひどいよ～。飲めないじゃん」

「ひどいのは堂浦さんのほうです！　盗み聞きした上に難癖つけて、私の新たな恋路を邪魔する気ですか？」

　今までの分を引っくるめて、堂浦さんには腹を立てていた。

　この男は、いつもいつも余計なことばかり言ってくる。

　つい語気がきつくなってしまい、「コラ、このくらいで怒らないの」と由香に注意されてしまった。

　私がどんなに怒ってもどうせ堂浦さんは堪えないと思うけど、大人げない態度を取ってしまったと一応反省する。

「言いすぎました」と謝り、ダメにしたコーヒー代三百五十円を財布から出して彼の前に置いた。

　その手は掴まれ、小銭はすぐに手の平に戻された。

　堂浦さんは私を見て微笑んでいた。その笑みはいつものチャラ男スマイルではなく、小バカにしたような笑い方。鼻でフッと笑ってから、彼は頬ほお杖づえついて言った。

「新たな恋か……本当にできると思ってんの？　久遠の家から出ることもできないのに？」

　顔がカッと熱くなる。さっき謝ったことを後悔した。堂浦さんのせいで肉豆腐定食を食べる気分ではなくなり、半分残したトレーを手に立ち上がる。

「久遠に惚れてる自覚は強いみたいなのに、夏美ちゃんはなんで方向を間違えちゃうのかなー……」

　歩きだした私の背中に、堂浦さんの呆れの言葉が浴びせられた。

「そうなんですよ。あの子、恋愛するのが下手くそで」

　堂浦さんに同調する由香の声も聞こえた。

　ふたりして好きなだけ悪口を言えばいい。私は新たな恋を見つけると決めたの。ポリシーに反しない、結婚前提で付き合える人を早く見つけて、溢れそうな久遠さんへの恋心をきっと消してみせるから。




　次の土曜日。空は薄雲に覆われ、陰欝な空模様だった。

　今日は片岡さんと初顔合わせの日。先方の都合で、約束の時間は夕方に設定された。

　十七時に出かける支度を整えて、久遠さんの部屋の前に立った。

　久遠さんは朝からずっと部屋にこもっていた。仕事を持ち帰ったからと、寝室でノートパソコンに向かっている。

　ひと呼吸置いて、ノックする。

「久遠さん、これから出かけてきます。夕食は作ってありますので、レンジで温めて食べてください」

　私たちの気まずさは継続中で、最近の私は休日のたびに出かけていた。

　いつもなら出かけるといっても「ああ」としか返事が返ってこないのに、今日は閉ざされていたドアが開けられ、久遠さんが姿を見せた。

　ヘアワックスを使っていない休日の無造作ヘアも、ナチュラルな魅力に溢れている。

　これからほかの男性とお見合いしようというのに、不覚にもドキドキしてしまった。

　頬を赤らめる私に、「どこへ行く気だ？」と質問が投げかけられた。こんなふうに行き先を確認されたのは、強制同居の時以来だ。

　まるで束縛するような物言いに、首を傾げる。

「どうして、そんなこと聞くんですか？」

　彼の意図が知りたくて思わず聞き返すと、久遠さんは瞳を鋭くした。

「三日前、堂浦がおかしなことを言ってきた。お前の行動が怪しいから気をつけろ、と。今日はどこへなにしに出かけるんだ？」

　ギクリとした。やましいことではないが、結婚相談所に登録したことやお見合いパーティーに参加したことは久遠さんに言っていない。知られたからといってどうなるわけでもないが、なんとなく秘密にしたかった。

　あのチャラ男が告げ口したのかと一瞬焦ったが、違うみたい。久遠さんは腕組みして私を見下ろし、こう言った。

「なぜ黙っている。まさか……変な宗教にハマったんじゃないだろうな。最近は、普通のセミナーだと称して勧誘を企む悪徳宗教団体があるそうだ。お前は騙されやすいから気をつけろ。既に壺つぼや印鑑を買わされてはいないだろうな？」

　怪しい行動……。堂浦さんの曖昧な告げ口が、なぜ宗教に結びつくのだろう。深読みしすぎというより、心配する方向を間違えている。

　まだお肌が水を弾く二十四歳の私を前にして、普通なら男でもできたのかと色恋方面を心配するものではないだろうか。

　ズレた心配をしている久遠さんに呆れる。

「宗教でもセミナーでもないので、安心してください。知人と食事の約束をしているだけです。遅くても二十二時には帰ります」

　そう説明すると、久遠さんは「そうか」と納得してくれた。

「気をつけて行ってこい」

　会話はアッサリ終了し、ドアは再び閉ざされた。

　それを見て、小さなため息をついた。

　さっきは心配する方向を間違えていると思ったが、考えてみれば久遠さんが男絡みで私を心配するはずがない。私に彼氏ができても、そんなこと久遠さんには関係ない。

　思い違いをしているのは私のほう。私はただの居い候そうろう。想いは一方通行で、決して返ってはこないのだから。




　電車をひとつ乗り換えて、人のごった返す賑やかな駅に下り立った。高層オフィスビルに入っている結婚相談所に向かう。

　まずそこで相談員を交えて顔合わせをし、それからふたりきりで食事に行く段取りになっていた。

　駅前通りを歩きながら見上げると、今にも雨が降りだしそうな冬雲りの空だった。傘を持ってこなかったので、足早にビルの中に駆け込む。

　エレベーターで九階へ。こじんまりとしたオフィスのドアを開けて中に入った。

　受付で名前を告げると、担当相談員の中年女性が応対に出てきた。

「田丸様、お待ちしておりました。片岡様は既にお待ちでございます。こちらへどうぞ」

　片岡さんのほうが先に着いていると言われて、少し驚いた。約束の時間までまだ十五分もあるから、私のほうが先だろうと思っていた。

　時間前行動ができる、きちんとした人なのだろう。

【相談室Ｂ】と札を下げた小部屋に通された。中に入ると、ソファに座っていた男性が立ち上がる。私に向けて軽く会釈して、笑顔を向けてきた。

「田丸さんですね？　片岡と申します。本日はお会いできて嬉しいです」

　挨拶してくれた片岡さんを見て、あれ？と疑問に思った。

　ビシッとスーツを着こなし、それなりにハンサムな人だと思うけど、プロフィール写真の印象とは違っていた。

　写真を見た時、切れ長の二重瞼が少しだけ久遠さんに似ていると思ったのに、実物の彼はまるで似ていない。目の前の彼は二重ではなく一重に見える。それとも奥二重で、一重に見えてしまうだけだろうか？

　ジッと見すぎて挨拶が遅れてしまった。相談員の女性に「田丸様？」と声をかけられ、ハッとする。慌ててペコリとお辞儀して、「今日はよろしくお願いします」と挨拶を返した。

　相談員を間に挟んでの自己紹介が済んだ後は、予定通りふたりで食事に行くことになった。

　相談員の女性は「行ってらっしゃいませ」と私たちふたりに向けて言ってから、私だけに耳打ちした。

「これ以上の良縁はございませんよ。がんばってくださいね」

　最上の良縁と言われても浮かれる気持ちはいっさい湧かず、そうなのだろうと冷静に思うだけだった。

　相談員に強調されたのは、由香も食いついた〝Ｔ大卒の官僚〟という肩書きだった。

　確かに人生の勝ち組で、エリート中のエリートだ。私ごときがそんな人と知り合える機会は滅多にないだろうし、まして結婚前提のお付き合いが始まるチャンスなんて、これを逃したら二度と訪れないだろう。

　頭では分かっている。これは幸運なのだ、と。それでも気持ちはなかなか追いついてくれない。目の前の片岡さんの中に、どこか久遠さんに似ている部分はないかと、無意識に探してしまうのだった。

　数日前、新しい恋をしてみせると気合いを入れたばかりなのに、いざ片岡さんに会ってみると気持ちは盛り上がらないどころか勝手に沈んでいく。そんな私の気持ちと呼応するかのように雨が降りだした。

　私は傘を持っていなかった。ビルの外に出られずにいる私に、片岡さんは黒い雨傘を広げて「どうぞ」と言ってくれた。

　ふたりでひとつの傘に入る。彼の半身が濡れ、コートに雨粒が光っていた。

「あの、片岡さんが濡れてしまうので、そんなに私側に傘を向けなくても……」

　そう言って傘の傾きを直してほしいと頼んだが、「君を濡らしたくないから」と、彼はオーバーにも取れるほどに私寄りに傘を差してくれた。

　普通なら、女性に優しい素敵な人だと思うポイントだろう。でも私の心に浮かぶのは、これも久遠さんとは違う……という身勝手な感想だった。

　久遠さんは女性に甘くないし、特別優しくしたりもしない。この場合、久遠さんならどうするだろうと考える。きっとふたりとも濡れず、かつ歩きやすい方法――コンビニで傘を買うという合理的な手段を選択しそうな気がした。

　片岡さんが予約してくれたレストランは、有名なフレンチレストランだった。

　格式高いお店に入ったことがないので、尻込みしてしまう。

　コートの下は普通のワンピースを着ている私。ドレスコードに引っかかり入店を断られるかと焦ったが大丈夫だった。

　席に案内されると、好きなモノを頼んでいいとメニューを見せられた。

　フランス料理初心者の私には、なにを頼んでいいのかサッパリ分からない。メニューを見てゆっくり首を横に傾けてしまうと、向かいに座る片岡さんがクスリと笑った。

「こういう店は初めてですか？」

「は、はい。すみません。外食といえば、友達と安居酒屋に行くくらいなので……」

　見栄を張るつもりはないので、正直に答えた。

　安居酒屋というのが正直すぎたのか、彼はまた笑う。

「田丸さんに会えて本当によかった。僕は飾らないナチュラルな女性を求めていました。あなたは僕の理想にピッタリです。実にかわいい人だ」

『かわいい』と言われたのは、いつ以来だろう……。

　それは嬉しい言葉のはずなのに、頬を染めることはできなかった。久遠さんならそんなこと言わないのに、とまた思ってしまう。

　お見合いに集中したくても、勝手に久遠さんが心に浮かんできて困る。

　堂浦さんに言われたように、やっぱり新しい恋をするのは無理なのかな……。

　そんな気持ちになりかけて、そんなことない！、と慌てて自分に言い聞かせる。

　メニューを選べない私の代わりに、片岡さんがコース料理を頼んでくれた。

　おいしい高級料理とワインに舌鼓を打ちながら、がんばって目の前の良縁に意識を向ける。

　片岡さんのプロフィールを見た時に興味を引かれたのは、二十九歳の理系男子で、ハムスターを飼っているという部分。会話を弾ませるきっかけになればと思い、まずはそれについて聞いてみた。しかし……。

「Ｔ大理学部でどんな勉強や研究をしていたのですか？」

「まぁ、いろいろと。説明が難しいことなんですよ」

　そう言われてしまい、全然教えてくれなかった。

　それならばと、ハムスターの話題を振ってみる。

「どんな種類のハムスターを飼っているのですか？」

「ええと……ジャンゴリアン？」

　なぜか疑問形で返された。

　ジャンゴリアンではなく、ジャンガリアンだ。ハムスターの種類だけでなく、彼はエサの種類もトイレについても、なにも答えられない。

「ドングリが好きなので、よく食べさせて……」

　しまいには、リスじゃないのに！とツッコミを入れたくなることを言い出した。

　ナイフとフォークを置いて、マジマジと彼を見る。

「田丸さん、どうされました？」

　紳士的微笑みを浮かべる彼に、思わず聞いてしまう。

「片岡さんは……本当にハムスターを飼っているのですか？」

　すると彼は急に真顔になった。でもそれは一瞬で、口元はすぐに笑みを形作る。

「本当に飼育していますよ。なぜですか？」

「だって、ハムスターはドングリを食べないし……」

「ああ、それですか。嫌だな、ドングリと言ったのは冗談ですよ。笑ってもらいたくて言ったのに、本気に取られては困ります。僕は君に、このデートを楽しんでもらいたいと思っています。この気持ちが伝わりませんか？　せっかく高級フランス料理をごちそうしているのですから、笑顔でいてください」

　その時、目の前にメイン料理が運ばれて、会話は中断した。

「和牛肉のステーキとフォアグラのロッシーニ、黒トリュフソースがけでございます」

　黒服のウェイターに長い料理名を告げられる。

　おいしそうと感じるより先に、高そうという言葉が頭に浮かんできた。

　片岡さんはメイン料理に合う赤ワインも追加注文してくれた。

「どうぞ遠慮せず召し上がってください」

　そう言って、彼は白い歯を見せて微笑んだ。

『高級フランス料理をごちそうしている』

　彼に言われて、その事実が重みを増した。私は奢おごってもらっている側だから彼には感謝の気持ちを持たなければいけないのだと強く感じ、疑って申し訳ない気持ちになってしまった。

「すみません」と小さな声で謝る。

「嘘をついていると疑われて傷つきましたが、初対面なので仕方ありません。これから少しずつ分かり合っていけばいいと思います。田丸さんの信頼を得られるよう努力しますので、君も僕を信じる努力をしてください」

　信じる努力。それが私のすべきことだと、語気をやや強めて彼は言った。

　そうだよね。疑うより信じることが大切だよね。私って、ダメな女……。

　片岡さんを傷つけてしまったことも含めて、自責の念が湧いてしまう。巧みな話術に操られるかのように、片岡さんを信じなければいけない気持ちになっていた。




　レストランを出ても、まだ雨は降り続いていた。

　お店の人に呼んでもらったタクシーに、ふたりで乗り込む。

「あの、私、品しな川がわ駅えきで下ろしていただければ、その後電車で帰りますので」

　時刻は二十時四十五分。帰る気満々で言ったのだが、タクシーの運転手に片岡さんが告げた行き先は別の場所だった。

「『ハリストン・パークホテル』まで」

　ホテル!?

　その言葉に驚いて、彼のコートの袖を思わず掴んだ。

「あ、あの、ホテルじゃなく私は駅まで……」

　異論を訴える私の手は外されて、手と手でしっかりと繋がれた。

「まだ帰るには早い時間です。もう少しいいでしょう？　ホテルの最上階に素敵なバーラウンジがあるんです。一杯だけ、お付き合いいただきたい」

　片岡さんは紳士的な笑みを浮かべた。

　家を出る時、二十二時までに帰ると久遠さんに言って出てきた。

　一杯だけなら、帰宅時間はちょうど二十二時頃になりそうだ。時間的にはギリギリ大丈夫といった感じだが、今日のお見合いは食事までというお話だったので余力を残していないというか正直疲れて、もう帰りたかった。

　それに、場所がホテルというのはちょっと……。

　即答できずに考え込む私に、彼は有効な一打を与えた。

「まさか、警戒されているのですか？　そうであるなら、また傷つくところです。あくまで僕はおいしいお酒を飲みながら、君にキレイな夜景を見せたいと思っているだけです」

　そう言われてハッとした。

　さっき信じる努力をするよう言われたばかりなのに、また疑ってしまった。

　そのことに慌ててしまい、やましい気持ちを隠すため、つい「行きます」と了承してしまった。

　タクシーは静かに走りだす。

　冷たい雨に濡れた路面に、街の明かりが反射していた。街路樹は近づくクリスマスに向け、星くずのようなイルミネーションで飾られている。

　それをキレイだと思えないのは、意識を車窓に集中できないから。片岡さんは私の手を握ったまま離してくれなかった。

　ドキドキするのは、トキメいているせいではない。痛いほどにギュッと握ってくる手に、好意以外の強制的ななにかを感じていた。

　彼は最上の良縁。信じないといけないんだよね……？

　自分の心に問いかけてみるものの、当然のことながら答えてくれる者はいなかった。

　ハリストン・パークホテルに着いても、片岡さんは手を離してくれない。

　ロビーのふかふかな絨毯に、無理して履いてきた八センチヒールのパンプスが沈んで歩きにくい。それに気づいていないかのように、彼は私を引っぱるようにして足早にエレベーターに乗り込んだ。紳士的な態度に徐々にほつれが見えてきた。

「あ、あの、片岡さん。私やっぱり――」

『やっぱり帰ります』と言いたかったのだが、私の言葉を遮り彼が話しだす。

「君のことを夏美さんと呼んでもいいかな？　名字だとなかなか距離が縮まらない気がして。ダメですか？」

「ダメじゃないですけど……それより、あの……」

「よかった！　今日は僕にとって最良の一日です。夏美さんと一緒にバーラウンジで乾杯できるなんて幸せです！」

「ありがとうございます……」

　帰るとはとても言い出せない雰囲気にされた時、エレベーターが最上階に到着した。

　一杯だけ。お酒を一杯付き合ったら帰れるから……。

　帰りたい心にそう言い聞かせ、手を引かれてバーラウンジに入る。広々として落ち着いた大人の空間が開けた。

　照明は暗めに落とされ、開口の広い窓に夜景が見える。雨が降っていなければクリアに見えてさぞキレイだろうけれど、雨に濡れた窓ガラス越しでは残念ながら光が歪んでぼやけて感動することはできなかった。

　ボーイさんにコートを預かってもらい、窓際のふたり掛けのテーブル席に座る。

　ビールを頼もうと思っていた私に片岡さんが言う。

「お酒は僕に任せてもらえませんか？　実は学生の頃、バーテンダーのアルバイトをしていたんです。ここのマスターとは顔なじみなので、夏美さんにピッタリのオリジナルカクテルを僕が作ってきます」

『任せてもらえませんか？』と聞かれたけど、選択肢は与えられていない。「お願いします」としか答えられない聞き方だった。

　片岡さんはバーカウンターの裏側へ入っていき、マスターらしき人物と親しげに会話していた。

　ふたりの後ろの壁には、さまざまな種類の酒ビンが飾ってある。カクテル用のキレイな色のついた洋酒の横に、ビールサーバーが二台並んで置かれていた。

　アレは……残念ながら青空ビールのサーバーではない。業界売上Ｎｏ・１の『朝あさ陽ひビール』と、売上はウチの会社と同じくらいで、業界四位五位辺りをうろついている『ＲＥＤ[image: ]レッズビール』のものだった。

　同業者を悪く言いたくないが、ＲＥＤ[image: ]ビールは業界での評判がよくない。他社ビールと特徴が酷似したビールを自社オリジナル商品として新発売し、裁判沙汰になりかけたことがあった。

　昨年、朝陽ビールの社内ネットワークに不正アクセスされるという事件が起きたのだが、それも当初からＲＥＤ[image: ]ビールの子会社の仕業だと噂されていた。

　そんなグレーなＲＥＤ[image: ]ビールより、ウチの青空ビールをこのバーに置いてくれたらいいのに。

　そんなことを考えているうちに、片岡さんが戻ってきた。

　左手には、自分用のウイスキーの入ったオールドファッションドグラス。右手には、私のためのオリジナルカクテルを持っている。

　テーブルに置かれた逆三角形のカクテルグラスには、三層のカクテルが入っていた。

　上からピンク、黄色、白。女子向けのキレイなカクテルに、つい「わあっ」と声を上げてしまった。

「夏美さんをイメージして作りました。喜んでもらえて嬉しいです」

　片岡さんは向かいの肘掛け付きの布張り椅子にゆったり座り、ウイスキーの氷をカランと鳴らした。

　三色のかわいいカクテルが私のイメージと言われて、悪い気はしない。グラスを合わせて乾杯し、そっと口を付けた。

　見た目はかわいいけど、アルコール度数は高かった。

　既にフレンチレストランでグラスワインを三杯飲んでいる私。この一杯をすぐに飲んで帰ろうと思っていたのに、一気に飲み干すことはできそうにない。

　カクテルのピンクの層はピーチ味。黄色はレモン味。ちびりちびりと飲み進めて、やっと二層目の終わりまでたどり着いた。

　酔って顔が熱いけど、まだ大丈夫。このアルコール度数高めのカクテルをすべて飲み干しても、きっとふらつかずに歩いて帰れるだろう。

　そのことにホッとする。

　膝の上に乗せていたスマホに目をやる。画面に表示された時刻は、二十一時五十七分だった。思っていたより随分遅くなってしまった。

　久遠さんに二十二時には帰ると言っておいたから、連絡しないと心配させてしまう。これを飲み終えたら、これから帰りますと久遠さんにメールしよう。

　フランス料理店とは違い、片岡さんはあまり話さなかった。ウイスキーを飲みながら私をジッと見ているだけ。そしてカクテルの三層目にきた時、やっと口を開いた。

「その白い部分は、ヨーグルトベースのカクテルです。そこだけアルコールは二％。強くないから一気に飲んでも平気ですよ」

　二％なら、ビールの半分以下だ。酔いがこれ以上回る心配はないだろう。

　わずかにとろみの付いた白い液体を、言われた通り最後は一気に飲み干した。

　確かにヨーグルト味で、アルコール度数も低いけど……なにこれ。なんか苦い。

　子供の頃、病院で処方された粉の風邪薬がどうしても飲めなくて、母がヨーグルトに混ぜて飲ませようとした時のことを思い出した。

　このカクテルはそんな味だ。

　顔をしかめて、片岡さんに聞いた。

「あの、この苦味はいったいなんの……」

　質問の途中だが、続きをしゃべれなくなった。

　急に視界がグニャリと歪み、強烈な眠気が襲ってきた。意識が強制的にどこかへ連れ去られる感覚だ。

　テーブルに突っ伏すように倒れ込んでしまい、膝に乗せていたスマホが床に落ちてしまった。

　落ちた直後に、聞き慣れた着信メロディが耳に届いた。それは久遠さん用に設定した着信メロディ。二十二時になっても帰らない私を心配し、きっと電話してきたのだと思った。

　全身から力が抜けていく。落ちたスマホを拾い上げることもできない。

　私の代わりにスマホを拾い上げたのは、片岡さんだった。

「久遠礼士……。天才には俺の苦労なんて、分からないだろうな……」

　なんの接点もないはずの久遠さんを、『天才』と言い表した彼。だけど私は、それに驚くことも怪しむこともできなくなっていた。

　意思に反して瞼が下がり、視界は暗闇に包まれていく。混濁する意識で辛うじて、片岡さんの呟きを聞き取った。

「あんたを利用させてもらう……俺にはアレが必要なんだ……」

　その言葉を耳にした後は、意識は完全に闇の中へと落ちていった。




　目が覚めたのは、おそらく数時間後のこと。辺りは暗く、まだ夜の気配が漂っていた。

　夢を見ていた気がするが内容は忘れてしまった。ただ、すごく怖い夢だった気がする。

　まだぼんやりとした意識の中、あくびをひとつして起き上がろうとしたが……起き上がれないことに気づく。

　姿勢はベッドに大の字。手足が四方向から、なにかに掴まれている感覚があった。

　恐る恐る自分の手首に目を向けて驚きょう愕がくした。紐ひもで縛られ、ベッドフレームに固定されているのだ。

「なにこれ……」

　寝ぼけている場合ではなくなり、頭をフル回転させて状況把握に努めた。

　見慣れない部屋の中には、私ひとり。ほかには誰もいないようだ。

　寝ているシングルベッドがひとつに、鏡台とテレビ、クローゼット。小さなテーブルセットもあり、テーブルでは広げられたノートパソコンが画面を青白く光らせている。照明は消されて、カーテンを引いていない窓からは雨で歪んだ夜景が見えた。

　その夜景だけは見覚えがあった。片岡さんに連れられてバーラウンジで見たものとほぼ同じ。見ている高さが幾分低くなっただけの景色だった。

　バーラウンジ……片岡さん……？

　点と点が繋がり、刹那に青ざめた。

　そうだ……私は薬みたいに苦いカクテルを飲まされて、意識を失ったんだ……。

　ここはきっと、ハリストン・パークホテルの一室なのだろう。私をここに運んだのも手足を縛ったのも、きっと彼の仕業だ。

　私は騙されたのだと、やっと気づいた。

　手足を縛っている紐を引っぱってみたが、肌に食い込み痛いだけ。もがいてみたけど外れなくて、自力で外すのを諦めるしかなかった。

　バッグを探したら鏡台の上に置いてあり、届かない。誰かに連絡をとることも不可能な状況だった。

　焦りと恐怖が増していく中、ドアの開く音がして薄暗い部屋に光の帯が差し込む。

「あ、起きたんだ」

　その声に、さらに恐怖と緊張が増した。パッと部屋の照明がつけられ、眩しさに目を細める。

　入ってきたのは片岡さん。手に缶コーヒーと財布を持っている。

　怯おびえるだけでなにも言葉が出てこない。そんな私を見て彼は鼻で笑った。

「分かっていると思うけど、あんたは俺の言うことを聞くしかない状況だから」

　ベッドの足元を通り過ぎ、彼は窓際のテーブルセットへ向かう。布張り椅子にゆったり腰掛け、缶コーヒーのプルトップを開けた。

　出会った時は紳士的な態度で誠実そうな印象だったのに、目の前にいる彼からは紳士のカケラも感じない。言葉遣いは乱暴になり、ネクタイを外して、シワの寄ったワイシャツをだらしなく着こなしている。

　きっとこれが彼の本当の姿なのだろう。プロフィールも偽物で、Ｔ大卒も官僚であることもハムスターを飼っているのも、もしかすると名前すら嘘かも知れない。

　私を騙した目的は、いったいなに……？

　そう考えて、ふと思い出す。

　うろ覚えであやふやな記憶だが、バーラウンジでテーブルに突っ伏した時、彼の本心を聞いた気がする。私を利用するとか、アレが必要とか、そんな内容だった。

　久遠さんの名前も口にしていた。フルネームで久遠さんを呼び捨て、天才がどうのと知ったふうなことを言っていた。

　私を狙った理由は体目的とか、そんな単純なことではなさそう。もしや……彼の狙いは、久遠さん？　久遠さんとの同居を知った上で、私に近づいたのだろうか。

　庶務の仕事をしている時より何十倍も頭を働かせて、そんな結論を導き出した。

　彼は缶コーヒーを飲みながらノートパソコンをカタカタと鳴らして、なにかの作業をしていた。

　震える声で恐る恐る彼に尋ねる。

「あなたは、誰……？　片岡さんではないんですよね？　私を人質に、久遠さんになにかしようと企んでいるの……？」

　彼は作業の手を止め、視線を画面から私に向ける。ニヤリと薄気味悪い笑顔を見せて言った。

「騙されやすいバカ女だと思ったのに、案外鋭いじゃないか。そうだよ。俺は片岡じゃない。プロフィールはデタラメだ。アンタを騙した理由は、あるモノが欲しいからだ。それは、『ＢＸ―０９１』。ビール酵母の発酵速度を十倍速める有機化合物のコードネームだよ。開発者の久遠からそれを盗んできてもらいたい。久遠の女ならできるよね？」

　久遠さんの開発した有機化合物……？

　ＢＸ―０９１という言葉を、これまで聞いたことがなかった。少し考えてから、もしかして……と思い当たることが出てきた。

　久遠さんは最近、家に仕事を持ち帰るようになった。リビングではなく寝室にこもって、ノートパソコンに向かう姿を見ている。その仕事がＢＸ―０９１に関係することなら、自宅のノートパソコンにもデータが入っているということになる。

　久遠さんの女ではないけれど、同居している私にならノートパソコンを盗めなくはない。盗もうと思えば……の話だけど。

　この男の狙いは分かった。でも、まだ肝心な部分が分からない。

　この男は誰なのか。そして、なぜ久遠さんの研究成果を欲しがるのか。

　その時、ヒントになるべきモノを思い出した。

　バーラウンジのカウンター裏にＲＥＤ[image: ]ビールのサーバーがあった。マスターと顔なじみと言ったのは客として通いつめたからでも友人だからでもなく、もしかして仕事的な繋がりだったとか……？

　この男が業界で悪名高いＲＥＤ[image: ]ビールの人間であるならば、久遠さんの研究成果を欲しがる理由も分かる。会社の誰かに命令されたか、それとも自分の手柄にするため……。

「あなたは、ＲＥＤ[image: ]ビールの人間なのね？」

　コクリと唾を飲み込み、確認した。

　彼は少し驚いてからニヤリと笑った。

「正解。へぇ、驚いたな。久遠の女だけあって、やっぱ賢いのか。そこまで分かったならハッキリ言うよ。久遠礼士がなにを作っているかまでの情報は俺ひとりでも盗めたけど、肝心の中身が手に入らないんだ。急いでいる。青空ビールが特許を申請する前に、ＢＸ―０９１の製造方法をあんたに盗んでもらいたい」

　彼が立ち上がり、ゆっくり近づいてきた。

　逃げたくても四肢を縛られ逃げ出せない。ベッドの端に腰掛けた彼から、お尻の位置をギリギリまで離すのが精いっぱいだった。

　彼は薄ら笑い、私に命令する。

「田丸夏美、久遠からＢＸ―０９１のデータを盗んでこい。やれるよな？」

「やるわけないでしょ。絶対に嫌。久遠さんを裏切る真似はできません」

　怯えはどこかに消え去っていた。胸の中にフツフツと怒りが込み上げてくる。精いっぱい彼を睨みつけ、きっぱりと拒否した。

　すると、起き上がることもできない私を見下ろし、彼が笑い声を上げた。

「なにがおかしいのよ！」

「おかしいよ、ハハッ！　あんた、自分の状況見えてないからさ。今、自分がどんな姿になってんのか見てごらん？」

　体の上には白いシーツに包まれた毛布が一枚かけられていた。彼はそれを剥ぎ取り、私の体をあらわにする。

　着ていたはずのワンピースは脱がされ、代わりにホテルのマークが入ったバスローブを纏っていた。さっきベッドでもがいたせいか、バスローブの腰紐が解けて前合わせが緩くなっている。生肌が露出して、胸の膨らみがわずかに見えていた。花柄ピンクの下着はどこかに消え去り、バスローブの下は真っ裸だった。

「キャア！」

　悲鳴を上げるも、四肢を縛られているので隠すことはできない。

「けっこう、いい体してるね。これ、ネットにアップしたら、閲覧数が百万越えしそうな気がする」

　ニヤニヤしながら顔の前に突きつけられたのは、彼のスマートフォン。わざわざスクロールして画像をすべて見せられる。

　目を見開き絶句した。まだ男の人には見せたことのない私の裸の画像が、何十枚も保存されていたのだ。

「これで分かっただろ？　あんたに拒否権はないんだよ。これをネット上にばらまかれたくなければ、久遠の研究データを盗んでこい」

　ネットにばらまかれるなんて、もちろん嫌だけど……そんなの、久遠さんを裏切る行為に比べたら遥かにマシだ。この人はそれで私を操れると思ったようだが、残念ながら私の心は真逆。百対ゼロで、裸を晒されるほうを選ぶ。

　私を追いつめたつもりだろうけれど、答えは変わらない。

「データは盗まない。それで画像をばらまくと言うのなら、どうぞお好きに」

　彼が驚いた。勝ち誇った顔から一転、今度は慌てた顔で私を説得しようとする。

「あんた、本物のバカなのか？　それとも〝ばらまく〟の意味を分かってないのか？一度ネットにアップしたら、こういう画像はたちまち拡散するぞ。後から元画像を削除しても、広まったモノは回収不可能。半永久的に、あんたの裸がネット世界を渡り歩くんだ。分かってんのか？」

「それくらい分かってます。それでも、久遠さんを裏切るよりマシだと言ってるんです」

　久遠さんは研究所時代に恋人に裏切られ、研究成果を盗まれている。女性蔑視的な発言がたびたび見られたのは、そのせいだ。

　ここは私が堪えて、女性の信頼回復を……いや、そんな大げさなことではなく、私だけはなにがあっても裏切らないと久遠さんに信じてほしい。

　揺るがない私の言葉を聞いて、彼は唖あ然ぜんとしていた。しばらく黙って私を見ていたが、やがてその顔は醜く歪んでいく。

「バカ女が……俺の計画を狂わせてんじゃねぇよ……」

　彼は苦虫を噛み潰したような顔をして呟くと、さらなる暴挙に出てきた。馬乗りになり、バスローブの合わせ目を全開にする。

　光の下に晒される裸が恐怖に震えた。叫び声を上げようとしたが、できなかった。彼がポケットから丸めたネクタイを取り出し、私の口内に押し込んだから。

　モゴモゴとくぐもった声で暴れようとしても、体の上は大の男に乗られて四肢は拘束されたまま。どうすることもできなかった。

　嫌な予感に恐怖が増す。

「言うことを聞けるようになるまで、徹底的に犯してやる……。裸の静止画で効かないなら、動画はどうだ？　犯されているところをライブで世界に発信する。女としてのあんたの人生終わるぞ？」

　私の体に冷たい視線を流すと、彼は右手でスマホを構え、左手でズボンのベルトを外し始めた。

「[image: ]ー[image: ]ー」と唸りながら、体をよじろうとしても無理だった。少しの抵抗もできないことが悔しくて、目から涙が溢れた。

　二十四歳まで守り通した処女を、まさかこんな男に奪われるなんて……。それならポリシーに反してでも、久遠さんに抱いてほしいとお願いするべきだった。実際にそんな言葉を口にできるかどうかは別だけど……。

　とにかく、頑なに守り続けてきたポリシーを恨む気持ちが芽生えたのは事実だった。結婚してくれなくてもいい。大好きな人に初めてをもらってほしかった、と激しく後悔した。

　泣きだした私を見て、彼が嘲笑う。

「嫌だろ？　俺に犯されるのは。もう一度だけ聞いてやる。データを盗んでこい。従わないなら、本気で犯してネット中継してやるぞ？」

　嫌で嫌でたまらないけど、最終解答も、もちろんノー。例え女としての人生が終わったとしても、久遠さんを裏切るのは絶対に嫌だった。口にはネクタイが押し込まれているので、首を横に振り意思表示をした。

　諦めの涙を流して目を閉じると、瞼の裏に久遠さんの顔が浮かび上がった。

　会いたくてたまらない……。今は真夜中。彼はぐっすり眠っているのだろうか。それとも、帰らない私を心配して捜している？

　例え捜してくれていたとしても、見つけることはできない。私がこの場所にいることを、誰にも知らせていないのだから。

「後悔しても遅いからな……」

　そう言われた時、突然ピンポンと部屋のチャイムが鳴らされた。

　ハッとして目を開ける。ベッドから直接ドアは見えないので、ドアに繋がる狭い通路に視線を向けた。

　少しだけ期待してしまった。久遠さんが助けに来たとは思わないけど、なにか異変を感じて従業員が訪ねてきたのではないか、と。

　しかし彼は、チャイムを無視して、行為を続けようとしていた。

「[image: ]～[image: ]～」

　ネクタイを詰め込まれた口で必死に助けを呼ぶ。

　チャイムは一度で終わらなかった。ピンポンピンポンと、しつこく鳴り響いている。

　真夜中のチャイムの連打は、きっとほかの部屋にも届いているだろう。苦情が来るかも知れない状況で、とうとう彼が無視するのを諦めた。舌打ちしてイラ立ちをあらわにし、私の上から下りてズボンを直す。

「うるせーな」

　床に落とした毛布を手に取り、私の頭までをスッポリ覆い隠すとドアに向かった。

　布団をかけられてなにも見えなくなり、耳をそばだてる。話し声と物音に神経を集中させた。

　彼はまずドアの覗き窓から、廊下の様子と人物を確認したみたい。

「近すぎて顔しか見えない……ハゲたオッサンだな。従業員か……？」

　そんな独り言を呟いてから、止まらないチャイムの連打に声を荒げた。

「真夜中にうるせーな！　なんの用だよ！」

　ドアを開けた音はしないので、閉めたままの会話のようだ。

　それに答えるのは、ドアの向こうの中年ホテルマン。

「お客様、あにょ～、変な物音がするとフロントに苦情が入りましてにょ～。なにかあったのかと思いましてにょ～」

　真っ暗闇の布団の中でハッとする。『にょ～にょ～』と語尾が変なしゃべり方をする人物は、ひとりしか知らない。研究開発部のにょにょ村部長だ。

　なぜ、にょにょ村部長がここに？　……いや、まさかそんなわけないよね。もちろんにょにょ村部長はホテルマンではないし、ここにいる理由も思い当たらない。語尾が『にょ』の人物は、私が知らないだけで意外と多いのかも知れない。

「なにもない。うるさかったなら謝る。ちょうど寝ようとしてたところだから、これからは静かになる。問題ないから帰ってくれ」

　早く追い帰したい彼に、ホテルマンは食い下がってくれた。

「そうはいきませんにょ～。ホテルとしましては、お客様の安全を守るのが第一。お部屋に異常がないか、確認しないといけませんにょ」

「異常はないから、早く帰れ」

「ダメですにょ。確認するのが決まりですにょ。チラッと見るだけですので開けてくださいにょ。お客様が開けないのなら……マスターキーで勝手に入りますにょ？」

「ちょ、ちょっと待て！　開けるから少し待ってくれ。俺は今、裸なんだよ。服着る時間をくれ！」

　裸なのは、彼ではなく私。彼はズボンのチャックを下ろしただけの状態だったが、そんな言い訳をして慌てて私のもとに戻ってきた。

「声出すなよ。動くなよ。気づかれんなよ。変な素振り見せたら、もっとひどい目に合わせるからな」

　顔の部分だけ毛布をめくり早口で私を脅すと、毛布をまた頭まで被せた。

　枕元にバサバサと、なにかが置かれた気配がした。きっとスーツのジャケットやコートで、毛布からはみ出している私の手と拘束紐を隠したのだろう。

　そうしてまた、彼は慌ただしく戻っていく。

「仕事関係の大事なモノがあるから、触るのはやめてくれ。入口から見るだけにしてくれよ」

　そんな会話が聞こえた後、カチャリとドアが開けられた音がした。その直後に「うわっ！」と叫ぶ彼の声と、「成敗だにょ！」と息巻くホテルマンの声がした。

　気づかれるなと脅されていた私だが、そんな命令に従うわけない。体を揺らし「[image: ]～[image: ]～！」と声を上げ、必死に存在を伝えようとした。

　駆け寄る誰かの足音がして、パッと毛布がめくられた。明るくなった視界に見えたのは堂浦さんの顔だった。

「夏美ちゃん！　あ～よかっ……わっ！　ゴメン！」

　頭だけ出した状態でまた毛布を被せられた。

　当然だ。私のバスローブは前合わせが全開のままなのだから。決して文句は言えないけれど、堂浦さんに胸を見られてしまった。

　堂浦さんは口に詰められていたネクタイを取り出してくれて、それから手足を縛る紐を外しにかかっていた。

　私は放心状態で、堂浦さんではなく別の人物を見つめていた。

　部屋の中央で卑怯者と対たい峙じしているのは久遠さんだった。ずぶ濡れの黒いコートで髪から雨の雫しずくを垂らし、ぶかぶかのホテルマンの衣装を着たにょにょ村部長を、荷物を持つように小脇に抱えている。

　その姿に胸が熱くなる。説明されなくても冷たい雨に打たれた姿を見れば、必死さが伝わらないわけない。

　連絡が取れなくなってからずっと、久遠さんは私を捜して見つけ出してくれた……。

　嬉しさとありがたさ。それから申し訳なさが、一気に胸に込み上げてきた。久遠さんの姿が涙で滲んでぼやけてしまう。

　自由になった両手で涙を拭い、ベッドに身を起こした。はだけたバスローブを寄せて、胸元をギュッと握りしめた。

「お前は……久遠礼士……」

　ＲＥＤ[image: ]ビール社員の卑怯者が、ファイティングポーズで身を守りながら言った。

　久遠さんは顔を卑怯者に向けたまま、視線だけ私に流した。

「俺は……間に合わなかったのか？」

　その質問の意味するところは、犯されてしまったのか？ということだろう。

　裸にバスローブ姿なんてあたかも行為後のようだけど、辛うじて処女は奪われずに済んだ。とはいえ、あと一分でも遅ければアウトだったに違いない。

「ギリギリ間に合いました。久遠さん、ありがとうございます……」

　涙顔のまま無理して笑顔を作り、久遠さんを安心させようとした。

「そうか」といつもと同じ淡泊な返事をされたけど、久遠さんの横顔には、微かな安堵の色が見てとれた。それから彼は蔑む視線を卑怯者に向けた。

「お前の身元は割れている。ＲＥＤ[image: ]ビール社員の黒くろ川かわ雅まさ史し。今年の四月に製造研究室から営業部に異動させられたそうだな。理由は、入社以来これといった研究成果を上げられなかったこと。研究室から追い出される形での異動とは、哀れだな」

　真夜中の客室に、久遠さんの低く澄んだ声がよく響いた。

　卑怯者の名前は片岡ではなく、黒川というらしい。

　この短時間で、名前だけでなくＲＥＤ[image: ]ビールの人間であることや所属部署に移動履歴、その理由まで調べ上げたとは。どうやったのか分からないけど、驚くばかりだ。

　片岡改め黒川もかなり驚いていた。素性を言い当てられて息を飲み、一重の瞳を大きく見開いている。しかし、ひとしきり驚いた後、黒川はクツクツと笑い出した。

「なに笑ってんの～？　追いつめられてイカレちったの？」

　ベッドの私の隣に座る堂浦さんが、そう言って黒川をからかった。

　人数的にこちらが有利な状況。かつ久遠さんは、なにもかもお見通しといった顔をしている。勝者は明らかなのに、黒川はまだ不敵に笑っていた。

「俺について調べたんなら話が早いよ。どうせ、あんたの開発したＢＸ―０９１を狙っていることも分かってんだろ？」

「ああ。社内のパソコンに不正アクセスの痕跡が残っていたのは最近だからな。自分では盗めず、夏美に盗ませようとしたのだろう」

「ご名答！　でもこの女、頑固で困ってたんだよねー。裸の画像をばらまくと脅しても犯すぞと言っても、絶対裏切らないの一点張り。久遠自らお出ましのこの状況は、よく考えたらこっちの利益。女と交渉できないなら、あんたと取引させてもらう」

　黒川はポケットからスマホを取り出し、印籠のように掲げて見せた。

　久遠さんは、そのスマホに鋭い視線を向けている。

「久遠礼士、ＢＸ―０９１の研究データをよこせ。さもなくば、このスマホに入っている女の画像をばらまくぞ。ＢＸ―０９１さえ手に入れば、俺はきっと研究室に戻してもらえる。さあ、取引しようぜ！」

　黒川はニタリと笑って言った。

　自分が元の部署に戻るために、他人の研究成果を狙うなんて……。私の裸画像を材料に、久遠さんに迫るのも許せない！

　私の心に激しい怒りが込み上げる。思わずベッドの上に立ち上がり、声を荒げた。

「卑怯者！　久遠さんにそんなこと言わないでよ。ばらまいていいと言ったでしょ。さっさとＳＮＳにでもなんにでも、アップしなさいよ！　私なんかの裸を高尚な研究の取引材料に使わないで！」

「まぁまぁ。久遠に任せとけば大丈夫だから、夏美ちゃんは大人しくしていようね。ほら、取り乱すとオッパイがはみ出しちゃうよ？」

　憤る私を堂浦さんがなだめる。そして私のバスローブの前合わせを直して、腰紐を外れないようにしっかりと結んでくれた。

「落ち着いて」と座らされたけど、私の怒りは収まらない。黒川に対してだけではなく、自分に対しても。私のせいで久遠さんに迷惑をかけているこの状況が腹立たしくて悔しくて、悲しくなってしまう。

　一方、交渉相手を私から久遠さんに切り替えた黒川は私を無視して話を進める。形勢逆転とばかりにニヤついて、スマホを顔の横でちらつかせ「どうする？」と久遠さんに回答を迫っている。

　久遠さんが動いた。いや、動いたのは久遠さんというより、彼が小脇に抱えているモノだ。「行け」と命令した後、久遠さんは小人体型のにょにょ村部長を力いっぱい投げ飛ばした。

「にょーっ！」と叫んで黒川に向かって飛んでいく、にょにょ村部長。驚く黒川の手から見事にスマホを奪い取り、壁に激突した後、意外と機敏に走って久遠さんの背後まで戻ってきた。

　黒川はよろけて壁に背中を打ちつけた。

「飛び道具は、卑怯だぞ！」

　ツッコミどころ満載なセリフに、堂浦さんだけが「アハハ」と笑っていた。

　久遠さんは飛び道具――にょにょ村部長からスマホを受け取ると、画面を操作し始めた。

　私の裸画像を消せば取引材料がなくなり、ジ・エンド。そう期待したが、なぜか久遠さんの表情は曇りだし、「くそっ……」と呟くと黒川を睨みつけた。

「画像をパソコンに転送した履歴がある。そのノートパソコンか？」

　ぶつけた肩を痛そうにさすりながら、黒川はテーブルセットの椅子にどっかり腰を下ろした。ノートパソコンの画面を私たちのほうに向け、私の裸画像の一枚を大きく表示して見せた。

「にょにょっ!!」

　にょにょ村部長が、鼻血を吹き出している。

「夏美ちゃん、いつも色気が足りないと言ってゴメン……。かなりエロイよ……」

　堂浦さんが場違いな感想を口にした。

　スマホを奪っただけでは意味がなかった……。

　私にとっては『キャア！』と叫びたくなる状況だが、のんきに恥ずかしがっている場合じゃないと理解した。

　久遠さんだけは険しい表情を崩さず、黒川を睨み続けている。

「貴重な取引材料なのに、スマホだけのはずないだろ。ちなみに、このノートパソコンだけじゃないから。自宅のもう一台のパソコンと会社の俺用パソコンにも転送済みだ。スマホを奪えばすべて終わると思ったのか？　天才と呼ばれているくせに、実際は大したことないね。それとも、俺のほうが頭いいのかな？　アハハッ！」

　黒川は鼻で笑って足を組み、久遠さんをバカにした。

　スマホを奪ったことは、ぬか喜びに終わってしまった。自宅や会社のパソコンにも転送されてしまったのなら、仮に力づくでそのノートパソコンを奪っても意味はないということだ。結局、私の裸画像は取引に使われてしまった。

「分かった。ＢＸ―０９１はお前にくれてやる」

　そう言ってくれた久遠さんを、悲しく思うしかできなかった。

　久遠さんは黒いコートの内ポケットから、なにかを取り出した。

　それは一枚のＳＤカードが入った小さな透明のケース。そのＳＤカードと奪ったスマホのふたつを、黒川に投げて渡した。

「こうなる可能性も考えて、ＢＸ―０９１のデータは用意してきた。スマートフォン用のＳＤカードで悪いな。家には未使用の記録媒体がほかになかったんだ」

　久遠さんはため息をついて言った。

「ふーん、まぁスマホ用ＳＤカードでもいいよ。スマホとパソコンを繋げば取り込めるし、ひと手間かかるけど同じことだ。偽物じゃないかだけ確認させてもらうから、ちょっと待ってな」

　ＳＤカードを受け取った黒川は、勝利を確信してヘラヘラ笑いながら気前よく言った。

　私がバカなばかりに、久遠さんの大事な研究データを渡すことになってしまった。『ごめんなさい』なんて、チープな謝罪では済まない失態。申し訳なくて、なんと声をかけていいのか分からない。

　再び目には涙が滲んできた。もうダメかも……。久遠さんのマンションを出るしかないよね。ずっと側にいたいけど、それは許されない。私にできることは二度と迷惑をかけないように離れることだけ……。

　皆の視線が集まる中で、黒川はＳＤカードをスマホに差し込んだ。そのスマホをＵＳＢケーブルでノートパソコンに接続している。

　久遠さんはコートのポケットに手を入れて、ジッと確認作業を見守っている。にょにょ村部長は久遠さんの陰から顔だけ出して黒川の様子を見つめ、堂浦さんは私の横でベッドに座り、ガックリと肩を落とす私の頭を撫でてくれていた。

　黒川はふんふんと鼻歌を歌いながらキーボードをカタカタと鳴らして、ＳＤカードに記録された情報をノートパソコンに取り込んでいった。

　作業時間は三分ほど。黒川は笑顔で言った。

「確かに本物。ＢＸ―０９１の研究データはいただきだ。こんなの開発できる久遠はすごいよな。すごいけど奪われたら意味ないね。次は気をつけなよ、アハハッ！」

　広くはないシングルの客室に響いた高笑いは、その後すぐに驚きに変わった。

「アハハ……はあっ!?」

　黒川は強い焦りを顔に浮かべ、スマホとノートパソコンを繋ぐＵＳＢケーブルを引きちぎるように慌てて取り外した。それからキーボードに指を走らせていたが、やがて壊れそうな勢いでバンバンと叩き始めた。

「なんだよこれっ！　止まれ！　頼む止まってくれ！　クソォォッ!!」

　なにが起きたのか分からなくて、私は呆あっ気けに取られるだけだった。

　一方、男三人は分かっている雰囲気だ。堂浦さんは膝を叩いて大笑いしているし、にょにょ村部長は小躍りしている。久遠さんは……してやったりという悪い顔してニヤリと笑っていた。

　黒川はテーブルからノートパソコンを払い落とした。

　鈍い音を立て床に転げたパソコン画面には、私には意味不明なアルファベッドと数字の列が高速でひたすら画面を流れ続けている。

　黒川は久遠さんに詰め寄った。コートの胸倉を掴み、赤く充血した目で怒りをぶつける。

「てめぇ！　ウイルス仕込みやがって汚いぞ。スマホもノートパソコンも、使いモノにならなくなったじゃないか！」

　黒川の拳が振り上げられた。

「キャアーッ！」

　久遠さんが殴られると思い悲鳴を上げたが、実際に殴り飛ばされたのは久遠さんではなく黒川のほうだった。

　黒川の拳を冷静にいなして、カウンターパンチを一発お見舞いした久遠さん。黒川は壁まで吹っ飛ばされ、背中を打ちつけて床に崩れ落ちた。

　久遠さんは一歩二歩と黒川の前まで歩き、足を止めて冷ややかな視線で見下した。

「本来なら、こういうやり方は好みじゃないが……夏美の危機が予測される状況で、優しい手段を考えてやる余裕はなかった。悪いな。時間がない中で作ったウイルスだから、攻撃性を制御するシステムまで付け足せなかった。破壊したのは、スマートフォンとノートパソコンだけじゃない。メール履歴が残されている関係先のパソコンも、同じようにこのウイルスで破壊されていることだろう」

　事情をよく飲み込めない私に、隣にいる堂浦さんが詳しく解説してくれた。

　どうやらＳＤカードには研究データのほかに、破壊プログラムを持つコンピュータウイルスが仕込まれていたようだ。

　黒川がＳＤカードをスマホに挿入しケーブルでノートパソコンに接続すると、ウイルスが活動を始める。スマホとノートパソコンに入っているすべてのデータが消滅し、そのもの自体も全機能が破壊されて使いモノにならなくなる仕組みだ。

　さらに履歴をたどって、ウイルスがほかのパソコンにも勝手に感染。裸画像を転送した自宅と会社のパソコンも今頃、機能不全に陥っているということらしい。

　そんな恐ろしいウイルスプログラムを、私の捜索と同時進行で久遠さんは作ってしまったということだった。

　天才を本気で怒らせると恐ろしい……。研究データを奪われず裸画像も完全に消滅し、いいことずくめのはずなのに、私の背中に冷や汗が流れるのはなぜだろう。

　茫ぼう然ぜん自じ失しつの黒川は、床の一点を見つめて呟いている。

「メール履歴……ＲＥＤ[image: ]ビールの営業部と研究室のパソコン、取引先もやられたってことか……？」

「だから『悪いな』と謝っただろう。今お前の頭に浮かんでいる関係先は全滅だ。解析しづらく作ったつもりだが、万が一ウイルスの出所が暴かれたらお前が犯人扱いされるな。それについても謝っておく。悪かった」

　ウイルスを作ったのは久遠さんだけど、黒川はそれを口にできない。なぜなら、私を拉致して裸にした上に久遠さんの研究成果を盗むという犯罪行為を告白することになってしまうから。

　この先、ウイルスの発信源を突き止められる恐怖に怯えて暮らさないといけないなんて……。

　自業自得の結果だとしても、黒川を哀れに思った。

　床に崩れ落ちている黒川に背を向け、久遠さんが私のほうへ歩いてきた。私を見つめる瞳は、今まで見たことがないほどに優しかった。

　ベッドに座る私の前で足を止め、久遠さんはため息混じりに言った。

「生きた心地がしなかった……。頼むから、もう俺から離れるな……」

　力強い腕が私の体に回される。

　ギュッと抱きしめられて感じるのは、私を見つけ出すまでの彼の焦りや、今心底安堵している気持ち。腕を通してそれらが伝わってきて、私の目には涙が溢れた。

　久遠さん、心配かけてごめんなさい……。見つけてくれて本当にありがとう……。

　私も腕を回して彼の背中を抱きしめ返す。

　気を遣ってか、にょにょ村部長と堂浦さんは抱き合う私たちから視線を逸らしてくれていた。










繋がる先の約束




　数分後。完全に戦意を消失して抜け殻状態になった黒川を残して、四人揃って部屋を出た。

　まだ夜が明けていないホテルの廊下はシーンと静まり返っている。堂浦さんが声のボリュームを落として私を叱った。

「夏美ちゃん、これに懲りたらお見合いなんてやめなよ？」

「はい。ご迷惑おかけしました」

　お見合いなんて、もう懲り懲り。もちろん多くの結婚相談所は、マジメにまともな人を紹介してくれると思う。今回みたいなことは普通じゃない。

　そう分かっていても、一度怖い思いをしたらお見合いはもう嫌だと思ってしまう。

　皆にも迷惑かけたくない。

　充分反省しているつもりだが、堂浦さんは言い足りないみたい。

「今日の俺ッチ、ナースと合コンしてお持ち帰り途中だったんだよ？　ラブホ前で久遠から緊急呼び出しがかかってさぁ。大変だったんだから、感謝してよねー」

「はい……心から感謝します。本当にごめんなさい」

「まぁ、久遠の大変さに比べたら、俺ッチなんて大したことしてないけど。久遠のあんなに焦った顔、初めて見た。犯罪スレスレで必死に捜索する久遠に、俺ッチまで胸キュンしちゃった～！」

　犯罪スレスレ……？

　いったいどんな捜し方をしたのかと、聞きたいようで聞きたくない。

　ヒヤリとしている私に、堂浦さんは得意げに話し始める。

「何万台もの防犯カメラの映像を、久遠自作の解析システムにかけたんだよ。ネットを介して画像を飛ばしてる防犯カメラって最近多いだろ？　アレに不正アクセスしてハッキングしたら――」

　なにやら犯罪っぽいワードが飛び出したが、久遠さんの「やめろ」のひと言でその話は中断させられた。

　エレベーターホールに着いて、四人でエレベーターを待つ。

　二台並んだエレベーターがほぼ同時にこの階に着き、扉が開いた。堂浦さんとにょにょ村部長が、ひとつのエレベーターに乗り込む。

　私もその後に続こうとしたが、久遠さんに腕を掴まれ止められた。

「えっ？」

　首を傾げる私に、にょにょ村部長が小さな手を振り別れを告げた。

「バイバイだにょ～」

　続いて、堂浦さんがニッコリ笑って言った。

「夏美ちゃん、月曜に感想聞かせてね～。あ、そうそう。三国も心配してたから、後でメールしてやって。あの太っちょくん、肝心な時にインフルエンザで――」

　三国主任がインフルエンザ？

　少しだけどうでもいいと思ってしまう情報をくれている最中に、エレベーターの扉が閉まった。

　堂浦さんとにょにょ村部長がいなくなり、久遠さんと私が取り残された。

　久遠さんに腕を引っぱられ、「お前はこっちだ」と隣のエレベーターに乗せられた。

　なぜか帰り道の一階ロビーではなく、最上階のひとつ下のボタンを押す久遠さん。上昇し始めたエレベーターの中で理由を聞いても、なにも答えてくれなかった。




　エレベーターから下りると、スタスタ歩きだした大きな背中に、意味が分からないまま付いていく。

　久遠さんが立ち止まったのは、客室の前。ドアの取っ手が金色でデザインも洒しゃ落れていて、黒川に連れ込まれた客室と格が違うのは見ただけで分かった。

　久遠さんはコートの内ポケットからカードキーを取り出すと、スライドさせて扉を開けた。

　背中を押されて中に入る。

　電気がつくと、豪ごう奢しゃな空間が目の前に広がった。ふかふかの絨毯に、天井にはシャンデリア。ソファセットなどの調度類はヨーロッパ調の気品溢れるデザインで、壁には高そうな絵画が飾られている。

　開口の広い窓辺からは、大都会の夜景が一望できた。いつに間にか雨は上がっていて、車のヘッドライトが道路に沿って光のラインを描き、宝石のように美しかった。

「わぁ！」と歓声を上げて、リビングに駆け込む。

　リビングの向こうには白いドアがふたつあり、両方とも【ベッドルーム】と書かれていた。

　眺望抜群の豪華なこの部屋は、もしやスイートルームというものでは……？

　初めて入るスイートルームにウキウキしてしまったが、あれ？と思考は振り出しに戻る。

　帰るつもりでいたのに、なぜスイートルームに連れてこられたのだろう。

　久遠さんは荷物を置きコートを脱いで、バスルームに向かっていた。

「雨で濡れて体が冷えた。先、シャワーに入らせてもらうぞ」

　まるで自宅にいるような普通の口調で言われる。

『はいどうぞ』と言いかけて、慌てて彼の腕を掴んで引き止めた。

「久遠さん、あの……もしや、この部屋に泊まるつもりですか……？」

「ああ」

「な、なんで!?」

　驚く私に久遠さんは向き直り、淡々と説明してくれる。

「お前の救出作戦を実行するにあたり、部屋をリザーブする必要があった。そうしないと、侵入者扱いされる可能性があるからな。普通の部屋ではなくスイートルームにしたのは、上客ならホテル側もいろいろと大目に見てくれると期待してのことだ」

　そう言われても、『なるほど！』とは言えなかった。

　ルームキーをあらかじめ持っていた理由は理解できたけど、どうして泊まるの？　このホテルでの用は済んだし、料金を払って帰ってもいいはずだよね？　ふたりでスイートルームって……。久遠さんにそんな気はないのだろうけど、いけない妄想をしてしまうじゃない。

　掴んだ腕を離せずにいると、またしても久遠さんに驚く言葉を言われた。

「シャワー、一緒に浴びるか？」

「えええっ!?　滅相もございません!!」

　おかしな敬語で叫び、三メートルも後ずさってしまった。

　久遠さんはいったいどうしてしまったの？　私の救出に疲労しすぎて、変になってしまったの？

　およそ彼のモノとは思えぬ発言に心臓はバクバク、顔は真っ赤になり慌ててしまう。

　そんな私を残して「そうか」とひと言、久遠さんだけがバスルームに入っていった。

　彼のシャワー中、ジッとソファに座って待つことはできなかった。落ち着かない気持ちで高級リビングの中を行ったり来たりと、うろついていた。

　どうやらここに泊まることは決定みたい。それは百歩譲っていいとして、問題は寝る場所だ。リビングの奥に、ベッドルームに繋がる白いドアがふたつあった。

　ひとつ目のドアをそっと開けてみる。

　セミダブルのベッドがふたつ、間にサイドテーブルを挟んで並んでいた。一般的なツインベッドの客室を豪華にした感じだ。ブルーを基調とした内装が落ち着いた雰囲気で素敵だった。

　その部屋を出て、次にふたつ目のドアを開けた。

　ここもツインのベッドルームかと思いきや、キングサイズの大きなベッドが部屋の中央にドドンと構えていた。ベッドフレームは金ぴかで、フカフカの枕は五つも置いてある。部屋の色調は淡いピンクで統一されていた。

　色的には私の好みだから、私がこっちの部屋で久遠さんが隣のブルーの寝室を使えばいいよね。……でも、キングサイズの広いベッドにひとりで寝るのはもったいないというか、落ち着かない気がする。かといって、久遠さんにピンクの部屋で寝ろと言うのも似合わなくておかしな気がするし……。

　どうでもいいことを真剣に考えていると、真後ろに人の気配がした。

「シャワー空いたぞ。入ってこい」

　そう言われて振り返ると、藍色のバスローブを身に纏う久遠さんが立っていた。

　バスローブを着た洋画俳優を見ても興奮したりしないのに、バスローブさえ華麗に着こなす彼の姿に顔が熱くなる。

　抜群のプロポーションと、引き締まった筋肉質の体。緩い前合わせから大胸筋の盛り上がりがチラ見えして、男の色気がだだ漏れ状態になっている。さっきまでの裸にバスローブの私なんかより、久遠さんのほうが遥かに色気で勝っていた。

　ごくりと唾を飲み込む。

　ああ、濡れた前髪を掻き上げないで……。フェロモンにやられて、おかしな気分になってしまいそう……。

「夏美？　どうした？」

　久遠さんに問われて、ハッと我に返る。

　私、今、いやらしいこと考えていた……？

「シャワーですね！　い、今すぐ入ってきます！」

　そうごまかして、慌ててバスルームに駆け込んだ。

　バスルームの時計が午前四時を指していた。

　もうすぐ朝と言ってもいい時間だが、明かり取りの窓から見える十二月の空はまだ、夜明けの気配がしなかった。

　ゆっくりシャワーを浴びて、変になりかけた気分をリセットした。

　本日二度目、さっきより高級なバスローブを身に纏いリビングに戻る。テーブルには外国銘柄のビールの小瓶が空の状態で置いてあった。

　久遠さんはソファに座ったまま眠っている。どうやら私がシャワーから出てくるのを待っていたようだが、疲れて眠ってしまったみたい。

　待たずにベッドで寝てくれてよかったのに……。

　ソファに近づくと、久遠さんは背もたれに頭をもたれてスースーと規則正しい寝息を立てていた。

　起きている時とは違う無防備な寝顔に、胸がキュンと音を立てた。

　この部屋には私たちふたりきり。それは分かっているのに、ついキョロキョロと周囲を見回してしまう。そして誰も見ていないことを確かめた後……。

「大好きです」

　そう囁いて、頬にそっと唇を当てた。

　途端に視界が反転して、気づけばソファに仰向けに倒されていた。ぐっすり寝ていたはずの久遠さんが、目を開けて私に覆いかぶさっている。

　驚きと、キスを見つかってしまった恥ずかしさに、心拍数が急上昇してしまう。

　そんな私に久遠さんはニヤリと笑った。

「キスするなら、唇にしろ」

　言い終わると同時に唇が重なった。

　久遠さんと唇を重ねるのは、これが四度目。すぐに深くなるキスは、ほんのりとビールの味がした。

　心の中に甘く温かい想いが広がっていく。久遠さんがどういう気持ちでキスしたのか分からないが、私の心は今確かに喜んでいた。

　すると心地いい大人のキスに酔いしれている途中で、急に唇が離されてしまう。

「久遠さん？　……わっ！」

　体がフワリと浮いて、横抱きに抱え上げられた。

　スタスタと歩く彼の行き先は、キングサイズのベッドがあるほうのベッドルーム。彼は私を抱えたまま器用に入り、ドアを閉めた。

　ベッドルームはもうひとつある。私をベッドに下ろした後は当然出ていくものと思っていたら……。

　隣に久遠さんが寝そべった。

　私は驚いて目を丸くする。

　これはもしや……そういうことなの？

「久遠さん、あの……酔っていますか？」

　リビングのビール瓶が空になっていたことを思い出し、念のため確認する。

「この俺が、ビール一本で酔うわけないだろ」

　ベッドの中で久遠さんは私を抱き寄せた。色香を隠そうとしない瞳が、至近距離で私をまっすぐに見つめていた。

　求められているのだと、やっとハッキリ気づいた。

「く、く、久遠さん、あの、私……」

　自覚した後は、急展開に気持ちがついていかない。バスローブの合わせ目から侵入してきた彼の手に慌てふためく。

　体が密着し、私の耳には低く艶めいた声が忍び込んだ。

「俺はお前を抱きたい。お前は、俺に抱かれるのは嫌か？」

　嫌……じゃない。卑怯者の黒川に犯されそうになった時、久遠さんに処女をもらってもらえばよかったと後悔したもの。私の初めての人は久遠さんがいい。

　だけど、それはまぎれもない本心なのに、素直に抱いてほしいと言えない。

　将来結婚してくれる人じゃないと恋愛してはいけない。体の関係なんて、もってのほか。

　子供の頃から母に言い聞かされて脳細胞に刻まれたそのポリシーと、好きな人に抱かれたいと思う素直な感情。そのふたつが胸の中で拮きっ抗こうする。

　答えが見つからず、黙り込んでしまった。

　すると、久遠さんはバスローブのポケットから四つ折りにされた紙を取り出し、私にくれた。

　広げてみると、正真正銘の婚姻届だった。久遠さんの名前と住所、生年月日が記入され、押印されているほかはなにも書き込まれていない。

　驚いてベッドに身を起こす。たっぷり十秒固まってから恐る恐る聞いてみた。

「これを……私に？」

「ああ。お前が出したい時に記名して、役所に提出すればいい」

　すぐには喜べなかった。喜んでいいのか分からないほど、混乱していた。

　なぜ急にそんなことを……。久遠さんは〝結婚しない男〟のはずでは？

　その疑問はどうやら顔に出ていたらしい。久遠さんは眉間にシワを寄せて言った。

「お前、俺と結婚が無縁だと決めつけていないか？」

「だって、久遠さんは研究所時代に恋人と……」

「アレはもう十年も前の話だ。女は苦手だが、嫌いじゃない。結婚願望は確かにゼロに近かったが、お前と暮らし始めて変わった。二度と見合いはさせない。お前に無茶させるくらいなら、すぐにでも結婚してやる」

　結婚……。私……久遠さんのお嫁さんになれるの……？

　頭の中にリンゴンと教会の鐘が鳴り響く。

　心は憧れのウエディングへとトリップし、胸に婚姻届を抱きしめて、うっとり夢心地に浸ってしまう。すると……。

　腕を引っぱられベッドに倒されて、現実に引き戻される。手から大事な婚姻届を奪われ、床にポイッと捨てられた。

「ああっ！」

　急いで婚姻届を追おうとした手は捕まえられてしまった。

「約束してやったんだから、もうこっち向け。これでお前のポリシーにも矛盾しないし、問題解決だろ？」

　怒ったような口調で『ポリシー』と口にする久遠さんの言葉に驚く。

　私の変なポリシーを、なぜ久遠さんが知っているの？　打ち明けていないのに、どうして……。

　その答えをすぐに自分で見つけ出した。

　堂浦さんだ。軽薄さが全開で口も軽いチャラ男が、人のナイーブな事情を勝手に暴露したんだ！

　でも、今回は責められない。逆にお礼を言うべきかも。結果として久遠さんが私と結婚してくれると言ったのだ。

　ああ、この喜びをなんと表現したらいいのだろう……。天にも昇る気持ちとは、こういう時に使う言葉なのかもしれない。

　仰向けに倒された姿勢で喜びにどっぷり浸り、それから結婚に向けての活力が急激に湧いてきた。私のバスローブの腰紐を解こうとする久遠さんの手を無意識に払いのけ、再びベッドに身を起こす。

　婚姻届は私の好きな時に出していいと言われた。気持ち的には今すぐ役所に直行したいところだが、それはできない。まずはお互いの親に挨拶に行かないと。久遠さんの両親はアメリカ在住らしいから、ふたり一緒にまとまった休暇が取れるか心配だ。

　会社にも報告して、それから入籍……そうだ！　入籍するなら〝イイ夫婦の日〟がいい！　十一月二十二日だから、今が十二月で……ああっ！　一年近くも先になっちゃう。まぁ、一年後でもいいか。納得いくまで式場も選びたいし、時間は必要かも。海外ウエディングもいいよね！

　どうしよう。やることが沢山ありすぎて、今すぐ動き出したい気分！

　腕組みをしてベッドの上に座り、今後についてのプランを独り言のようにブツブツ呟いていると、すぐ側で舌打ちが聞こえた。

「いい加減にしろ」

　久遠さんに怒られて、また仰向けに倒された。今度は私が起き上がれないよう馬乗りになり、両手首を押さえつけられる。

　見下ろすイケメンフェイスは、なぜか不機嫌そうだ。

「親への挨拶も式場選びも後回しにしろ。俺の我慢は限界だ。これ以上お前がじらす気なら……手荒にバージンを奪うことになるが、いいのか？」

　そ、そうだった。つい思考が先のほうまで飛んでしまったけど、今はふたりでベッドにいるんだよね。

　結婚よりも先にクリアするべきは、脱バージン。いよいよ今から……と意識した途端に顔が真っ赤に染まった。

　初めてはやっぱり痛いよね？　久遠さん、なるべく優しくお願いします……。

　バスローブが肌から離れて床に落とされた。

　一糸纏わぬ私たちはベッドの中で体を寄せ合う。

　彼の器用な指先は私の敏感な部分をすぐに探り当て、巧みに刺激する。

　身悶えながら見た窓の外には、東の空にうっすらと朝日の上る気配がしていた。

　たっぷり時間をかけて体中を愛される。濡れた舌と唇が私の肌を湿らせた。

「んっ、ふうっ……」

　自分のものとは思えぬ甘い声がベッドルームに響く。

　なにもかも初めてで、意識が飛びそうなほどの快感が怖くなる。彼の手をギュッと掴んで、その動きを止めようとした。

　しかしその手は簡単に外されて、彼の背中に回された。「しがみついてろ」と言われ、襲いくる快感の波に流されぬよう指先に力を込めた。

「はぁっ、ああんっ！」

　声が枯れるほどに喘いで、何度も身をよじる。そうしているうちに私の心には自然な欲望が生まれ、やがて思考のすべてが支配される。

　久遠さんが欲しい……。身も心もひとつに繋がりたい……。

　そんな私の気持ちが伝わったのか、彼は攻める手を止めた。

「夏美、少し我慢しろよ……」

　そう言われて、太ももを左右に大きく広げられた。

　中心に向けての侵入が始まる。初めての私の中はキツイようで、なかなかスルリと入ってきてはくれない。

「あっ、[image: ]っ……」

　喘ぎとも呻きともつかない声が口から漏れると、私を抱きしめる久遠さんの腕の力がより強まった。

　グググとこじ開けられるような挿入の感覚は、忘れられない幸せな痛みとなった。










飛行機雲にエールを




　四月。街は春色に色づき、若者からお年寄りまでウキウキモードに包まれている。

　そんな浮かれた人々の中でも飛び抜けているのは、この私。

　だって浮かれたくもなる。久遠さんの婚約者としてのポジションを見事にゲットしたのだから。

　朝、出勤する支度を整えてミカコさんのケージに近づく。

　おがくずがこんもり盛り上がっているから、どうやらミカコさんは就寝中のご様子。「行ってきます」とひと声かけて、玄関に向かった。

　久遠さんは黒い革靴に足を入れていた。

　毎朝見ている姿だけど、出勤用のスーツをその価値以上に見せてしまうルックスに鼻の下が伸びてしまう。

「久遠さん、行ってきますのキスは？」

　調子に乗って彼の背中に抱きついた。

　すぐさま、体に回した腕を解かれてしまう。振り向いたハンサムフェイスには呆れが滲んでいた。

「お前も出勤だろ。バカなこと言う暇があるなら、さっさと靴を履け。いつもの電車に乗り遅れるぞ」

　甘いムードなどいっさいなしで、久遠さんが淡々と指摘する。

　うっ……。旦那様を見送る新妻シチュエーションをやってみたかっただけなのに。付き合ってくれてもいいじゃない。

　頬を膨らませて不満をアピールしてみせたがあっさり無視され、先に家を出ていかれた。

「ああっ！　置いていかないでください！」

　慌てて玄関を出て鍵を閉め、大きな背中を追いかける。

　初体験の日以来ずっとテンション高めな私に対し、久遠さんはクールにマイペースを保っている。

　決してイチャイチャしてはくれない彼だけど、そんなことでヘコんだり落ち込んだりはしない。だって私は、久遠さんの婚約者だから！




　私生活が潤うと仕事にも活力が湧いてくる。午前中はバリバリと音が聞こえるほどに働いて、昼食後も眠気など感じず精力的に仕事をこなしていた。

「田丸さん、ちょっといい？」

　事務用品の請求を高速でパソコンに打ち込んでいると、お局様に呼ばれた。

「はい！　なんでしょう」

　課長デスクに座る彼女のもとへ行くのも嫌じゃない。なんてったって、今の私はやる気満々だから。

「宣伝広報部の会議が十五時に終わるので、会議室Ｂを片づけてきて」と命じられるも、それはもうとっくに終わらせている。

　その会議は十四時半には終わっていたので、少し前に片づけてきた。ついでに、明日の朝一で行う人事部の会議のセッティングも終わらせた。

　それを説明すると、お局様は目を丸くして私を見た。

　今まではマジメに仕事しつつも面倒くささを顔に出していた私だが、今は違う。『カモン仕事！』と言いたい気分だ。

　なぜなら私は、仕事のできる女になりたかった。婚約者である久遠さんに釣り合う女になりたいのだ。

　会議室の片づけだけではなく、各部署への備品の補充に伝票整理も終えている。分厚い請求書の束は今パソコンに入力中で、それももうすぐ終わる。

「ぜーんぶ終わってます！　ほかになにかありましたら、私にどんどんお申しつけください！」

　私が胸を叩いて言うと、いつも厳しいお局様が珍しく褒めてくれた。

「最近の田丸さんはすばらしいわね。でもがんばりすぎて無理しないよう、気をつけなさいね。あなただけに仕事を押しつけるわけにいかないから、三十分休憩してきなさい」

　今は働きたくてウズウズしているのだが、確かに私だけアレもコレもやってしまうのはよくないかも。

　バッグを持って庶務課を出て、一階へ下りた。

　社員食堂の隣には小さな休憩所がある。オープンスペースの壁側にはドリンクの自動販売機がズラリと並び、丸テーブルが五つとパイプ椅子があるだけの空間だ。

　十五時になったばかりのこの場所は無人だった。

　というのも最近残業規制が厳しくなり、〝早く帰ろう運動〟が社内に周知されている。皆サービス残業は嫌だし、残業して怒られるのも納得いかないので、今頃はラストスパートと言うべく仕事に邁まい進しんしているのだろう。

　自動販売機でカップのミルクティーを買い、丸テーブルに向かった。

　バッグから出したのはブライダル情報誌。

　式も披露宴も入籍も、なにもかも『お前の好きにしろ』と久遠さんに言われている。ブライダル情報誌には、私の好み一〇〇％で付箋やペンで印が付けられていた。

　今月号をフムフムと読み込んでいると、丸テーブルにパステルグリーンのバッグがドサリと置かれ、誰かが向かいに座った。

　雑誌から顔を上げると、そこにいたのは由香だった。

「え？　由香も休憩入っていいと言われたの？」

　確か由香は、午前中に終わらせる予定の仕事をさっきもまだやっていたはず。

　首を傾げる私に、出世欲ゼロの由香は「ニヒヒ」と笑って言った。

「言われてないけど来ちゃった。だって疲れたし。夏美だけ休憩なんてズルイ」

　呆れることを言う由香に「後で怒られても知らないよ？」と言いながらも、話し相手ができて嬉しく思った。

　由香は私の手元からブライダル情報誌を奪い取り、パラパラとページをめくる。

「まさか夏美に先に嫁に行かれるとは思わなかったー。しかも相手はイケメン高給取り。あんたを尊敬するわ」

　デヘヘと照れる私を、由香も幸せそうな目で見てくれた。

「ノロケ話聞いてあげるよ。久遠さんって家ではどんな感じ？　甘いセリフを囁く姿が想像できないなー」

　由香はどうやら、久遠さんの隠れた甘さを知りたいようだ。

　知りたいのなら教えてあげよう。

　そう思い上機嫌で口を開きかけた私だが、あれ？と思考がストップしてしまう。

　久遠さんの隠れた甘さって……なに？

　初体験の時以来、時々体を重ねて素敵な時間を過ごしているけど、甘いセリフを言われた記憶がなかった。

　抱き合っている最中にさえ甘さはないのに、日常生活が甘いわけない。今朝だって行ってきますのキスをせがんでも、呆れた顔をするだけでしてくれなかったし……。

　由香の望むノロケ話ができずに、私の表情が徐々に強ばっていく。

　それを見た由香はなにかを察知し、慌て始めた。

「大丈夫だよ！　だって婚姻届くれたんでしょ？　『好き』とか『愛してる』とか言われて、プロポーズされたんでしょ？」

　フォローしようとしてくれる由香の言葉に、私の顔色はますます悪くなる。

　そういえば言われてない……。久遠さんから一度も愛の告白をもらってない……。

　初体験の日に『お前を抱きたい』と言われたけど、肝心の『好き』という言葉はなかった。婚姻届をくれた時も、『お前に無茶させるくらいなら、今すぐにでも結婚してやる』と言われただけ。

　それってもしかして……仕方なく結婚してやる的な感情なのだろうか。愛情より同情に近いもの？

　考え込んでいるうちに顔から血の気が引いていく。もう春なのに寒い気がして身震いした。

　由香は『しまった』という顔をしていた。

「だ、大丈夫だってば！　えーと、これから言われるんじゃない？　ほら、婚約指輪をまだもらってないって言ってたでしょ。そのうち、指輪と一緒にきちんとしたプロポーズと愛の言葉が……」

　気遣ってくれる由香には悪いけど、私の不安は大きくなるばかり。

「久遠さんにカードを渡されたの……。『これで好きな指輪を買ってこい』って……」

「一緒に買いに行くんじゃなくて、買ってこい、と……？」

「うん……」

　クールすぎる久遠さんの態度に、由香はとうとうフォローの言葉を失った。

　婚姻届に浮かれて舞い上がっていた私はショックの中に突き落とされていた。心の中に不安がモヤモヤと広がっていく。

　久遠さんは私のことを愛しているのだろうか……。

　私と由香、ふたりとも無言になってしまった時、聞き慣れた声がした。

「庶務課のかわい子ちゃんたち、サボリ？　俺ッチ今、外回りから帰ってきたところ。ガールズトークに混ぜて～」

　ビジネスバッグを下げた堂浦さんが、いつものテンションで絡んできた。

「あれ。ふたりとも、お通夜みたいな顔してどしたの？」

　由香は救世主が来たとばかりに助けを求めた。

「堂浦さん、夏美を助けてやってください！　久遠さんたら、ちゃんとしたプロポーズをしていないみたいなんです。この子、そのことに今気づいて……。『好き』でも『愛してる』でも『君と結婚したい』でも、なんでもいいんです。夏美にちゃんと愛情表現するよう久遠さんに言ってください！」

　落ち込む私と真剣な由香を前にしても、堂浦さんは「アハハ」とのんきな様子。

「久遠のヤツ、言ってないのか～。イケメンのくせにダメ男だな～。でもさぁ、それがあいつの性格なんだし仕方なくない？　これから夫婦になろうとしてるんだから、そんなところも引っくるめて受け止めないと……って、夏美ちゃん聞いてる？」

　耳には入っているけど、堂浦さんの言葉は不安に掻き消されて心まで届かない。

　久遠さんは私をどう思っているのだろう。結婚願望が強い私に合わせて、仕方なく結婚しようとしているだけかも……。

　いつか後悔する日がきたら……いや、もう後悔しているかも。今度ブライダルフェアに行こうと誘ったら、嫌だとは言わないけど面倒くさそうな顔していたし……。

　どうしよう。私、無理強いしてる？　婚姻届を返したくはないけど、返したほうがいいの？

　愛されているのかという疑問は、心で問いかけているうちにどんどん黒い枝葉を広げて多岐に伸びていく。

「おーい夏美ちゃん、俺ッチの話聞いてよー。久遠は性格的に分かりにくいヤツだけど、ちゃんと愛情があるのは俺ッチが保証するから。聞いてる？　聞いてないよね～。困ったな……。頼むから、お見合いした時みたいに間違った方向に走らないでよ」

　堂浦さんが私の顔の前で手を振っている。

　その時スマホのアラームがピピピと鳴り、休憩時間の終了を知らせた。

　庶務課に戻って仕事しないと……。

　バッグを持って立ち上がる。フラフラとした足取りで休憩所を後にする。

　心の中は不安がいっぱいで、付箋だらけのブライダル情報誌を置き忘れていることさえ気づいていなかった。




　数日後の日曜日。

　今日は特に出かける予定もなく、久遠さんと家でゆっくり過ごすことにした。

　柔らかな春の日差しが射し込む昼食後の穏やかな時間の中、久遠さんはソファに座ってサッカー中継を見ている。

　私は食器を洗い終えたところで、エプロン姿のまま彼の背後にそっと忍び寄る。大きく深呼吸してから決意の拳を握りしめた。

　今日こそ聞いてみせる。久遠さんの私への気持ちを。

　愛の告白を一度ももらっていないという衝撃の事実に気づいた日から幾度となく聞いてみようとチャレンジしてきたが、結局意気地がなくて聞けずじまい。モヤモヤとした不安は募るばかりだ。

　こんな状態は精神衛生上よくないし、美容にも悪い。お肌のハリとツヤを守るためにも、今日こそは絶対に！聞けるといいけど……。

　ソファに座る久遠さんの真後ろで口を開きかけた時、気配に気づかれてしまった。彼はソファの背もたれに肘を掛け、肩越しに振り向いて私を見る。

「どうした？」と聞かれて、アタフタしてしまった。

「あ、あの、あのっ……」

　聞きたい気持ちは充分強いのに、なかなか言い出せない。前に出たり下がったり、半径一メートルの円内をウロウロしてしまう。

「それ、歓迎会の余興ダンスか？　リズム感が激しく欠如しているな」

　明らかに挙動不審な私を見て、久遠さんは言った。

　ダンスじゃないよ！と心でツッコミを入れつつも、リズム感がないと指摘されたことに若干ヘコむ。

　確かに新入社員歓迎会のシーズンではある。庶務課の女子六人でやる余興は、ダンスではなく二人羽織にする予定で……と、そんな話、今はどうでもいい！

　踊っていると思われないよう地に足をしっかりつけ、意を決して口を開く。

「久遠さんにお話があります！」

「なんだ？」

　彼はさっきよりも体を捻り、視界に私をしっかり入れた。

　切れ長の美しい瞳に見つめられると心拍がドキドキと加速して、緊張が余計に増してしまう。女は度胸！と自分に言い聞かせ、ついに本題を口にした。

「あの、私をアイ……アイ……ア……」

『愛していますか？』。たったこれだけのセリフがうまく出てこない。

　ハンサムフェイスの眉間にシワが寄る。不審者を見るような視線を向けられ、焦りが生まれた。

「アイ……あ、えっと、その……ドライアイ。そうそう私、ドライアイに悩んでいるんです！」

　ついごまかしてしまった。

　すると久遠さんはテーブルの上の財布を手に取り、二千円を私にくれた。

「目薬、買ってこい」

　もっともな解決策を与えてくれた久遠さんは、視線を私からテレビのサッカー中継に戻してしまった。

　二千円を握りしめ、違うのに！と心の中で叫ぶ。今度こそ、と再び決意を固めて、もう一度久遠さんを呼んだ。

「久遠さん、まだ話は終わってないです！」

　嫌な顔をせず、また振り向いてくれた久遠さん。そんな彼に想いをぶつける。

「私をアイ、アイ、アイ……アイスクリームが食べたいです！」

　どうして聞けないのだろう……。

　ヘタレな自分が嫌になる。

　アイスクリームが食べたいと力強く断言してしまった私に、久遠さんはさらに二千円を追加してくれた。

　四千円を握りしめ、心の中で自問自答を始める。

　なんでこんなにも聞きづらいんだろう。私にはハードルが高いのかも？　生まれも育ちも日本人の私と、アイ・ラブ・ユー文化の欧米人を一緒に考えてはいけないよね。じゃあ、『愛してる』がダメなら『好き』という単語はどうだろう。『私を好きですか？』これだ！　これなら私にも口にできるはず！

　作戦を変更することにした。何度も使った前置きだが、やはり今回も、今度こそ！と気持ちを奮い立たせて久遠さんに言った。

「久遠さんに聞きたかったことがあるんです！　私をスキ……スキ……今夜はすき焼きでいいですか？」

　私のバカーっ!!

　結局、手に入れたのは愛情を表す言葉ではなく、「すき焼きでいいぞ」という夕食メニュー決定のお知らせ。

「すき焼きならスーパーマーケットの肉じゃなく、商店街の肉屋にしてくれ」

　そう言われて、今度は財布丸ごと渡された。

　自分のヘタレ具合にため息が出る。

　もう今日はダメだ。気分転換に牛肉とアイスクリームとドライアイ用目薬を買いに行ってこよう。

　四千円プラス財布を丸ごとを握りしめ、トボトボとリビングから出ていこうとした。すると、「夏美」と呼び止められた。

　久遠さんがソファから立ち上がり私に歩み寄る。大きな手の平が私の額に触れた。

「熱はないな。お前、なにか変だぞ。どうした？」

　温かい手の平は額を離れ、心配そうに私の頬に移る。

　こんなヘタレな女を心配してくれるなんて……。

　落ち込んでいた心に春風が吹き抜けた。ギュッと抱きついて、ライトブルーのシャツの胸元に顔を埋める。

「久遠さんが好きです」

『私を好きですか？』とは聞けないけど、自分の気持ちを口にすることはすんなりできてしまう。

　溢れるほどの気持ちを『好き』の二文字に乗せて伝えると、ひょいっと体を持ち上げられ床から足が離れた。そのままソファまで連れていかれ、仰向けに寝かされる。

　形のいい唇は私の額にキスして、頬にキスして、唇にもキスをくれた。

　さっきまで私を心配していた手の平も、エプロンをめくり上げて上衣の裾から忍び込み、直に素肌に触れてくる。

　その時、私の耳にカラカラとなにかが回る音が届いてきた。

　ミカコさんの回し車だろう。どうやらお昼寝から起きたミカコさんは、ただ今運動中のようだ。

　久遠さんの胸元をぐぐっと押して、いくらか体の距離を離した。

　体を重ねる時はいつもベッドの上。ソファでするとミカコさんから丸見えになってしまうから。

「久遠さん、ミカコさんが見ていますよ？」

　そう言った私の手はいともたやすく外された。私の上に覆いかぶさる久遠さんがニヤリと意地悪く笑う。

「俺たちの愛情をミカコに見せつけてやるのも悪くない」

　俺たちの愛情……？　それってつまり私からの一方通行の愛ではなく、相互通行という意味だよね？　久遠さんは……私を愛している？

　好きだとか愛してるだとか、そんな甘いセリフは言ってもらえないけど、久遠さんは久遠さんなりに愛情表現しているのだとやっと気づいた。

　時に私を心配し、時に求めてくれる大きな手。私だけに見せてくれる、ちょっと意地悪な笑顔。そして重なる唇からは彼の熱が入り込む。

　心のモヤは急速に晴れて、澄んだ青空が広がった。

　そうだ、堂浦さんがやたらと心配してしつこくメールを送ってきていた。

【変な方向に暴走しないでよ？】

　そう書かれたメールを無視してしまったけど、後できちんと返信しよう。

【私は久遠さんに愛されています】と。




　その日の夕方。

　卓上コンロには鉄鍋。その中で牛肉に豆腐、長ネギがコトコト煮えている。

　すき焼きを食べる準備は万端で、久遠さんをダイニングテーブルに呼んだ。

　時刻は十七時。夕食には少し早いけど、ビールを飲みながら時間をかけてゆっくり食べるのも悪くない。

　久遠さんが冷蔵庫から取り出したのは缶ビールの夏美。昨年のプレゼン大会で久遠チームが見事に優勝と商品化を勝ち取ったビールだ。

　私と同じ名前の夏美は今年の六月から店頭に並ぶ。まだ発売前の夏美をひと足先に飲めるのは、社員の特権かも知れない。

　爽やかでどこかかわいらしいパッケージのビールを、久遠さんが注いでいく。琥珀色の美しい液体が気泡を上らせながら、ふたつのグラスの中でその量を増やしていった。

　思えば、このビールの話を立ち聞きしてしまったのがそもそもの始まり。あの頃は、婚約するとは夢にも思わなかった。

　ビールを眺めながら、一年も経っていないあの日を懐かしく思い出す。

　クツクツ煮えるすき焼きと、よく冷えた新ビール・夏美。私の向かいには当たり前のように久遠さんがいて、愛情への不安が消えた今は幸せしか感じなかった。どっぷりと幸福感に浸り、グラスを合わせて乾杯しようとした時……。

　ピンポンと、インターホンが突然の来客を知らせた。

　久遠さんはジッとインターホンを見つめ、私は首を傾げた。

　配送業者やセールスマンなら、外の集合玄関から部屋番号を押して呼び出すはず。でも今鳴ったのは、この部屋のドア横にあるチャイムを直接押した音。

　マンションの住人以外は、集合玄関のオートロックの扉に阻まれ、勝手に入れない。ということは、マンションに住む誰かが訪ねてきたのかな？　お隣さんとも交流がなく、思い当たる人物はいないけれど……。

　催促するように再びインターホンが鳴らされた。

　久遠さんが立ち上がる。

　部屋のドアチャイムにはカメラ機能が付いていないので、直に応対するしかなかった。

「待ってろ」と言われたけど、気になって少し離れて後ろを付いていく。

　玄関ドアの覗き窓から外を確認する久遠さん。覗いた途端に肩がピクリと動いたのを見逃さなかった。

　なにが起きても動じない久遠さんが、微かにでも驚きを表す人物とはいったい誰だろう……。

　興味津々の私だけど少し怖くもあって、廊下の曲がり角から顔だけ出して玄関の様子を見守る。

　久遠さんがドアを開けた。

　玄関前に立っていた人物は外国の女性だった。

　白い肌に栗くり色いろの長い髪。ヒップラインがハッキリ分かりそうなタイトミニのスカートをはいている。ショート丈のジャケットの中は真っ赤なカットソーを着ていて、やけに広い襟ぐりから迫力ある胸の谷間が見えていた。

　身長は一七五センチ以上ありそう。まるでファッション誌から抜け出たモデルみたい。

　外国人の年齢は判断しにくいけど、久遠さんより年上じゃないかと感じた。

　大人っぽい美人の外国人が、ウチになんの用があるの……？

「ハイ、レイシ！」

　その瞬間、疑問はすぐに驚きに変わった。

　彼女が笑顔で口にしたのは久遠さんの名前。まるで久しぶりの恋人に会えたような顔をして、腕を広げて久遠さんに抱きつこうとしている。

　久遠さんは体を引いて、その抱擁をかわした。不機嫌そうな声色で「やめろ」とひと言、日本語で言った。

　彼女は口を尖らし、不満顔。早口の英語で、なにか非難めいた言葉をぶつけていた。

　大学時代の語学選択で英語を選んだのに、その時の知識はちっとも役立たない。ネイティブスピーカーの会話は早すぎて聞き取れなかった。

「夏美、来い」

　廊下のコーナーから身を乗り出してふたりの様子を気にしていると、久遠さんが私を呼び寄せる。

　私は恐る恐る近づいた。

　長身美人の外国のお姉さんは久遠さんの側に立っていてもなんの遜色もなく、むしろお似合いといった外見で、なんとなく劣等感を抱いてしまう。

　久遠さんの背中に隠れるようにして、一応来客らしい彼女にペコリと頭を下げた。

「You don't need to be afraid so much. I'm his former colleague……」

　英語でしゃべり出した彼女に、久遠さんは通訳するのではなく、こう言った。

「コイツは英語が分からない。ミカコ、悪いが日本語でしゃべってくれ」

　ハッとして久遠さんの顔を見上げる。

　見た目一〇〇％欧米人の彼女が、日本語を話せることに驚いたわけじゃない。久遠さんが呼んだ彼女の名前が〝ミカコ〟だったことに驚いた。

　ついリビングのほうを振り返ってしまう。回し車の音がカラカラと聞こえていた。

　あっちもミカコさんで、こっちもミカコさん？

　同じ名前であることに、偶然ではないなにか嫌なモノを感じる。

　彼女は私にニッコリ笑いかけ、自己紹介を始めた。

「ハジメマシテ。私は、美み果か子こ・オリビア・コリンズいいます。父がアメリカ日本ハーフね。日本語聞くはオーケー。話すは少し」

　変な日本語だけど、きっと私の英語力よりは上だ。

　片言で説明された話によると、彼女の父親がハーフで彼女はクォーターなのだそう。見た目に日本人らしさが見当たらないのに名前が美果子なのは、そういう背景があってのことだろう。

　それよりもなにより気になっているのは、久遠さんとどのような知り合いかという点。それについて美果子さんは、こう言った。

「私とレイシ、カルフォルニアのＪＳＭ財団研究所、一緒でした。十年ぶり、会いに来ました」

　カルフォルニアのＪＳＭ財団研究所……。十年ぶり……。

　その言葉で思い浮かぶのは、久遠さんの辛い過去。

　もしかして美果子さんは……。

　きっとそうなのだろうという予感と、そうであってほしくないという希望のもと、久遠さんの顔を窺い見た。

　小さなため息が上から降ってくる。

　彼は隠すことなく正直に私に言った。

「美果子は研究所時代に同じ研究をしていた同僚で……俺の恋人だった女」

　嫌な予感が事実に変わり、私の中には彼女への怒りがフツフツと沸き上がる。

　久遠さんが心血注いだ研究成果を盗んだ本人がここにいる。この女のせいで、久遠さんがどんなに辛い思いをしたことか……。恋人を裏切って手柄を横取りするなんて、信じられない！

　いけしゃあしゃあと会いに来た彼女に、文句を言ってやろうとした。

　そんな私を止めたのは久遠さん。片腕で引き寄せられ、顔を胸に押し当てられた。私の視界に彼女が入らないようにして、久遠さんは言った。

「あの出来事は、もう過ぎたことだ。お前が怒ることでもない」

「で、でも！」

「夏美、悪いが外で時間を潰してきてくれないか？　わざわざ俺の自宅を探し出すくらいだ。仕事絡みの用件だろう。三十分で終わらせるから出かけてくれ」

　それはきっと久遠さんの気遣い。美果子さんと同じ空間にいれば私の怒りが収まることはなく、文句を言いたい気持ちを抑えるのに苦労することだろう。そんな嫌な気持ちで同席するよりは、外で時間を潰したほうがいいと言ってくれているのだ。

　だけど、その気遣いは嬉しいようで嬉しくない。元恋人とふたりきりにするなんて、久遠さんを疑うわけじゃなくても不安になってしまう。

　そんな私の気持ちは久遠さんに届かない。彼はリビングからすばやく私の財布とスマホを取ってきて、私の手の中に押し込んだ。

「頼む」と背中まで押されては玄関を出ないわけにいかず、しぶしぶ靴に足を入れた。

　美果子さんの横を通り過ぎる時、彼女が私になにかを囁いた。

「You're cute kitten……」

　クスリと笑いながら言われた英語は、私の耳と語彙力でも理解できてしまった。

〝かわいい子猫ちゃん〟ね……。

　褒め言葉ではない。久遠さんの彼女には見えず、飼い猫みたいだとバカにされたのだ。

　目の前で閉まったドアを見て、嫌な気持ちになった。

　外に出された現彼女の私と、中に入り込んだ元彼女。この状況をものすごく不快に思ってしまうのは心が狭いせいなの？

　しばらくドアの前で立ち尽くしていると同じ階の住人が廊下を歩いてきて、不審の目を私に向ける。

『この女、なにしてんだ？』と言いたげな視線に恥ずかしくなり、慌ててその場を立ち去った。




　マンションを出ると空はキレイな茜あかね色いろ。その暖色系のグラデーションに少しだけ心が慰められた。

　久遠さんは『仕事絡みの用件』と言っていたし、私が変に不安に思う必要はないのだろう。

　美果子さんと付き合っていたのは十年も昔のこと。それに一度裏切られた相手でもあるから、今さらどうこうなるはずないよ……きっと……。

　財布は手元にあるけれどカフェなどで時間を潰す気分になれず、歩いて数分の小さな児童公園に入った。遊んでいた子供たちは家に帰ったのか誰もいない。人気のない公園は淋しげに見えた。

　ブランコに座ってマンションの方向を見る。

　美果子さんが来なかったら今頃は久遠さんとふたりで、ビールを飲みながらすき焼きを食べていたはずなのに。グラスに注いだビールの夏美は、もう泡が消えてしまったことだろう。すき焼きもお肉が固くなり、長ネギも春菊もクタッとなっているに違いない。

　ふぅーと、長いため息を空に向けて吐き出した。

　マンションから目を逸らし、足元を見ながらブランコを揺らす。

　油の切れたブランコはキィキィと鳴って耳障り。それでもほかに気を紛らわせることを思いつけないので漕こぎ続けていた。

　数十分経ち真っ赤な夕日がマンション群の谷間に落ちる頃、揺れるブランコが急に止められた。

　体が惰性で前に飛び出しそうになり、焦って鎖を握る手に力を込める。

「夏美」

　落ちずに済んでホッとする私の後ろで、久遠さんの声がした。

　長い腕が体に回され背中を抱きしめられる。久遠さんの頭が肩に乗り、彼の髪が私の頬をくすぐった。

「久遠さん……。お話、終わったんですか？」

「ああ、十分前にな。捜したぞ。なぜ電話に出ない？」

「あ……」

　ポケットに手を入れ、スマホに触れる。

　そういえば……昨日は堂浦さんがしつこくメールしてくるから、うるさくてマナーモードにしていたんだ。

　そのことを伝えて、「あはは～」と笑ってごまかす。

「怒らせたかと思っただろ。焦らすな……」

　久遠さんの安堵の吐息が首筋にかかった。

　もしかして、私が怒ってどこかにいなくなったと思ったのだろうか。久遠さんがそんな不安を感じてくれるなんて嬉しいかも……。

　そのことに気をよくした私は、心に引っかかっていたことをすんなり聞くことができた。

「久遠さん、ひとつだけ聞いてもいいですか？」

「なんだ？」

「ハムスターのミカコさんの名前は、あの人の名前から付けたのですか？」

「ああ、それか。実は――」

　久遠さんの説明によると、確かに美果子さんから名前を取って付けたそう。

　日本に来て飼い始めたハムスターは、実は四匹目。ハムスターの寿命は二年くらいなので、今のミカコさんは〝四代目〟らしい。四匹すべてを〝ミカコ〟と名付けた理由は、簡単に言うと過去のトラウマ脱却法なのだそう。

　美果子さんに裏切られて来日したばかりの頃、あることに困っていたそうだ。

　それは〝美果子〟という名前に過剰反応してしまい、不愉快になること。通りすがりの母親が我が子を『ミカちゃん』と呼ぶ姿に舌打ちし、ミチコ、ミヨコ、ミサコなど、似たような人物名がテレビに出てくるだけで思わず電源を切ってしまうこともあったのだとか。

「――あの頃の俺は、今より随分ガキだった。負の感情をうまくコントロールできず、自分でも困っていた」

　久遠さんはそう言った。

　どうしたら〝ミカコ〟という名を不快に思わずにいられるか。そう考えて久遠さんが取った行動は、愛玩動物に同じ名前をつけてかわいがること。

　私なら絶対にしない方法で、久遠さんは見事に悩みを克服。今では〝ミカコ〟と言えば、愛しいハムスターの姿を真っ先に思い浮かべるようになったそうだ。

　元恋人を忘れられないから同じ名前にしたのではなかった。

　私が危ぶんでいた理由と逆の理由だったと知り、ホッとして立ち上がった。ブランコを間に挟んで久遠さんと向かい合い、念のために聞いてみる。

「美果子さんとヨリを戻す可能性は？」

「０％。当たり前だろ」

　それを聞いて、やっと私に笑顔が戻った。

「帰って、すき焼き食べましょうか」

「ああ。腹減ったな」

　すっかり機嫌の直った私は、久遠さんと並んで児童公園を後にした。




　家に帰ってきてビールで乾杯し直し、ダイニングテーブルに向かい合ってすき焼きをふたりでつつく。クタクタになってしまった野菜と固くなった牛肉でも、不安が消えて笑顔で食べればとてもおいしく感じた。

　久遠さんのグラスにビールをつぎ足しながら、なんのわだかまりも感じずにごく普通に聞いてみた。

「それで、美果子さんの話ってどんなことだったのですか？」

　仕事の話とは聞かされていた。それはきっと私には理解できない難しい内容で、『言ってもしかたないだろ』と言われそうな気もした。

　教えてくれないなら別にそれでもいいと思って質問したのだけど、久遠さんは面倒くさがらずに噛み砕いて教えてくれた。

「研究所時代に手がけていたのはバイオエネルギーの研究だ。アレは、まだ完成していない。俺が結果を出したのは基礎理論の部分だけなんだ。俺が研究所を去ってから美果子たちは、それを実用化できるよう研究を進めていたようだが……。結局十年経っても、少しの成果も上げられないらしい」

　それを聞いた時、単純な私は喜んでしまった。

　久遠さんの功績を奪って追い払ってから、やっぱりその先は自分たちだけじゃ無理だったと気づいたってことでしょ？　自業自得の美果子さんに同情はいらない。ザマーミロ！って感じ。

　しかし、どうしても〝恋人を裏切った〟という過去をメインに考えてしまう私と違って、久遠さんは研究者らしい考えを巡らせていた。

「アレは画期的なバイオエネルギーなんだ……。アレが実用化できれば、世界にエネルギー革命を起こせる。石油などの化石燃料に頼らない未来が約束される。十年前の俺の基礎研究を実用化までもっていくことは、未来の人類のためなんだ……」

　未来の人類のため……。

　スケールが大きすぎる話に、私はポカンと口を開けるだけだった。

　久遠さんはカタリと箸を置いた。テーブルに両肘をついて指を組み合わせ、数秒沈黙する。それから私をジッと見つめて言った。

「美果子に頼まれた。研究所に戻って手伝ってほしいと。アレは一年二年で終わる仕事じゃない。やるなら十年……いや、もっと長期を覚悟しなければならない。夏美、俺と一緒にアメリカで暮らさないか？」

　アメリカで、暮らす……？

　私はなにも答えられずに、今言われた言葉を頭の中で反はん芻すうするだけだった。

　外国で暮らすなんて今まで考えたことが一度もなく、私の未来設計プランの枠外にある言葉。なかなか現実味を帯びてくれずに、イメージすることが難しかった。

　久遠さんは私が返事をするのを辛抱強く待ってくれている。すき焼きの煮えるコトコトという音が、『早く答えろ』と催促しているように聞こえていた。

　答えないと、と思えば思うほど余計に真っ白になっていく頭で、やっと口にしたのはこんなひと言だけ。

「考える時間をください……」

「分かった」

　久遠さんはそう言って、湯気の向こうで再び箸を手に取った。




　数日後。

　今日の午後一の仕事は、応接室へのお茶出しだった。

　日本のビール会社が一堂に会するイベントを今年の冬に企画しているそうで、その主催側の責任者がウチの会社に企画説明と参加のお願いに来ていた。

　由香とふたりで応接室にお茶を出し、空のお盆を下げて給湯室に戻ってきた。

　給湯室の扉をパタンと閉めると、作り笑顔を消して深いため息をつく。味も素っ気もない丸椅子に座り、おまけのため息をもうひとつ。

　私がそんなふうになっている理由はお茶出しでなにか失態をやらかしたからではなく、もちろん久遠さんに関してだ。

「今日は落ち込みモードなんだ。昨日は確か……『大丈夫！　私は間違ってない！　愛が一番大事だもん！』とか、ほざいてなかった？　最近の夏美は浮き沈みが激しすぎる。ウザイから、浮かれるか落ち込むか、どっちかにして」

　由香はお茶菓子の残りの高級チョコレートを勝手につまんで口に入れ、もぐもぐしながら呆れたように言う。

「ひどっ……」

　思わず文句を言ってしまったけど、由香の気持ちも分からなくはない。ここ数日、気分を上向かせようと気合いを入れてみたり逆にヘコんだりを繰り返し、私だって『いい加減にしろ！』と自分に言いたい。

「返事をしたのに、まだ迷ってるみたいだね」

「うん……」

「『やっぱり一緒に行きます』って、言っちゃえばいいのに」

「それができれば、こんなに悩んでいないよ……」

　由香がオレンジ風味のミルクチョコレートの包みを開け、私の口にひと粒押し込む。

　口内に広がる上品な甘さを感じながら、頭の中には苦い記憶が蘇っていた。

　アメリカ行きについて二日間悩み抜き、昨日やっと久遠さんに返事をしたばかり。

『行きたくないです……』

　保守的な性格の私は、海外への移住を肯定的に捉えられない。不充分な英語力で見知らぬ外国暮らしは、想像しただけで怖かった。大変そうな研究だから、久遠さんはきっと今以上に忙しくなると思う。私に構っている余裕もないくらいに。

　ひとりぼっちで久遠さんの帰りをひたすら待つ日々は、孤独に違いない。加えて、美果子さんと一緒の職場なんて……。

　元サヤに戻る確率０％と言われても、もし向こうが強引に迫ってきたらとか卑怯な手を使ってきたらとか、久遠さんが仕事に行っている間中、不安で悶々と考え続けてしまって、そのうち頭が変になってしまうかも知れない。

　そう考えると、どうしても『一緒に行く』と言えなかった。

　俯きながら返事をした私に、久遠さんは説得するわけでも残念そうにするでもなく、私の頭にポンと手を乗せて優しい声でこう言ってくれた。

『そうか。じゃあ美果子にこの話は断っておく。考えさせて悪かったな。この話はもう忘れてくれ』

　私が一緒に行かないなら、久遠さんもアメリカには行かない。その決断は嬉しいはずなのに、なぜか胸が痛かった。

　根っからの研究者の久遠さんがその研究をやりたがっているのは、口に出さずとも伝わってきていた。

　新しいビールを生み出すのもそれなりに楽しいみたいだけど、十年前に手がけていた研究とは思い入れが違う。盗まれた研究を再び自分の手で続けられるのは、大きなチャンス。しかもそれは世界的な研究で、スケールの大きさはビール研究と比較にならない。

　それでも私を選んでくれるのは、結婚を約束したせいなのかな……。

　嬉しいのに胸が痛い。久遠さんに対して悪いことをしている気分になってしまう。

　アメリカには行かないと答えを出しても、心はまだ揺れていた。

「由香……。私、間違っているかな？」

『そんなことない』と言ってほしかった。でも……。

「間違ってる。男の夢を潰す女は、いい女とは言えないよ。それとも夏美の好きって気持ちは、その程度だったの？」

『その程度』と言われると腹が立つ。

　いい加減な想いなら、こんなに悩んだりしない。すごく好きだから胸が痛いのに。

　丸椅子から立ち上がり、声を大に言い返してしまった。

「久遠さんが好きだよ。大好きだよ！　でも、怖いんだから仕方ないじゃない。知らない外国で、日中はずっとひとりぼっちだよ？　美果子さんが久遠さんに迫ってくるかも知れないし、私きっと不安でたまらなくなる。私が不安定になれば久遠さんは放っとけなくなって、仕事に集中できないでしょ！」

　一度想いを口にしてしまえば、もう止まらない。

「私は邪魔なんだよ。例え付いていったとしても、大事な研究の邪魔にしかならない。自分が怖いだけじゃなくて、重荷になるのも嫌なんだよ。久遠さんが好きでいろいろ考えちゃうから不安なのに、由香には私の気持ちなんて分からないんだよ！」

　一気にまくし立て、ハアハアと息を乱した。そして、すぐに後悔した。

　いつも相談に乗ってくれる優しい同僚に、ひどいことを言ってしまった……。

「あ……。由香、ごめん……」

　由香は呆れた目を向けていた。そして、小さなため息をついた。

「私も一応女だけど、夏美にじゃなく久遠さんに同情しちゃう。付き合った女が悪かったって感じ。別れてあげれば？　弱虫な夏美が彼のためにできることって、もうそれしか残されてないでしょ。夏美には天才じゃなくて、もっと平凡な男が似合うと思う。そのほうがあんたも、平和で穏やかな恋愛ができていいんじゃない？」

　由香の言葉のひとつひとつが、グサリと胸に突き刺さった。

　すべてその通りだから反論なんてできない。私のせいで夢を諦めなければならないなんて、久遠さんがかわいそうだと自分でも思う。

　私は久遠さんにとって有害な女に違いない。私にはもっと平凡な男が似合うという由香の言葉にも納得だ。

　私には生まれた時から父親がいなかった。家族は母とふたりだけ。

　母には愛情をもらったし、大学まで進学させてくれたし、決して不幸な人生ではなかった。それでも父親のいる普通の家庭への憧れがなかったとは言えない。

　私が作りたい未来は普通の家庭の奥さんであり、母になること。マジメで優しい夫との間に、子供はふたり欲しい。

　住むなら都会より少し田舎のほうがいい。隣近所はみんな知り合いで、商店街に買い物に行ったら『〇〇さんの奥さん』と呼ばれて。高級マンションじゃなく古く狭いアパートで、『今日は鶏肉が半額だったんだ～』とか言いながら家族四人でお鍋をつついたり。

　そうなんだよ……。私が憧れる幸せな結婚生活は、そんな平凡で地味なもの。〝天才〟とか〝高給〟とか〝世界的な研究者〟とか……そんな肩書きはいらないの……。

　目にジワリと涙が浮かんだ。

　一緒に暮らしている久遠さんが、急に遠い人に感じてしまった。

　私たちは違いすぎる。結婚を諦めて別れることが正解だと思い始めていた。

　でも……私にそれができるだろうか。こんなにも好きなのに、この気持ちを殺して久遠さんを自由にしてあげられるのだろうか。

　涙が頬を伝って流れ落ちる。

「わっ、ゴメン夏美！　間違ったこと言ったつもりはないけど、ちょっと言葉がキツかったね。ゴメン！」

　泣きだした私に由香が慌てた。その時、給湯室のドアが静かに開けられた。

　入ってきたのは白衣の久遠さん。

「ど、どうして……」

「企画部の部長から呼び出された。応接室に行って話を聞き、戻ろうとしていたところだった」

　久遠さんの右手には、ファイルや企画書などが抱えられていた。

　私がさっきお茶出しした応接室では、企画部の部長さんを始め、我が社のお偉いさんたちがビールイベントについて主催者側から説明を受けている最中。

　久遠さんがその場に呼ばれたということは、イベント用に新ビールの開発でも命じられたのかも。

「悪いが、話を聞かせてもらった」

　真顔の久遠さんが深刻さを帯びた声で言った。

　給湯室で声を荒げたり泣いたりするのはマズかった、と後悔しても遅かった。久遠さんは私のためにアメリカ行きを断ってくれたのに、勝手に悩み続けうじうじメソメソしていたと知られてしまった。

　自分でも嫌になるくらいに今の私は醜い。由香にも呆れられている。久遠さんだって、こんな女は嫌なはず。嫌われてしまったかも……。

　そんな不安に襲われた。せめて泣き顔を見せまいと久遠さんに背を向ける。

「夏美とふたりにしてもらえないか？」

　久遠さんの静かな声を後ろに聞いた。

　足音とドアの閉まる音がしたので、きっと由香が出ていったのだと思う。

　広さ二畳半ほどの給湯室にふたりきり。醜さを露呈し、嫌われてしまったかもと恐れる私は久遠さんと向き合えない。

　私のすぐ横にある丸椅子の上に、久遠さんは持っていたファイルや企画書を投げ置いた。

　狭い給湯室に響いた大きな音に肩をびくつかせてしまうと、安心を与えるためか、久遠さんが私の背中を抱きしめた。彼は耳元でゆっくり話しだす。

「不安にさせて悪かった。どうも俺は言葉が足りないみたいだ……。アメリカ行きを断ったのは、夏美のせいじゃない。お前に辛い思いをさせることは俺にとっても辛いことなんだ。だから、我慢して付いていくべきかと悩む必要はない。行っても俺の重荷になると考える必要もない。お前が側で笑ってくれることが俺の幸せでもある」

　いつになく雄弁に語ってくれるのは私のため。優しく温かいフォローの言葉のひとつひとつが私の心を強く揺すぶっていた。

　久遠さんは私を抱きしめる腕の力を強めて、言葉を続ける。

「夏美……。お前を愛している。怒ったり喜んだり驚いたり、表情がコロコロ変わるところも、ハムスターみたいに少々行動が落ち着かないところも、俺の腕の中にスッポリ収まる小さな体も、かわいい声も……。お前が思うより遥かに強く……俺はお前を愛している……」

　耳に忍び込む静かな声に私の心が大きく波打つ。さっきまでの比ではなく大量の涙が溢れていた。

　こういう甘いセリフは苦手なはずなのに、久遠さんは私のためにきちんと言葉にしてくれた。もういい。もう充分だよ久遠さん。今、一生分の愛をもらった気分。その言葉があれば、私は離れても前を向いて生きていける。

　久遠さんを自由にしてあげたい……。

　迷いは消えた。手で目元をごしごし擦って彼と向かい合った。

「久遠さん、アメリカに行ってください。やりたい研究をしてください」

　微笑んで言った私の言葉に、久遠さんは表情を曇らせた。

「お前はどうする気だ？　まさか……」

　その〝まさか〟なことを決意しているけど、今は言えない。嘘だと悟られないようギュッと抱きついて、白衣に顔を埋めた。

「もちろん、私も行きますよ！」

「気を遣うな。お前に辛い思いをさせたくないと言ってるだろ」

「大丈夫です。今、久遠さんが『愛している』と言ってくれたから。女はそのひと言で強くなれるんですよ。一緒にアメリカに行きましょう！」

　声は震えていないと思う。いつもの私らしく明るく言ったつもり。

　顔を上げて久遠さんに笑顔を向けると、探るような視線が私の目の奥をジッと覗いていた。

　白衣の衿を掴んで引っぱり少し背伸びをして、初めて自分から唇を重ねた。いつもは完全受け身な私だけど、今日は私から舌をさし入れてぎこちなく動かしてみた。

　初めは私のしたいようにさせてくれた久遠さんだけど、すぐに立場は逆になる。

　腰を引き寄せられ髪の毛に彼の指が潜り込み、後頭部をガッチリ固定される。私の舌を押し返して彼の舌先が口内に侵入し、優しく撫でて強引に絡みつく。

　ふたりの熱が口の中で溶け合った。

　少し息苦しくて、でも最高に気持ちのいいキスは、あと何回したら終わりになってしまうのだろう……。

　唇が離れても久遠さんは私の体を離さない。無言でジッと私を見つめてから、こう聞いてきた。

「本当に、俺と一緒にアメリカに行ってくれるのか？」

「はい！」

「夏美……ありがとう」

　久遠さんがホッとした顔をして柔らかく笑った。

　その笑顔で後ろめたい気持ちになり、白衣の胸に額を付けて俯いた。

　その時視界に入ったのは、足元に落ちている一枚の名刺。きっと、久遠さんが丸椅子にファイルを投げ置いた時に隙間から滑り落ちたのだろう。

【Mikakoミカコ. Oliviaオリビア Collinsコリンズ】

　美果子さんの名刺には研究所の住所や連絡先のほかに、手書きで短いメッセージが添えられていた。【Please……】。お願い……、と。

　久遠さんは美果子さんの名刺を持ち歩いていたんだ。やっぱり研究所に戻りたかったんだね……。

「久遠さん、退職願いを出したら、いつくらいに辞められそうですか？」

　私なら、すぐにでも辞めていいと言われそう。悲しいことに、いくらでも替えのきく人材だから。

　でも久遠さんは違う。青空ビールにとって彼は、新ビールを生み出す宝物。そう簡単に辞めさせてくれると思えない。

「そうだな、なるべく早くと上にかけ合ってみるが……。やりかけの研究を片づけてからにすると、三ヶ月後になりそうだな」

　……あと、三ヶ月。その間に、たくさんの思い出を作っておこう。夏が来るまではどうか、私だけの久遠さんでいてください……。




　七月に入り、気温は三十度超えが続く。灼しゃく熱ねつの太陽が、ビルやアスファルトを焦がしてしまいそう。

　暑い夏が東京に訪れ、私たちの別れの日もやってきた。

　久遠さんが青空ビールを退職したのは、つい昨日のこと。やりかけだったビール研究五つすべてに結論を出し、会社側に退職を認めてもらった。

　私は『いつ辞めてもいいよ』と予想通り言われて、五日前に退職していた。

　日本を発つ日は一週間後を予定していて、それまでは荷物を片づけつつふたりでゆっくりした時間を過ごすつもりでいた。

　でも、別れの日は今日となってしまった。二日前に美果子さんから電話がかかってきて、大至急来てほしいと言われたせいだ。

　これから久遠さんが手がけるバイオエネルギーの研究でなにかトラブルが起きたらしいが、説明されても難しすぎて私には少しも理解できなかった。

　そういうわけで、今日の夕方のフライトで日本を発つことになった久遠さん。別れの日は一週間も早まってしまったが、これでよかったのかも知れない。

　私はまだ嘘をつき続けている。久遠さんは私も一緒にアメリカに行くものと思っている。

　一週間後に『母が急病で倒れたから、久遠さんだけ先にアメリカに行っててください』と嘘をつこうと思っていたけど、美果子さんのおかげで嘘をひとつ減らすことができた。

　今日出発のフライトチケットは、久遠さんの分しか予約していない。マンションの荷物の片づけが残っているから私はそれをするために残って、元々予定していた一週間後の便で追いかけるという話になっていた。

　十五時。準備を終えた久遠さんはハムスターのミカコさんに頬ずりして、別れの挨拶中。それが済んで私の手の中にミカコさんを入れると、重そうなスーツケースを下げて玄関へ向かった。

　私はミカコさんと一緒に久遠さんを見送る。

「夏美、マンションの片づけを押しつけて悪いな」

「そんなの、いいですよ。急な呼び出しだから仕方ないです」

「お前、海外初めてだよな。ロスの空港まで迎えに行くが……大丈夫か？　ひとりで飛行機に乗れるか？」

「乗れますよ！　子供じゃないんだから、大丈夫です」

　ハムスターみたいに頬を膨らませてみせると、久遠さんは笑ってくれた。

　スーツケースから手を離し、久遠さんが私を抱き寄せる。

「向こうの生活でお前が困らないよう、できる限りの準備はしておく。なにも心配いらないからな」

「はい……」

　温かな胸と、たくましくて優しい腕の感触。それを忘れないように記憶にしっかり刻みつける。

　体を離した後、久遠さんは端正な顔を傾けてキスをくれた。上唇をはんで下唇をはんで、舌を絡めてからチュッとリップ音を立てて離れていく。

　これが最後のキス……。

　もっとしてほしいけれど、フライトの時間があるから仕方ない。

「久遠さん、行ってらっしゃい」

「ああ。着いたらメールする。一週間後、待ってるからな」

「…………」

　口を開くと泣いてしまいそうで、『はい』とは言えない。無理やり口角を上げて、笑顔を返すのが精いっぱいだった。

　言葉を交わすのも顔を見るのも、これが最後。本当に最後……。

　胸に愛しさと悲しみが迫りくる。涙腺が今にも崩壊しそう。

　溢れそうな想いと涙を必死に押し止めて、なんとか笑顔をキープする。

　久遠さんがスーツケースとビジネスバッグを手に持った。

「またな」

　そう言って玄関のドアを開けた。

　泣いてはダメ……。今泣くと、嘘がバレてしまう……。久遠さんは世界で活躍しなければならない人だから、ちっぽけな私なんかが独占してはいけない人だから、彼をいるべき場所に戻してあげないと……。

　笑顔で手を振る私の前で愛しい人の背中は消え、ドアがバタンと閉められた。

　まるで固まってしまったかのような作り笑顔のまま、私は手の中のミカコさんに話しかける。

「行っちゃったね……。ミカコさんも久遠さんとバイバイなんだよ。ごめんね。これからは、私とふたりで生きていこうね」

　久遠さんからは、一週間後にミカコさんも必ず連れてくるよう頼まれていた。でも、私にはそれができない。

　ミカコさんを溺愛している彼だから、今日ミカコさんを一緒に連れていってと頼みたかったのだけど、言えなかった。『なぜ？』と聞かれたら、答えに困ってしまうから。

　ふたりを引き離してしまい申し訳ないけれど、私が責任を持ってミカコさんをお世話するから許して……。

　リビングに戻り、ケージにミカコさんを戻した。ミカコさんはちょこまか動き回った後、おがくずの中に潜り込みお昼寝体勢に入る。

　私は泣かずに済んだことにホッとしていた。

　最後まで笑顔をキープした自分を褒めてあげたい。

「やればできるじゃない……私……」

　ソファに仰向けに寝そべる。疲れがどっと押し寄せていた。慣れない嘘をつき続けるのは、ものすごくエネルギーがいるのだと知った。

　なにもする気になれずソファに寝転び、ベランダ越しに見える空をただぼんやりと眺めていた。空は憎らしいほどに青く、清々しいほど晴れ渡っていた。




　そのまま時間は流れて、およそ二時間後。リビングの壁掛け時計は十七時五分を示していた。

　成田発ロサンゼルス国際空港行き、ＮＨ００６便の離陸時間だ。

　そろそろ飛行機は滑走路を走りだして、大空に飛び立つ頃かな……。

　体を起こしてソファから立ち上がった。ゆっくり歩いてベランダに向かう。

　ガラス窓を開けて、外の蒸し暑い空気の中に出ていく。ベランダの冊に手をかけ空を見上げた。

　十七時過ぎの夏空に、まだ夕日の気配はない。遠くのビルの向こうにもっさりとした入道雲の塊が見えるが、私の上空はただ真っ青な空が広がるのみ。

　私の目に映るこの空よりも高い高い上空を、今頃久遠さんは飛んでいるはず。

　ポケットからスマホを出して、予め作っておいたメールを久遠さんに送信した。

　それは、すべてを告白するメールだった。

【久遠さん、ごめんなさい。私はアメリカには行きません。

　嘘をついていた理由は、久遠さんを自由にしたかったからです。

　私のことで、やりたい研究を断念してほしくありません。

　弱い私は、久遠さんに迷惑かけずにアメリカで生活できる自信もありません。

　別れるしかないと勝手に結論を出したことを、きっとあなたは怒るでしょうね。

　怒ってくれてもいいです。怒って、愚かな私を嫌いになってください。

　そして研究ひと筋に、久遠さんらしく研究者の道を突き進んでください。

　いつか久遠さんの研究で、世界にエネルギー革命が起こる日を楽しみにしています。

　ミカコさんのことは心配しないでくださいね。私が責任を持ってお世話しますから。

　私たちは違いすぎました。久遠さんは久遠さんの道を。私は私らしく地味で平凡な幸せを、日本のどこかで探してみようと思います。

　今までたくさんの愛情をありがとうございました。久遠さんと愛し合えた日々は、私の一生の宝物です。

　さようなら……。夏美】

　久遠さんがいつ読むかは分からない。機内では電源を切っているだろうから、向こうの空港に着いた時かも。

　いずれにしろ、いつ読んだとしてももう引き返せない。元には戻らない。久遠さんは一度引き受けた仕事を私情のために投げ出すような人じゃないと、私は知っているから。

　送信後すぐにスマホの電源を落とした。

　このスマホも解約するつもり。明日中にマンションの部屋を空っぽにして、売買契約を済ませてある不動産屋に鍵を渡し、なるべく早くここを出ていこう。

　スマホをポケットにしまい、代わりに出したのは小さく折り畳んだ一枚の薄い用紙。その紙を広げてジッと見つめた。

　これは、去年の冬に久遠さんがくれた婚姻届。彼の氏名は書かれているけど、ほかはまだなにも書かれていない。

　あの時は嬉しくて、早く自分の名前も書き込みたくなったっけ……。

　結局、空欄を埋める日は来なかった。これはもう、私の手元にあってはいけないものになってしまった。

　紙の上端に指をかける。ゆっくりと裂いて、何度も裂いて、細かな紙片にする。それを十階のベランダから空に放った。

　白い紙吹雪が夏の太陽を浴びてキラキラと輝き、散っていった。

　その時、見上げる空に小さな機影が走った。

　ハッとしたけど、久遠さんの乗った飛行機じゃないのは明らかだ。国際線はこんなところを飛ばないし、高度も低すぎる。きっと国内線の中型機が羽田に向かう途中なのだろう。

　飛行機が飛び去った後、空には白い線状の雲が残った。

　真っ白な飛行機雲に、白衣の久遠さんの姿を映す。

「どんなに難しい研究だって、久遠さんならきっと成功させられるよ……。がんばって……。がんばれ……がんばれ、久遠さんっ!!」

　飛行機雲に向けてエールを送る私の目からは、それまで堪えていた涙がせきを切ったように溢れだした。

　もう作り笑顔は必要ない。顔をくしゃくしゃにして嗚お咽えつを漏らして泣きながら、「がんばれ！」と空に向けて叫び続けた。

　私にはもう、遠くから応援することしかできないから……。










ホップ畑で抱きしめて




　ここは東北にある山間の田舎町。

　あくびをしてベッドから下りた私は、窓辺に寄りカーテンを開けた。

　夏の強い朝日が差し込み、眩しさに目を細める。

　外は、早起きのセミたちがミンミンと賑やかに鳴き立てている。空は快晴で、今日も暑い一日になりそうだ。

　久遠さんと別れた日から、今日でちょうど四年になる。

　あれから一度も会っていないし、連絡もしていない。突然一方的に別れのメールを送りつけた私を彼がどう思ったか、知るすべがない。

　東京を去った私はしばらく実家でぼんやりしていたけど、いい歳をして母親に甘え続けるわけにいかないので、翌月には新しい職場を探した。

　見つけたのは実家の隣町にある地ビールの工場。アルバイトの事務員として三ヶ月働いた後、正職員にしてもらえた。

　それで実家を出て工場のあるこの田舎町にひとり暮らし用のアパートを借り、本腰を据えることとなった。

　出勤の支度を済ませ、写真の中の存在になってしまったミカコさんに「行ってきます」と声をかけてアパートを出る。

　ゴミ出し中の隣の奥さんに「おはようございます」と挨拶すると、「おはよう。夏美ちゃん、今日もお仕事がんばってね」と笑顔が返ってきた。

　東京のマンション暮らしでは隣人の顔さえ知らなかったけど、ここでは引っ越してきてすぐに近所付き合いが始まった。

　こういう素朴な温かさは好き。ひとり暮らしでも孤独を感じない。私にはこの町が似合っていると思う。

　バス停でバスを待っている間も、顔なじみの乗客が「今日も暑いね」と話しかけてくれた。

　バスの吊り革に掴まり、すっかり見慣れた車窓の景色を眺める。

　住宅地を抜けると、景色は急に田園に変わる。七月の今、田んぼは緑一色で、山裾まで広がる緑の絨毯が目に心地いい。

　田んぼ以外にも目を引く緑がある。それはホップ畑。この辺りの気候はビールの主要原料のひとつであるホップの栽培に適していて、良質なホップの生産地として有名だ。

　高い支柱にネットを張り、そこにツルを巻きつければ上に伸びていく。この時期の田んぼを〝緑の絨毯〟と呼ぶなら、ホップ畑は〝緑のカーテン〟といったところ。

　田んぼとホップ畑が広がる地帯の真ん中に、水色の外壁の大きな平屋の建物が見えてきた。

　私の今の職場『カントリー麦酒びーる醸じょう造ぞう所じょ』。青空ビールとは比べ物にならない小さな地ビールの工場兼会社で、支社も営業所もなくここ一カ所のみだ。

　工場前のバス停で下車して駐車場脇を抜け、入口から中に入る。

　事務室では、四十代の男性・駒こま野の事務長と三十五歳の女性事務員・吉よし本もとさんが困った顔をして立ち話をしていた。

「おはようございます。なにかあったんですか？」

　自分のデスクにバッグを置きながら尋ねると、駒野事務長が言った。

「工場長が腰痛で……」

「またギックリ腰ですか」

　工場長は社長の息子。社長はご高齢のため滅多に会社に顔を出さないので、実質、工場長がここのトップだ。

　そんな工場長も六十歳を過ぎていて、最近はあっちが痛いこっちが痛いと言い始めている。二ヶ月に一度はギックリ腰で休むと連絡が入るので、今回もいつものソレだろうと聞き流そうとした。

　すると駒野事務長に代わり、吉本さんが私に言った。

「それがね、今回はただのギックリ腰じゃないのよ。腰椎ヘルニアで入院だって。もしかしたら手術になるかもしれないから長期で休むと言われて……」

「え!?　入院？　手術？　大変じゃないですか！」

『大変』と言ったのは工場長の体を心配する意味だけでなく、仕事の面でも。昨日、東京の有名デパートから電話がかかってきて、物産展にウチの製品を入れてほしいと依頼を受けていた。

　工場長にその旨は伝えたけど、どうするかという結論をまだもらっていない。

　それに、小口の取引先数件の発注量が今月から倍増している。ありがたいことだが、予想を上回る数字に在庫が空になりそう。

　工場長に相談したら『なんとかするから任せておけ』と言ってくれて頼りにしていたのに、入院されたら困ってしまう。

「とりあえず、急ぎの案件だけ持って入院先に行ってくるから。吉本さんと田丸さんは通常業務に入って」

　駒野事務長が言う。

　ここに勤めて以来のピンチだけど、残念ながら私には心配するだけでなにもできない。駒野事務長に指示された通り、いつもの業務をこなすしかなかった。




　工場長の入院以外は、一日が変わらずに過ぎていった。

　お昼は職場の仲間たちと平和にお弁当を食べ、午後はパソコン入力や伝票書き、電話応対。それらの業務を急ぐわけではなく、のんびりこなす。

　そして十四時になった時、若干の眠気に堪えて仕事をしていると、外線電話が鳴った。

　受話器を取ったのは、隣の机の吉本さん。

「はい、カントリー麦酒醸造所でございます。あ、川かわ原はら田ださん。いつもお世話になっています。ええ……ええ……まぁ、うふふ。分かりました。田丸を行かせますね。はい、失礼いたします」

　受話器を置いた吉本さんは、意味ありげな視線を私に向けた。

「夏美ちゃん、川原田さんからだよ。うふふ～」

　川原田さんは、この近くのホップ畑の農家さん。ウチの会社がホップを買いつけている農家は地元農家ばかりで、その中の一軒だ。

　どんな用件かまで吉本さんは言葉にしないけれど、その名前と『うふふ』という笑い方ですべてが分かってしまう。いつもの〝アレ〟だ、と。

　ついため息を漏らしてしまう私に、吉本さんは言う。

「川原田さんの息子さん、なかなかの男前だと私は思うよ」

「そう思うのでしたら、今日は吉本さんが行ってくださいよ……」

「ダメダメ！　向こうは夏美ちゃんをご指名なんだから。私は旦那も子供もいるし、恋愛対象にされても困るしね～。なんて、うふふ！」

　ホップ農家の川原田さんからは、月に四、五回、こうして電話がかかってくる。七月の今はまだホップの収穫時期ではなく、そんなに関わる必要もないのに、『生育状況を見に来てよ』と言われるのだ。しかも毎回、私をご指名で。

　単なる事務員の私には、ホップの生育状況もよし悪しも、なにも分からない。行っても意味がないのに行かされる理由は、川原田家の長男に気に入られてしまったから。

　農家の嫁不足は深刻なのか、向こうは家族が一致団結して、あの手この手で私を呼び出してくる。ウチの工場もお節介なお人よしが多いせいか、川原田さんの長男をガッチリ応援体勢。

　この田舎町は住みやすいし職場も働きやすくて満足しているけど、たったひとつだけ、それだけが困りごとだった。

　川原田さんはカントリー麦酒醸造所にとって大切なホップ農家さん。あからさまに嫌だと言うわけにいかず、諦めて事務室を出た。

　玄関で汚れてもいいスニーカーに履き替える。タイトスカートにスニーカーはなんとなく変だけど、畑に入るのだからパンプスのまま行くわけにいかない。

　駐車場で社用の軽自動車に乗り込み、エンジンをかけた。

　車内はムワッと温室のように暑い。クーラーが効くまで待っていられず、たまらず窓を全開にした。




　夏の風に当たり、車を運転すること二十分。川原田家の畑が見えてきた。

　広大な面積にホップの緑のカーテンが、数十列、整然と並んでいる。川原田さんのご自宅も畑に隣接して建っている。

　二階建てのごく普通の住宅と、ドーム型のふたつの倉庫。そのうちのひとつの前に車を停めると、すぐに川原田さんご夫婦が出迎えてくれた。

　ご夫婦はふたり共、六十代。奥さんはぽっちゃり体型で、旦那さんは痩せ型だ。

　私が車から下りると、奥さんが農業用のほっかむり付き麦わら帽子をわざわざ脱いで、こんな若僧の私に深々と頭を下げてくる。

「夏美ちゃん、忙しいところ、いっつも呼んでごめんねぇ」

　そう思うなら呼ばないで……とは言えず、営業スマイルで「気にしないでください」と受け答えをする。

　奥さんの隣には旦那さん。よく日焼けした顔にたくさんのシワを寄せて、ガハガハ笑う。

「夏美ちゃんの顔が見たくて、つい呼んじまうんだ。あんたのめんこい顔見てっど、疲れも吹っ飛ぶからなぁ。この歳になるど、農作業に疲れて疲れて。〝疲労コンバイン〟なんてな！」

「お父さんだら、はんかくせーこと言って！　それ言うなら〝疲ひ労ろう困こん憊ぱい〟だべな。ウチはホップ。コンバイン（稲刈り機）は必要ないべなぁ。アッハハ！」

　農業ギャグに大笑いしているご夫婦を前にして、若干頬を引きつらせながらも私も笑いに付き合った。

　川原田さんのご夫婦は、気さくでいい人たちだと思う。いつもニコニコして私を楽しませようとしてくれる。なにもなければ私ももっと心を開きたいところだけど、嫁候補に挙げられているようなので、おいそれと打ち解けるわけにいかず困るだけ。

「あの、ホップの生育状況を見せていただきたいのですが……」

　呼び出された用件はソレ。済まさないうちには社に戻れない。

　私のその言葉を待っていたかのように倉庫の陰から姿を現したのは、川原田家のご長男。息子さんの登場に、お父さんが手招きする。

「おっ、耕こう平へい、ちょうどいいところに来た！　夏美ちゃんにホップ見てもらいてぇから、今呼んだとこだ。お前が畑さ案内せぇ。ワシらはあっちの畑に行っでっからな」

　いつもは三人揃って出迎えてくれるのに、今日はなぜご夫婦ふたりだけなのかと思っていたけど、そういうシナリオが作ってあったみたい。

　ワンパターンだと、私がおもしろくないと思ったのかな？

　私に落ち度はないはずなのに、気を遣わせて申し訳ないというおかしな気分になる。

　川原田家の長男、耕平さんが私の前に立つ。

　英語のロゴが入ったキャップを被り作業着姿の彼は、私の六つ年上の三十五歳。いつものことながら日焼けした頬を赤らめ、緊張した面持ちで私に言った。

「な、夏美さん、あっちの畑から順に回って……。けっこう歩かせてしまうけど……。あ！　歩くの嫌だったら、俺がおんぶすっから……」

　膝丈タイトスカートをはいている私をおんぶすると言いだす耕平さん。純朴そうなこの人の言葉にいやらしい意味はないのだろう。それが分かっているので、赤くなることも怒ることもなくサラッと受け流した。

「いえ、歩くのは嫌じゃありませんのでお気遣いなく。とにかく畑に行きましょう」

　耕平さんがホップ畑の中を進んでいき、私はその後ろに続く。チラリと振り返ると、川原田さんご夫婦が手を取り合って私たちに熱い視線を向けていた。『耕平、がんばれ！』という応援が聞こえてきそう。

　期待させてしまうのが……辛い……。

『嫁に来ないか？』と言葉に出してくれたらハッキリお断りできるのに、いつもこんなふうに呼び出されるばかり。向こうが核心に触れてこない以上、断ることができない。

　どうすればいいのだろう……。

　しばらくして、耕平さんが足を止めた。

　私は足元を見て考え込んでいたため、気づかず彼の背中にぶつかってしまった。農作業で鍛えた筋肉質の背中に弾かれ、危うく転んでしまいそうになる。

　とっさに彼が腕を伸ばして支えてくれたので、事なきを得た。

「夏美さん！　大丈夫ですか!?　俺が急に立ち止まったりすっから……すんません！本当にすんません！」

　今のはぼんやりしていた私が一〇〇％悪いのに、耕平さんは何度も謝ってくれる。

「あの、耕平さんは悪くないですよ。そんなに謝られると、困りますので……」

「そ、そうですか！　謝ってばかりで、すんません！」

　この人……いい人なんだよね。純朴で偉ぶるところがなくて、マジメで一生懸命。彼と結婚したら、平穏な幸せを手に入れられそう。でも……。

　私は今、二十九歳。そろそろ結婚しないとと思う年齢なのに、不思議と年々結婚願望が薄れていく。

　もっと若い頃はあんなに結婚の二文字に憧れていたのに、おかしいよね……。いや、おかしくないか。だって……久遠さんが忘れられないから。

【私は私らしく地味で平凡な幸せを、日本のどこかで探してみようと思います】と別れのメールに書いたけど、それは無理みたい。今でも久遠さんを愛している。久遠さん以外の人と、どうしても結婚する気になれない。

　マジメで優しい夫と私、ふたりの子供の平凡な四人家族。そんな結婚生活に憧れていたはずなのに、今はそれが憧れなのかどうかさえ分からなくなった。

　別れたことを後悔してはいない。久遠さんは今頃きっと、やりたい研究に夢中になっているはず。そう思えば、あれでよかったのだと思うことができた。

　その一方で久遠さんを恋しく思う気持ちは増すばかりで、ただ久遠さんに会いたかった。

　会える日が来ないことは、充分に分かっているけど……。

「夏美さん……？」

　耕平さんに呼ばれて、ハッと我に返る。

　いけない。一応仕事中なのにトリップしてしまった。

　愛しい人の面影を慌てて頭の奥にしまい込み、耕平さんに営業スマイルを向ける。

「川原田さんのホップ、順調に成長していますね。葉も緑が濃くて、ツルもたくさん伸びているし、今年もいいホップが収穫できそうですね」

　ホップについての知識は素人に毛が生えた程度のものなのに、そんなふうに褒めてみた。

　早く社に戻りたい。申し訳ないけど、期待されても私は川原田家の嫁にはなれないから……。




　それから一週間後のこと。

　工場長はまだ腰椎ヘルニアで入院中。幸いなことに手術はせずに済み、痛みが落ち着いたらリハビリして、それから退院できるという話だ。

　従業員一同、そのことにホッとしたのだが……。

　事態はいい方向へ向かってはくれなかった。

　今回の入院ですっかり自信をなくした工場長が、『俺はもうダメだ……』と弱気になっているらしい。つまり、退職したいと言い出したのだ。

　六十三歳の工場長。一般的なサラリーマンが六十歳定年であることを考えれば、工場長にも『長い間お疲れさまでした』と言ってあげたいところ。でもそうはいかない。残された私たちが途方に暮れてしまうから。

　カントリー麦酒は工場長の父親、つまりすっかりおじいちゃんになってしまった現社長が家族経営で始めた小さな地ビールの会社。少しずつ規模は大きくなっているとはいえ、まだ家族経営の枠からはみ出せず、工場長がワンマン的になにもかも取り仕切ってきた。

　だから急に『後は任せた』と言われても困るのだ。しっかりとした後任がいないうちに工場長が辞めることは、会社存続の危機に繋がる。

　ここ数日、工場の従業員たちも私たち事務員も、不安の中で仕事をしていた。

　午前中の事務室でファクスで流れてきた発注書をパソコンに入力しながら、隣のデスクの吉本さんとヒソヒソ話す。

「吉本さん、この工場が閉鎖になったらどうします？」

「困るわ、すっごく困るわ。ウチは旦那もここの社員だもの。夫婦で職を失ったら、どうやって食べていけばいいのよ」

　吉本さんの旦那さんは、工場のほうで品質管理責任者として働いている。万が一カントリー麦酒がなくなればもちろん私も困るけど、子供のいる吉本さんのほうがもっと深刻な問題だろう。

「工場長がもし辞めるとしても、後任がしっかりした人なら大丈夫ですよね！　副工場長の出で来き内ないさんが後任でしょうか？」

　頭を抱える吉本さんが気の毒になり、なんとか前向きな発言をしてみた。

「それは無理よ。夏美ちゃんはまだ出来内さんと仕事したことないのよね。大きな声じゃ言えないけど、出来内さんって……仕事できないのよ。後任に据えた翌日、この会社潰れちゃうわ」

「そうですか……」

　ふたりしてガックリと肩を落としているところへ、どこかに行っていた駒野事務長が事務室に帰ってきた。仕事中の事務員全員を見回し口を開く。

「皆さんに大切なお知らせがあります。仕事を中断して、今からミーティング室に集まってください」

『大切なお知らせ』と言われて、ギクリとした。

　もしや、工場長の辞職が決定して会社も終わってしまうの？

　そんな最悪の事態を考えてしまった。

　しかし駒野事務長の顔に悲壮感はなく、むしろスッキリした表情を浮かべている。

　口元も微かに笑っているように見えるし、悪い知らせではないのだろうか。

　よく分からないまま私たちは事務室を出て、ミーティング室へ向かった。廊下の反対側からは、工場の制服を着た従業員たちもぞろぞろと集団でやってくる。

　それほど広くないミーティング室に六十人ほどが立ち並ぶ。私はその集団の、ちょうど真ん中辺りにいた。

　従業員の集合が済むと、駒野事務長に車椅子を押されて社長が入ってきた。

　久しぶりに見る社長は、御歳八十九歳。半年前に見た時は杖をつきながらも歩いていたのに、今は車椅子生活になってしまったようだ。

　引退したも同然の社長が久しぶりに会社に来て、なんの発表をするつもりなのかと室内がざわつく。

　緊張した面持ちの私たちの前で、社長はゆっくりとしゃべりだす。足腰は弱っていても、そのしゃべり方はしっかりとした印象を受けた。

「皆さん、いつもカントリー麦酒のために尽力してくれてありがとう。皆さんも知っての通り、わしの愚息がすっかり心を弱めてしまってなぁ、退職することに決まった。わしはこの通りの老いぼれだ。会社の面倒は見れんし、息子と一緒に正式に引退しようと思う。従業員の皆さんには、大変申し訳ないことになってしまった」

　従業員に向け、車椅子から頭を下げる社長。

　私たちの間からは残念そうなため息が漏れた。

　工場長も社長までも辞めてしまうということは、やっぱりカントリー麦酒は、幕を下ろすということなのか……。

　従業員一同、工場の閉鎖を予感して暗く沈んだ雰囲気になってしまった。

　隣で吉本さんが、「どうしよう……」と呟いている。

　私は吉本さんになにも言ってあげられず、俯いて小さなため息をついた。

　そんな私たちに向け社長が続けて口にしたのは、思いがけない言葉だった。

「わしら創業一家は退くと決めたがの、カントリー麦酒はこれからも続くから安心しなさい。新しい指導者の下で、新たな可能性を見つけて、より大きく成長していくことじゃろう」

　途端に従業員たちがザワザワし始める。カントリー麦酒が続くということに、ホッとして喜んでいた。

　新たな指導者って……会社を任せられるような後任が見つかったということなのだろうか。

「今度の社長は、わしが惚れ込んだ男だ。あれほどの男は、世界広しといえどもなかなか見つからん。皆、驚くでないぞ。若くて美男子。見た目だけじゃのうて頭も切れる。天才化学者と呼ばれる男だからの。これでカントリー麦酒は安泰じゃ。引き受けてもらえて本当によかった」

　社長はシワだらけの顔にもっとシワを寄せて、笑った。

　若くて美男子、頭が切れて、天才化学者……。それって……もしや、久遠さん？

　そう思ってしまう私は重症かもしれない。すぐに首を横に振り、その考えを否定する。

　アメリカで難しい研究に没頭しているはずの久遠さんが、なんで田舎のちっぽけな地ビールの会社に来るというのだ。

　私のバカ……。可能性ゼロだと分かっていながら、久遠さんを思い浮かべるなんて。心が痛むだけなのに……。

　社長がドアに向けて「入ってくれ」と声をかけた。

　私も吉本さんもほかの従業員たちも、一斉にドアに注目する。

　ドアノブが回り、扉が静かに内側に開く。その人の姿が視界に入った途端、私は驚き目を見開いた。

「嘘……」

　そう呟いた後は、なにも言葉が出てこない。

　モデル並のスタイルに、非の打ちどころのない端正な顔。白衣を身に纏い、優雅な足取りで入ってきた彼は社長の隣で足を止めた。

　ザワザワしている従業員たちの中に、工場勤務の女の子のキャアキャアとはしゃぐ黄色い声も混じっていた。

　隣で吉本さんが私に耳打ちする。

「俳優さんみたいな人ね。見た目は素敵だけど、惚れちゃダメだよ。夏美ちゃんには川原田さんの息子さんが……」

　吉本さんの言葉は聞こえているけど、頭に入らなかった。だって目の前にいるのは、会いたくてたまらなかった久遠さんだから。

　心臓が壊れそうなスピードで拍動していた。しかし驚きと同時に湧き上がるのは、喜びよりも焦りの感情。

　どうして久遠さんがウチの会社の新社長を引き受けたの？　アメリカの研究所での、バイオエネルギーの研究はどうしたの？　まさか……私がここにいると知って、やりたい研究を途中で投げ出してきたとか。世界的な研究を捨てて、私のためにこんな田舎の小さなビール会社に来てしまったというの？

　焦りは徐々に怒りに変わる。

　そんなのダメ……絶対にダメ！　四年前のあの日、久遠さんを研究者の世界に戻してあげたくて、身を切る思いで別れたというのに……。研究を投げ出して戻ってこられたら、私の決心が無意味なものになってしまうじゃない！

「そんなのダメだよ……」

　そう呟きながら、私は小刻みに体を震わせていた。

「夏美ちゃん？　具合悪いの？」

　隣で吉本さんが心配してくれた。

　私の前には工場勤務の男性社員が立ち並んでいる。その隙間から私は久遠さんの姿を覗き見ることができるけど、彼から私の姿は見えていないことだろう。

　久遠さんは従業員全体に視線をザッと流してから、話し始めた。四年振りに聞く彼の声は記憶のままだった。

「初めまして、久遠礼士です。今まで、アメリカのカリフォルニア州にあるＪＳＭ財団研究所で研究員として勤務していましたが、この度、カントリー麦酒の社長と縁があり新社長を引き受けることに――。経営方針等は、後日書面にて――。若い私に会社運営ができるのかと心配の声もあると思いますが、仕事ぶりを見てから評価してほしく――」

　久遠さんの話を聞きながら首を横に振り、私は「違う」と呟いた。

　違う……違うの……。私が聞きたいのは挨拶の言葉ではないし、新しい経営方針でもない。聞きたいのは、ひとつだけ。

　どうしてやりたい研究を投げ出して、私のいる場所に来てしまったかということなの！

　久遠さんの挨拶を最後まで聞いていられなかった。我慢できなくなった私は前に立つ男性社員を押しのけ、人を掻き分けて前に飛び出した。

「な、夏美ちゃん!?」

　吉本さんが驚きの声を上げた。

　私の姿を見ても、久遠さんはそれほど驚かなかった。わずかに眉を上げただけ。

　やっぱり私がこの会社にいると承知の上で来たみたい。四年ぶりの私を見て、久遠さんはニヤリと笑った。

「夏美、久しぶりだな。元気そうでよかった」

「よかった……じゃないですよ!!　ちっともよくないです！　なんで日本に帰ってくるんですか。アメリカでの研究は？　途中で投げ出してきたんですか？　そんなことされたら、なんのために婚約解消したのか分かんなくなっちゃいます！　あの時の別れの涙を無意味なものにしないでくださいよ!!」

　一気にまくし立て、ハァハァと息を乱した。

　両拳を握りしめ顔を真っ赤にして怒る私を、久遠さんは涼しげな目で受け流す。

「婚約解消？　そんなものを承諾した覚えはないぞ。俺たちは別れていない。四年間、音信不通の遠距離恋愛をしていただけだ」

「なっ……」

　なにを言い出すのだろう……。私は別れのメールを送ったのに。確かにそれを了承する返事はもらってないけど、四年もの間まったく連絡がないなら、別れたと思うのが常識でしょう？　音信不通の遠距離恋愛？　私の辞書にそんな言葉はない。

　予想外の言葉に呆気に取られる。なにか言い返さなければと思うけど、うまい言葉が浮かんでこない。

　口をパクパクさせて金魚みたいになっている私に、久遠さんはクスリと笑った。

「俺たちはまだ婚約中だ。それと、アメリカでの研究を途中で投げ出してきたわけじゃないから安心しろ。それについては後で教えてやるとして……俺は今、社長就任の挨拶途中なんだが。この騒ぎをどう静めればいいのか、教えてくれ」

　そう言われて、やっと意識に入ってきたのは、うるさいほどの周囲のざわめき。

　車椅子に座る社長が「ワッハッハ」と声高に笑ってから、ゲホゲホとむせ込み、駒野事務長に背中をさすられていた。

　怖くて後ろを振り向けないけど、飛び交う従業員たちのいろんな会話がしっかり聞こえてくる。

「新社長って、事務の田丸さんの元カレ？」

「田丸さん追って、社長就任？　すごーい！」

「最近の若い者は、熱いですな～」

「えー。玉たまの輿こし狙えると思ったのにー」

　いろんな声の中には、こんな声も混ざっていた。

「ホップ農家の川原田さんの息子は？　田丸さん、あそこに嫁に行くんじゃなかったべか。川原田の親父さん、あっちこちで言い触らしてっけど、どうすんだべ？」

　その話題にいち早く反応したのは久遠さんだった。ハンサムな眉間にシワを寄せ、ジロリと私を睨んでくる。

　え……なんで睨むの？　私は悪くないよ？　川原田さんが一方的にそう思っているだけで、私は嫁に行く気は……。

　言い訳する前に腕を掴まれ引き寄せられた。腰に白衣の片腕が回され、久遠さんにピッタリ寄り添う形にホールドされる。その状態で、ざわめく従業員たちのほうへ向かされた。

　ただでさえ醜態を晒して恥ずかしいのに、そんなことをされたら顔から火を吹きそう。今すぐダッシュでこの場から逃げ出したい気分だけど、腰に回される腕は振りほどけそうになかった。

　恥ずかしがる私とは対照的に久遠さんはいっさい照れることなく、みんなの前で平然と言い放った。

「今日は就任挨拶だけのつもりでいたが、ついでに報告させてもらいます。俺と田丸夏美は近々入籍します。結婚後も彼女には事務員として働いてもらうので、夫婦共々よろしくお願いします」

　天才な彼だけど、『バカ！』と罵っていいだろうか。四年間、地味でマジメな事務員として平穏に働いてきたのに、これから私はどんな目で見られることか……。

　彼への不満と鳴り止まぬ拍手や冷やかしへの恥ずかしさに、ため息をつく。だけど、すぐに喜びに取って代わられた。

　やっぱり、嬉しい……。愛し合える日が戻ってくるなんて夢みたい……。

　胸の奥に押し込めて、フタをしていた久遠さんへの想い。しっかりフタを閉めたつもりでも時々漏れ出て困っていたのに、そのフタはもういらないみたい。

　四年間ずっと曇り空だった胸に、久しぶりの青空が広がっていた。微笑みながら見上げると、彼も穏やかな笑みを返してくれた。

「久遠さん……私、今も久遠さんを愛していますから……」

　みんなには聞こえない、小さな声で言うと……。

「当然だろ」

　そんな自信満々な返事が返ってきた。




　突然の再会もゆっくり喜んではいられない。その後、従業員たちはそれぞれの持ち場に戻り、私も久遠さんと離れて事務室へ戻った。

「新社長とのなれそめは？　どこでどうやって知り合って、なにがあって離れていたの？」

　吉本さんが興味津々に聞いてくるので、デスクで仕事をしながら私と久遠さんのことを簡単に話して聞かせた。

「素敵……大恋愛ね……」

　吉本さんはなぜかうっとりしているけれど、どうしてそんな反応になるのか私には分からない。だって私と久遠さんのラブストーリーは、半分以上おバカ話のような気がする。

　ともあれ、それまで川原田家の長男推しだった吉本さんに、私と久遠さんの関係を認めてもらえたのはよかった。

「それじゃあ……川原田さんになんと説明したらいいかしら。なにも言わないわけにいかないし……ねぇ？」

　吉本さんは少し困った顔をして言った。

　やっぱり言わなければならないのだろうか……。気が重い。それに、なんと説明していいのやら。

『私、結婚しますから、もう諦めてくださいね』とか？　いや、これはダメか。会社にホップを卸してもらっている関係上、角が立つ言い方は避けないと。

　それなら、『期待に応えられず、ごめんなさい』とか？　うーん……謝るのも、変かも。耕平さんと付き合っていたわけじゃないし。

　頭の半分は伝票整理に、もう半分は川原田家について考え続けた。




　久遠さんは忙しいみたいで、あれっきり。お昼休みも済んだ十三時過ぎ、私が仕事に戻った途端に外線電話が鳴り響いた。

　きっと川原田さんだ。そんな予感がした。

　前回伺ったのは一週間前だから、そろそろ呼ばれそうな気はしていた。

　受話器を取ると案の定、川原田さんの奥さんからだった。

《夏美ちゃん、忙しいべか？　ちょっとの時間でいいから、ホップば見に来てくれねぇべか？》

「あの、今日はですね、えーと……」

　今日はどうしても断りたい。きちんと説明できる言葉を見つけてから行くことにしたかった。

　適当に理由をつけて断ろうとしていた最中に、受話器が後ろから取り上げられた。

　慌てて振り向くと久遠さんが立っていて、勝手に川原田さんと話しだした。

「ホップ生産者の川原田さんですか？　本日、カントリー麦酒醸造所に社長就任した、久遠と申します。早いうちにご挨拶に伺いたく思っておりましたので、これから田丸と一緒にありがたく向かわせてもらいます。それでは後ほど」

　通話の切れた受話器を返されて、私は戸惑うばかり。

　午前中、ミーティング室で川原田さんについての噂話を久遠さんは聞いてしまっていた。私が嫁候補に上がっていると知り、明らかに不機嫌になっていた。

　川原田さんは会社にとって大切なホップ農家さんなのだけど、その辺りをきちんと理解してくれているのかな……。

　一抹の不安を感じる。

「く、久遠さん……あの……」

「行くぞ。さっさと支度しろ」

　問答無用で腕を取られて立ち上がらされた。白衣の裾をひるがえして足早に歩きだした彼の背中を、慌てて追いかける。

　ニヤニヤした目の事務員たちに見送られて、私たちはカントリー麦酒を後にした。

　乗り込んだのは、いつもの社用の軽自動車。久遠さんが運転席で、私が助手席。

　シートに座るなり、久遠さんは「狭い」と車に文句を付ける。

　それは仕方ない。高身長で足が長すぎる人用に、軽自動車は作られていないのだから。

「私が運転しましょうか？」と声をかけると、意外そうな目で見られてしまう。

「お前、免許取ったのか？」

「四年前も免許だけは持っていました。あの時はペーパードライバーでしたが」

「へぇ、知らなかった」

「私も久遠さんが車を運転する姿を初めて見ます」

「青空ビールにいた時は職業柄、勤務中もビールを口にしていたからな。免許はあっても、乗れない日が多い」

　一年と少しの同居生活でお互いのことを知ったつもりでいたけど、実際は知らないこともあったのだと今さらながらに思う。

　きっと、お互いについて知らないことは運転免許の有無だけではなく、離れていた期間でもっと増えているのだろう……。

　帰ってきてくれても、四年の空白はすぐには埋められない。今の久遠さんがどんな人なのか、私は知る努力をしなければいけない。そして新しい彼を発見するたびに、もっともっと好きになる。そんな予感がしていた。

　車は工場の駐車場を出て、交通量の少ない片道一車線の道路を西へと走る。窮屈そうにしながらも、久遠さんがそのまま運転してくれた。

　青空の下、両サイドに広がる田園風景を彼は目を細めて見ていた。一方、私は久遠さんの横顔に釘くぎ付づけになっている。

　四年前と変わっていないように思ったけど、よく見ると少し痩せたように感じる。フェイスラインや喉仏が際立ち、より男らしくなったみたい。

　久遠さんは今、三十四歳。男として成熟する歳頃だよね。

　体の奥がキュンと音を立てる。

　なんだろう、この気持ち……。大人の色気に酔ってしまいそう……。

　だらしない口元でぼんやり運転席を見ていると、赤信号で車が止まり、久遠さんの視線が私に移った。

　流し目も薄く笑う唇も色気たっぷりで、ドキドキしてしまう。

「そんな顔されても、今はなにもしてやれない。発情するのは夜にしてくれ」

　は、発情!?　決してそんなやらしい気持ちで見ていたわけじゃ……ないとは言えないけど……。

「久遠さんが悪いんですよ！　流し目攻撃してくるから……。あ！　信号が青に変わりました。ほらほら、前を見て運転してください！」

　からかわれてアタフタしているうちに、あっという間に川原田家に到着した。

　車を倉庫前に停めると、今日はご夫婦と息子さん三人揃って出迎えてくれた。

　そこで、しまった、と気づく。

　発情している場合じゃなかった。川原田さんは大切なホップ農家さん。くれぐれもトラブルになるような発言はしないようにと、久遠さんに釘を刺しておかねばならなかったのに。

　車から下りようとしている久遠さんに「変なこと言わないでくださいね？」と、詳細を省いて大雑把な注意をした。

　すると、「俺はいつも大事な要件しか口にしない」と若干心配な答えを返された。

　久遠さんが先に車から下り、続いて私も下りた。

「初めまして。カントリー麦酒醸造所に本日付けで社長就任いたしました、久遠礼士と申します。川原田さんは優良ホップを生産されていると聞いております。経営者が私に変わりましても、変わらぬお付き合いをお願いしたく――」

　笑顔で迎えてくれる川原田家の三人に久遠さんは名刺を渡して、まともな挨拶をしていた。

　奥さんが、しげしげと久遠さんを見て言う。

「あんれまぁ。社長さんが代わったって聞いてビックリしてたら、こんな若くてイイ男になったんだなぁ。はぁ、たまげた、たまげた」

　旦那さんも言う。

「新社長さんは、背ぇ高ぇなぁ。はぁ～、見だことねぇけど、東京のスカイツリーくらいあんでねぇの？」

「またお父さんは、はんかくせーこと言って。せめて奈良の大仏様くらいにしねぇと、社長さんに失礼だべな」

　どっちもどっちなご夫婦に愛想笑いで応えてから、全員でホップ畑に入る。

　川原田さんご夫婦が先頭で、久遠さん、私と続き、一番後ろが長男の耕平さんだ。

　ホップ畑の真ん中で立ち止まり、久遠さんは黄緑色のホップの毬まり花ばなをひとつ取って、匂いを嗅いだり状態を確かめたりしている。

「品種はアマリロですね。カスケードタイプのホップ、エール系ビール向きだ。これからビールの種類を増やそうと考えているのですが、シヌックやセンテニアルも栽培してもらえますか？」

　いつも『いい生育状況ですね』としか言わない私と違い、久遠さんはさすがに専門的。川原田さんご夫婦と深い話を繰り広げる彼を、私は一歩下がって見ていた。

　すると、息子の耕平さんが「あの……」と私に小声で話しかけてきた。ご夫婦はいつもと変わらぬ笑顔だったが、耕平さんだけは浮かない顔をしていた。

「新社長さんは、何歳くらいですか？　奥さんとか、いるんでしょうか」

　耕平さんがそんなことを聞いてくる理由は分かっている。久遠さんが自分のライバルになるかも知れないと、気にしているせいだ。

〝かも〟じゃなくその通りで、さらに言わせてもらえば、ライバルではなく耕平さんが敗者確定。もちろん、そんなことをハッキリ口には出せないけれど。

「え、えーと、歳は三十四です。奥さんは今はいないけど……えーと……その……」

　なんと答えるべきか困っていると……。

　川原田さんご夫婦とホップ話真っ最中の久遠さんが突然、商談を中断し、クルリと体の向きを変えて私と耕平さんの間に割り込んできた。

　嫌な予感がする。

「久遠さん、なるべく遠回しに……」

　そんなお願いは聞いてもらえなかった。

「社長さん、どうしたんだ？」と聞く川原田家のご主人の言葉も無視して、久遠さんは耕平さんの前に立ちはだかり、十センチ上から見下ろした。

「夏美は俺の婚約者です。今週中に入籍を済ませて妻になります。ご理解ください」

　彼の口から出たのは、事実を端的に伝える言葉のみ。フォローも気遣いも、なにもない。

　言ってしまった……。川原田一家にとって、厳しい現実を……。

　奥さんがふらついて倒れそうになり、旦那さんが慌てている。

「母さん、大丈夫か？　しっかり掴まれ！　社長さん、すまねぇが母さん休ませてくっから、ホップ畑は自由に見て帰ってくだせぇ。母さん歩けるか？　負ぶうか？　仕方ねぇべ。耕平が勝てる相手じゃねぇし諦めんと」

　川原田さんご夫婦が去った後には、呆然と立ち尽くす息子さんが残された。

「あの、耕平さん……？」

　私が呼びかけるとハッとした顔をして、慌てて私に背を向けた。

「夏美さん……お幸せに……う、ううっ……」

　耕平さんが泣きながら、猛スピードで走り去る。

　どうしよう……。三十五歳の男性を泣かせてしまった……。

　罪悪感を感じるけど、悪いのは私ではなく久遠さん。ひとりだけ平然としている彼に、苦情をぶつけずにはいられない。

「どうしてあんな言い方するんですか！　川原田さんは、大事なホップ農家さんですよ？　言うにしても、もっと言葉を選んでくれないと！」

「大事なのか？　俺よりもあいつが？」

　会社のことを心配して抗議するただの事務員の私に、社長である久遠さんが呆れたことを言う。

「私はそんなことを言ってるんじゃないです！　同じ枠組みに入れて、どうするんですか……きゃっ」

　叱りつけている最中なのに腕を取られて引き寄せられ、気づけば抱きしめられていた。

「俺はなによりお前が大事だ。会社よりも、研究よりも、な」

　その言葉の甘さに浸れないのは、責めるポイントが増えてしまったから。午前中のミーティング室できちんと説明してもらえなかったことを思い出してしまった。

　アメリカでの研究を途中で投げ出してきたのかと怒った私に、久遠さんは『投げ出していない』と言った。

　それは本当なの？　今、研究より私が大事だと言ったくせに？　『投げ出していない』と言うなら、それを納得できるように説明してほしい。でないと、心からの笑顔で『お帰りなさい』とは言ってあげられない。

「久遠さん、アメリカでの研究は確か、十年以上かかると前に言っていましたよね。それなのに四年で帰ってきて、投げ出したわけじゃないと言い切るのは、どういうことですか？」

　久遠さんの腕の中で、厳しい顔をして説明を求める。

　すると彼は今度はきちんと話してくれた。

「俺にしかできないことだけ、終わらせてきた。あの研究自体は、実験、検証を繰り返して、長い年月を要するものだ。だが実験するだけなら誰にでもできる。俺がやったのは、実験に対する予想結果のすべてのパターンを挙げて、それについての考察と、失敗した場合の解決策――次になにを考え、どうしなければならないかを、誰もが分かるように書き残してきた」

　そう言われても、結局どういうことなのか私にはいまいち理解できない。思わず首を傾げると、久遠さんはもっと分かりやすく説明してくれた。

「つまり、新時代のバイオエネルギーを無事に商品化できるまでの道筋を、何万パターンの実験シミュレーションを作成して、研究所に置いてきたということだ。あそこには研究員が大勢いる。人数に不足はない。俺に求められていたのは、手足ではなく頭脳のみ。何万通りもの道筋を考えてやったんだから、後は俺のシナリオ通り実験を繰り返せばいい。おそらく三十年後くらいには、世界にエネルギー革命を起こせるだろう」

　多分、私には、久遠さんの言っていることの半分も意味が分かっていないと思う。それでも、スゴイ！、と思った。

　久遠さんは研究を完成品に導くためのシナリオを、四年かけて書いてきたということでしょう？　あとは美果子さんたちにその通りやるよう指示して、私のもとに帰ってきてくれた。でも……。

「そうなると三十年後、研究が世に出た時、学会とかに発表する論文には久遠さんの名前が入らないんじゃないですか？」

　特許とか権利とか偉大な発明をした化学者としての名声とか、最後まで研究に関わらないと手に入らないのではないだろうか。

　久遠さんの名誉を心配する私に、彼はサラリと言った。

「そんなものに俺は興味がない。研究することは好きだが、騒がれるのは嫌いだ。化学者としての名声など、うっとうしいだけ。美果子みたいに、それを欲しがるヤツもいるけどな」

　久遠さんはやっぱり変わり者だと思う。名誉を欲しがる美果子さんのほうが、人間らしくて理解しやすい。

　ふと、青空ビールの会議室で初めて久遠さんに会った時を思い出す。

　あの時は、イケメンだけど『この人、変』というのが第一印象だった。今もそれは変わらない。でも……なんて素敵な人なのだろう。十五年前、美果子さんに騙されて取り上げられた研究に、久遠さんなりのケリをつけて帰ってきてくれた。

　きっと大変だったと思う。少し痩せたように見えるのは、そのせいかもしれない。

　わずか四年という短い歳月でそれをやり遂げたのは、私と一緒に人生を歩むため。そう自うぬ惚ぼれてもいいよね……？

　日本に帰ってきたことを怒る気持ちは、完全に消えてなくなっていた。白衣の背中に腕を回して、ギュッと抱きしめる。

　久遠さんは私以上に強い力で、抱きしめ返してくれた。

「久遠さん、社長なのに白衣って変ですよ？」

　クスクス笑いながら、誰もが突っ込まなかったことに触れてみる。

「そうか？　俺にとっては仕事着といえば白衣なんだが……。いいだろ。社長業務と平行して、新しい研究もすぐに始める。カントリー麦酒に、研究部門を作りたい。化学者としての俺の人生を終わらせるつもりはないからな」

　そう答えた彼の声はどこか楽しそうで、これからの希望に満ちた明るい響きが感じられた。

「久遠さんらしくて素敵ですね。カントリー麦酒に、たくさんの新ビールが生まれそうです」

「ああ。ビール研究とそれから……もうひとつ、研究したいことが増えた」

「え？」

　体を少しだけ離されて顔を見上げると、切れ長のキレイな瞳が愛しそうに私を見つめていた。

「それは、夏美の研究だ。泣いて、笑って、怒って……相変わらず忙しいお前の中身も、四年前より美しさが増した外見も、お前のすべてを調べ尽くしたい。なぜこんなにも愛しく思うのか……それも研究しないとな」

　愛を化学的に証明するのは、無理じゃない？

　そう言いたかったけど、唇が重なり言えなかった。

　四年間の空白を埋めるように深く深く口づける。嬉しくて、愛しくて、私の目から涙が溢れた。

　久遠さん、愛してくれてありがとう。

　求めてくれて、ありがとう。

　諦めずに追いかけてきてくれて、ありがとう。

　ホップの緑のカーテンが夏の強い日差しを遮り、愛し合う私たちの姿も隠してくれる。日陰の涼しい風に、ホップの爽やかな香りが混ざっていた。

　夢中で唇を重ねながら、心に誓った。

　これからずっと、あなたと一緒に……。










仲直りはビールで乾杯！




　久遠さんの社長就任から三ヶ月。私たちの入籍からも同じだけの月日が経過した、ある日のこと。

　事務室奥の小さな休憩室でお昼ご飯を食べていた。

　テーブルを囲むのは、吉本さんと入社一年目の後輩、千ち花かちゃん。

　小さなカントリー麦酒醸造所には社員食堂なんてありがたいものはなく、ほとんどの従業員がお弁当を持参している。

　吉本さんと私はそれぞれ自分で作ったお弁当で、二十歳になったばかりの若い千花ちゃんはお母さんの手作り弁当。

「夏美さんのお弁当、今日もおいしそう！　今頃、社長も同じお弁当を食べているんですよね～。いいなぁ、新婚さん」

　私が自分で作った卵焼きを食べていると、千花ちゃんがムフフと笑って九歳年上の私をからかう。

「はぁぁぁ……」

　私は思わず箸を置いて、ため息をついてしまった。

　いつもは確かに、同じ内容の弁当を久遠さんも社長室で食べている。でも……今日は違う。久遠さんのお弁当を作る気分になれなくて、『出前でも取ってください』と冷たく言ってしまったのだ。

　あからさまにテンションの下がった私を見て、吉本さんが「ケンカ中？」と尋ねてくれた。

「ケンカというか……私が一方的にむくれてるだけで……。久遠さんは悪くないと分かっていてもダメなんです。いつもすぐ怒っちゃって……私って、かわいくない奥さんで、自己嫌悪真っ最中です……」

　事の発端は、昨夜の出来事だった――。




　――寝る前のひと時を、映画を見て過ごしていた私。切なくロマンチックなラブストーリーにどっぷりのめり込んで泣きながら観ていたら、お風呂上がりの久遠さんがリビングに戻ってくるなり、こう言った。

「作り話で、よく泣けるな」

　その瞬間、感動の涙が引っ込んだ。代わりに込み上げてきたのは怒りの感情。

　せっかくいいシーンだったのに、なんで余計なこと言うのよ！　こういうのは感情移入した者勝ち。ヒロインの気持ちになり、泣いたり喜んだりできるのが映画の魅力なのに、そんなこと言われたらシラけてしまうじゃない！

　盛り上がり最高潮のクライマックスだったけど、リモコンでピッとテレビを消す。

「作り話だから感動できないなんて、久遠さんは心が貧しいんじゃないですか？　イケメンのくせにロマンチックを理解できないなんて、残念感がハンパないですよ」

　不機嫌な顔で久遠さんを非難した。すると……。

「俺は化学者だ。物質の融合、分解、反応、相互作用、それらの中にはきちんとロマンを感じている。それでも俺を残念な男と言うなら、そんな男に惚れたお前も残念な女じゃないのか？」

　久遠さんは濡れた髪を拭きながら、呆れたような顔して淡々と言い返す。

　化学者の性質というか、久遠さんはいつも理屈っぽい。その性格を分かっていても、私はついムキになって怒ってしまう。

「残念な女で悪かったですね！　そうですよ、私なんて弱虫だし、すぐ怒るし、かわいくないし、バカだし、なんの取り柄もないダメ女です。久遠さんと釣り合ってないのは、充分すぎるほど分かってます。好きになって、どうもすみませんでした！」

「なぜそうなる。そんなこと、俺はひと言も言ってないぞ。おい、夏美、聞いているのか？」

「聞きたくないです！　私、もう寝ますから、話しかけないでください。今日は寝室じゃなくて別の部屋でひとりで寝ます。お休みなさい――」




　昨夜のケンカ……というか、私ひとりがむくれている状況は朝がきても直らなかった。久遠さんのお弁当も作らず、先にひとりで出社した。

　そして今は、バカみたいに自己嫌悪に陥っている。

　かわいくない態度を取ってしまって……私ってダメな奥さんだよね……。

　昨夜の私たちの事情を知った吉本さんは、「ノロケにしか聞こえないわね。ごちそうさま」と少々呆れの混ざった苦笑いを返してくれた。

　千花ちゃんは、「私もいつか素敵な旦那様を捕まえて、そんなケンカをしてみたい！」と、なぜかうらやましがる。

　その時、休憩室に駒野事務長が入ってきた。

「夏美さん、これ、久遠社長のところに持っていってチェックしてもらって？　昼休みが終わってからでいいけど、午後イチで頼むね」

　渡されたのは、夏期事業報告書。

　プリントアウトされた分厚いＡ４用紙の束を受け取ってから、どうしようと考える。

　久遠さんと顔を合わせるのが気まずい。

「あの、吉本さん、すみませんが私の代わりに――」

「ダーメ！　駒野事務長は夏美ちゃんに頼んだんだから、私はやりませんよー」

　すべてを言い終わらないうちに、断られてしまった。それならと、今度は後輩の千花ちゃんに向き合う。

「千花ちゃん、申し訳ないけど、これを社長に――」

　吉本さんと違い、千花ちゃんは「いいですよ」と快く書類を受け取ってくれた。

　いい後輩を持ってよかった、とホッとしたのも束の間……。

「久遠社長って、本当にカッコイイですよね～。挨拶しかしたことなかったから、一度ゆっくりお話してみたかったんです。夏美さん、社長絡みの用事は、これから全部私がやりますよ。私のほうが夏美さんより若くてピチピチだし、もしかしたら……あんなことやそんなことがあるかも知れませんよね？　私、がんばっちゃおうかな～」

　ニッコリと笑う千花ちゃんの手の中から、渡したばかりの書類を慌てて取り戻す。食べかけのお弁当を置いたまま、「社長室に行ってきます……」と、立ち上がった。

「がんばって～」

　ニヤニヤしているふたりに見送られて、事務室を後にした。

　社長室は、事務室から廊下の角をふたつ曲がった突き当たりの奥まった場所にある。ほかのドアより少しだけ立派な、木目の扉の前に立った。

　気まずい……。でも、大丈夫。この書類を渡して用件を伝えたら、すぐに社長室を出ればいい。

　自分にそう言い聞かせ、変な緊張を抱えてドアをノックした。

「どうぞ」と聞き慣れた声がした。

　久遠さんは私の上司。夫婦であってもその辺りはわきまえているつもりだ。

「失礼します」と言ってからドアを開けて中に入り、後ろ手に扉を閉めた。

　久遠さんは社長用デスクで仕事中。ノートパソコンに向かい、すばやいキータッチでなにかを打ち込んでいた。

　デスクの左右は書類の山。多分、左側に積まれた書類が未処理のもので、右側が処理済みだと思われる。左の山はあと少しでなくなりそうで、右の山はうず高く積まれていた。

　久遠さんは化学者として優秀なのは言うまでもないが、社長としての会社運営能力も桁外れだった。

　彼が社長に就任してからまだ三ヶ月だが、カントリー麦酒の成長が感じられる。今までも優良企業ではあったけれど、業務をより効率的にこなせるようになった。後は業績が伸びていけば……といったところだが、それを実感する日も近い気がする。

　久遠さんて、すごい人だよね……。女心は理解が足りないと思うけど。

　入ってきた私を見て、久遠さんは仕事の手を止めた。

「どうした？」と、何事もなかったかのようにごく普通の調子で聞いてくる。

　昨夜のことも今朝お弁当を作らなかったことも、意識しているのは私だけ。

　なんだろう。私は久遠さんの奥さんなのに、片想いしている気分になってしまう。

　小さくため息をついてからデスクを回り込み、久遠さんが座っている椅子の真横に立った。

　ひとりで拗すねて怒ってごめんなさい。そう言えたらいいのに、かわいさの足りない私は、やっぱりムスッとしてしまう。目を合わせずに書類を手渡した。

「夏期事業報告書になります。チェック後に社長のサインをお願いします。終わりましたら取りに来ますので、事務まで連絡ください」

　ペコリと他人行儀なお辞儀をして体の向きを変えようとしたら、手首を掴まれた。そのまま強引に引き寄せられ、あ！と思った時にはおかしな体勢になっていた。

　彼と向かい合い太ももを跨またいで座らされ、私が逃げ出さないよう左腕でウエストをがっちりホールドされている。

「く、久遠さん!?」

「今すぐ目を通してサインするから、少し待ってろ」

　久遠さんはノートパソコンを押しやりデスクに書類をドサッと置くと、パラパラめくりながらチェックを始めた。

　書類をすぐにチェックしてくれるのも、それを待っていろと言われるのも、別に困らないけど……この体勢は困る。

　白衣の胸元に頬をピッタリ押し当てる格好になってしまった私は、顔が真っ赤になっていた。

　久遠さんの香りがする。たくましい大胸筋の盛り上がりは、着衣越しにも伝わってくる。

　記憶の中から最近の彼の裸体が勝手に浮かび上がって、照れずにいられない。それに加えて、こんな体勢を万が一にでもほかの職員に見られたらと思うと、恥ずかしくて仕方ない。

　そんなふうに焦ったり恥ずかしく思ったりするのは、どうやら私だけのようだ。私の背後からは、紙をめくる音やボールペンを紙に走らせる音が、絶え間なく聞こえている。

「久遠さん、あ、あの……」

「なんだ？」

「待ってろと言うなら、ちゃんと待ちますので、これはちょっと……。誰かが社長室に来たら困りますし……」

「そうだな」

　私は至極まともな意見を述べたつもり。久遠さんも同意してくれた。

　それなのに私の腰に回される腕に外れる気配はなく、むしろ力が強まった気がするのはどうして……？

　久遠さんの太ももの上でアワアワしていると、耳元に低く艶めいた声が忍び込む。

「モゾモゾ動くな……変な気分になるだろ……」

　その言葉と同時に、久遠さんの左手が私のウエストから移動を始めた。

　腰からヒップ、ヒップから太ももへ。スカートの中の内ももをストッキングの上から撫でられる。

「く、久遠さん！」

「もう少し待ってろ。七月の出荷量が十五万三千六百二十四……原価率が……。おかしい、なぜこんな数字になる。ここも計算し直しだな。後はここと、それから……」

　マジメに仕事しながらも、久遠さんの左手だけは私を執しつ拗ように攻め続ける。内ももは特に弱いのに、器用な指先が問答無用で攻撃してきた。

「は、あん……」

　たまらず白衣に両手でしがみつき、口から甘い吐息を漏らしてしまった。

　それが、久遠さんを調子に乗せる結果になった。

「生産量を増やしたいところだが、醸造タンクが不足するな……。今稼動中のタンクと空のタンクを……あ、夏美、悪い。破れた」

　なにが〝破れた〟のかというと、パンティストッキングだ。

『悪い』と言ってはくれたが、ちっともそんなことは思っていないみたい。破れた小さな穴は指先でさらに大きく広げられ、久遠さんの手がストッキングの内側にスッポリと侵入してきた。

　調子づくその手は私の素肌をもてあそびながら徐々に上昇していき、私はたまらず身悶える。吹っ飛びそうな理性の尻尾を必死に掴まえ、叫ぶように言った。

「久遠さん、ダメです！　ここ会社ですよ。お願いですから、家に帰ってからにしてください!!」

　叫ぶと同時に「よし、終わったぞ」と言われ、甘美な刺激からも解放された。

　慌てて久遠さんの膝から下りて、乱れたスカートと呼吸を整える。

　そんな私に、久遠さんは分厚い書類を渡して言った。

「ほぼすべてやり直しだと、駒野事務長に伝えてくれ。悪いが、これじゃサインできない」

　渡された夏期事業報告書をパラパラとめくると、赤ペンでびっしりと添削してあった。紙の余白が真っ赤に染まるほどに。

　私にあんなハレンチ攻撃をしかけながら完璧に、しかも超高速で社長業務をこなしていたなんて……。

　ただただ驚く私は、昨日のケンカなどすっかり意識の外にあった。目と鼻と口を全開にして、マジマジと久遠さんのハンサムフェイスを見つめるだけ。

　久遠さんは長い足を組み、指先でペンをクルリと回し、ニヤリと笑って私を見ている。

「夏美……」

　彼がなにかを言おうと口を開いたその時、ドアの外にガタガタと物音を聞いた。

「しー！　見つかっちゃうでしょ！」

　誰かが誰かに注意する、小声にならないヒソヒソ声も聞こえた。

　まさか!?と慌てる私は、走ってドアまで行き勢いよく開けた。

　その途端、社長室にドドドとなだれ込んできたのは見慣れた面々。吉本さんに、千花ちゃん。駒野事務長に、副工場長の出来内さん、それから……。

　総勢十名の団体様が仕事をさぼって聞き耳を立てていたと知り、驚いた後は郵便ポストより顔が赤くなった。

「な、なにやってんですかーっ!!」

「ヤバイ、みんな逃げろっ！」

　慌てて廊下を駆け出し、逃げていく不届き者たち。

　チェック済みの書類を振り回して追いかけようとしたら、楽しそうな笑い声と優しい声が私の背中に投げかけられた。

「夏美、帰ったら一緒にビール飲もうな？」

　走りだした足を止め、社長室を振り向いた。

　愛しい旦那様に「はい！」と笑顔で答えれば、心に秋晴れの青空が広がった。

　怒りっぽい私のことだから、この先もケンカすることがあるだろう。

　それでも、いい。

　それが、いい。

　ケンカの後の仲直りのビールは、きっと格別においしいと思うから。





ＥＮＤ












あとがき




　ベリーズ文庫読者の皆様、初めまして、藍里まめと申します。

　これは私の初めてのオフィスラブ作品です。お手に取っていただけたことに深く感謝申し上げます。

　小説サイト『Berry's Cafe』でこの作品を紹介していただいた時に、編集部様から『ちょっと変わったオフィスラブ』というキャッチコピー的なものをいただきました。自分としましては王道オフィスラブのつもりでしたので、『えっ!?　変なの!?』と冷や汗をかきました。

　でも、編集作業にあたり何度も読み返して、変わっているのかもしれないと自分でも思いました。

　王道なら、ハムスターを探し回った挙句に井戸には落ちないだろうし、仕返しデートでヒーローを戦闘不能状態にもしないでしょう。ヒーローもヒロインも脇役たちも皆ひと癖あって、どうしてもコメディになってしまうし……。




　このコメディ感が曲者でした。ベリーズ文庫らしさから少しばかり外れてしまう。

　そこで文庫化していただけるにあたり、コメディ感を削ることになりました。そうすることで甘いシーンが際立ち、よりドキドキしていただけるようになったと思います（多分……）。




　編集担当の倉持様、私の至らぬ筆癖のせいでコメディに走ってしまい、お手数をおかけしました。ご指導とアドバイスの数々に感謝いたします。

　とても素敵なカバーイラストを描いてくださったモリシタアイミ様、文庫化にあたりご尽力くださった多くの関係者様にも深くお礼申し上げます。




　そしてこの本をお買い求めくださり読んでくださった皆様、サイトでの連載中に応援してくださった読者様、本当にありがとうございました。感謝でいっぱいです。




　いつかまた、ベリーズ文庫で皆様にお会いできますように……。





藍あい里さとまめ









この物語はフィクションであり、実在の人物・団体等には一切関係ありません。

本書の無断複写・転載を禁じます。










ぎゅっと抱きしめて


～会議室から始まる恋～
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